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　激しい戦いにより破は壊かいされた神しん殿でんの中を、冷たい夜風が吹ふき抜ぬけていく。乱れた長い金きん髪ぱつを優ゆう雅がにかき上げて、美しい吸きゆう血けつ鬼きは笑った。

「あなたには、まいりました」

　ただの化け物とは格が違ちがう、最も早はや災さい厄やく、あるいは奇き跡せきの存在「神しん魔ま」。その中でも最強と称されるサーナキアである。艶つややかな黒い布地でできた夜会服のような装よそおいのあちこちが裂さけ、その瞳ひとみのような紅くれないをにじませていても、敗者のみじめさとは無む縁えんだ。

「正直、たかが人間の少女と、ずっと侮あなどっておりました。ですが、認みとめます。あなたの勝ちです──アルシェイラ」

　微笑ほほえむ彼の前に立つのは、長い銀ぎん髪ぱつを結ゆい上げた少女。サーナキアと同様に傷ついてぼろぼろだが、彼と違って張り詰つめた表情には余裕がない。

「神魔」と対等以上に戦い、滅ほろぼすことさえ可能な神み子こ姫ひめアルシェイラとはいえ、肉体的には生身の少女。おまけにその力を持つ者はひとりしかいないのだ。神子姫が持つ第二の能力によって生み出された者たちにも、同水準の力はない。

「疑っていますね？」

「……ええ。あなたはまだ、力を残している」

　数歩の距きよ離りを保ち、警けい戒かいを解かないアルシェイラにサーナキアは己おのれの姿を見回しながらうなずく。

「確かに、他の『神魔』たちのように滅びにまでは至りませんよ。あなたも、まあ、死にはしませんね」

　気力だけで立っている状態のアルシェイラを見て、サーナキアはかすかに瞳を細めた。

「わたくしが言うのもなんですが、あなたは無茶をしすぎです。せっかくのきれいな顔も髪かみも、ぼろぼろではないですか」

「……きれいなのは、あなたのほうでしょう？」

　皮肉と感じたか、アルシェイラはますます警戒を強めた。

「ええ、それはもちろん」

　常々己の美び貌ぼうを平然と誇ほこってきたサーナキアである。あっさり首しゆ肯こうしたが、唇くちびるに浮かべた笑えみに皮肉の歪ゆがみはなかった。

「ですが、あなたはわたくしなどより、ずっときれいです。少なくとも、わたくしの眼にはそう見えます」

　人外の証あかしである紅あかい瞳が、真しん摯しな光を放っている。

「理由を知りたいですか？」

　虚きよを衝つかれたアルシェイラの眼に一いつ瞬しゆん同じ光が揺ゆらめいて、消えた。

「分かっているでしょう、サーナキア。それ以上、言ってはいけない」

　意志の力で込み上げる何かをねじ伏ふせたアルシェイラを、サーナキアはじっと見ている。

「例の叔お父じ上うえと、結婚なさるのですか」

「……私の力を後こう生せいに引き継つぐためです。とても名誉なこと。叔父上も、承知の上です」

「あなたもね」

「神魔」の食料として、家か畜ちくのように生きるしかなかった人々の中から突とつ如じよとして生まれ出いでた「神子姫」という希望。だが、サーナキアを含ふくめて名のある「神魔」をほぼ倒したとはいえ、いつまた強力な「神魔」が現れないとも限らない。

　そのために、神子姫の血を残したいと願うのは当然の感情だ。相応ふさわしい相手として、血筋だけを考こう慮りよした男が選ばれたのは仕方がない。彼は妻を「神魔」に殺されているとはいえ既き婚こん者しやで、アルシェイラとは親しん戚せき以上の親交はなく、十以上も年上だがやむを得ないことだ。

「しかし、確かにあなたはオリオロンの王女ではありますが、ご両親やご兄弟に特別な力が備わっていた訳ではない。そんなあなたに血筋がいい男を掛け合わせたからといって、子供に神子姫の力が宿る保証はないのでは？」

「産んでみないと分からないでしょう。元々私は、父母の決めた男性と結婚しなければならない立場。覚かく悟ごはしています。……だからあなたも、覚悟を決めなさい」

　サーナキアの処しよ遇ぐうは、これから生き残った王家と騎き士し団だんとで決めるのだ。引き立てようと伸ばされたアルシェイラの手を、サーナキアは不意に強く握にぎった。はっと身を硬かたくする彼女を引き寄せ、ささやく。

「一緒に逃にげませんか」

　吸血鬼特有の能力に「染せん心しん」という、相手を魅み了りようして操あやつるものがある。サーナキアも例に漏もれず、視線にその力を有している。

　無論、眼を合わさず発せられた声にそんな効力はないはずだが、アルシェイラが無言で彼を突き放すまでにわずかな間があった。

「冗じよう談だんですよ。さあ、行きましょう。勝者はあなただ、敗残の身はおとなしく従います。わたくしの……神子姫様」
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　神聖帝てい国こくオリオロンの中心、首都ラーラベル。歴代の神み子こ姫ひめが住まう神子姫神しん殿でんや、初代神子姫の名を取った王城アルシェイラといった、帝国の権けん威いを象しよう徴ちようする建物が数多く集中している華か麗れいな都みやこだ。

　ただし、それは二重の防ぼう壁へきに囲まれた中心街のこと。円周街と呼ばれる一般庶しよ民みんが暮らす場所は、ごみごみとした下町だ。人々をつけ狙ねらう怪かい物ぶつ、「魔ま族ぞく」の襲しゆう撃げきに始終さらされる外がい縁えん壁へき付近は聖せい界かい騎き士し団だんが常じよう駐ちゆうしており、むしろ地方都市より殺さつ伐ばつとしている。

　だが中心街の全てが、美しく洗練されているかといえばそうではない。帝国の中ちゆう枢すうであるがゆえの暗部が凝ぎよう縮しゆくした場所もまた、存在している。

　例えば神子姫神殿の裏手にひっそりと広がる墓地がそうだ。代々の神子姫が眠るそこは、春が近づいてきたこの季節でもどこか薄うすら寒い空気を漂ただよわせている。普段は全く人ひと気けがない場所なのだが、今は四人の来訪者を迎むかえていた。

「……お花、これで大丈夫よね、サーナキア」

　物もの憂うげな黄昏たそがれの光に銀ぎん髪ぱつを赤く染めながら、当代神子姫であるブランシェは教育係に問いかけた。世間知らずの自覚はあるが、今日だけは絶対に失敗できない。

「問題ありませんよ、何度も確認したでしょう？　ねえ、英えい雄ゆう殿どの」

　神子姫に向かって「冴さえない容姿」と言い切れるだけの美び貌ぼうを誇ほこる金きん髪ぱつの美青年は、無言の黒くろ髪かみの青年に呼びかける。だが精せい悍かんな浅黒い横顔は、等とう間かん隔かくに並んだ簡素な墓ぼ碑ひの中で一番新しいものを凝ぎよう視しして動かない。

「レイの兄貴……」

　彼の元副官であり、現在は事実上のオリオロン統とう治ち者しやであるトーマ王子は、元上官をひたすら困った顔で見上げている。その胸中を思えば、邪じや魔まするのがためらわれるのだろう。

　ブランシェも同じ気持ちではあるが、だからこそ思いきって口を開いた。

「グレイドル様、申し訳ありません。あまり時間がないので……」

　緑の瞳ひとみをはっと見開いたレイヴン・グレイドルは、ブランシェと彼女が抱かかえた白しら百ゆ合りの花はな束たばを振り返った。

「……ああ、そうだな。あんたもトーマも忙いそがしい身だっていうのに、付き合わせて悪かった」

　一時は「堕おちた英雄」とも呼ばれた「救国の英雄」。二十三歳という若さで聖界騎士団司令官の重職に就つき、「魔族」退治の第一人者であるレイヴンは、「魔族」吸きゆう血けつ鬼きに改造されて現在に至る。

　彼の元副官であり親友である青年は、その足元で永遠の眠りについていた。

　再び墓碑を見つめ始めたレイヴンに、トーマがこわごわと口を開いた。

「あの、しょ、小官がお側にいると、つらいですよね……申し訳ありません、少し離れて」

「今さら何言ってやがる、馬ば鹿か。姫さんを見習えよ」

　亜あ麻ま色いろの頭を軽く小突いてやりながら、レイヴンは軽く笑った。ブランシェも、胸に広がる苦い気持ちを隠かくして応じる。

「……いえ。見届けるのが、私の義務だと思いまして」

　模も範はん的てきな回答を聞いて、レイヴンがふわりと柔やわらかな表情を浮かべる。

「姫さんはどんどん、立派な神子姫になっていく。あんたの騎士として鼻が高いよ」

　その表か情おはどこか、彼の足元で眠る友人に似ていた。

「魔族」を検知する「天てん眼がん」能力を持つ神子姫と連れん携けいを取るべき立場にありながら、レイヴンは神子姫を嫌きらっていた。出会い頭がしらから散々皮肉を飛ばしてきたが、今彼が口にする言葉は額面どおりの意味である。

　立派な神子姫になることを、その騎士になることを、二人は互いに誓ちかい合ったのだ。レイヴンへの醜みにくい嫉しつ妬とを押し隠し続けていた親友、クリスティアン・ハーテルの事件を発ほつ端たんとして。

「だから、俺のしょうもない未練もここで終わりだ。花をくれるか、姫さん」

　ふっと大きく息を吐はいたレイヴンが、ブランシェに向かって手を伸ばす。

　言われるままに花束を渡したブランシェは、黙だまって一歩後ろに下がった。トーマは唇くちびるを引き結んで背筋を伸ばし、日頃レイヴンと丁ちよう々ちよう発はつ止しのやり取りを交かわすサーナキアも今回ばかりは沈ちん黙もくを守っている。

「分かってるんだ、クリス。これは、俺のただの自己満足だ。お前は正直、嫌いやがってるんじゃねえかって気はしてる。人間辞やめた奴やつに相応ふさわしく、封ふう印いんしてくれとお前なら言っただろうな」

　答えぬ友に話しかけながら、レイヴンがゆっくりと屈かがみ込んだ。あえて名を刻まれていない墓碑の上に、赤い夕陽に染まった白百合を不器用な手つきで横たえる。
















　その様がひどく痛々しく見えて、ブランシェは思わず視線を逸そらした。

　アルシェイラと同じ銀髪を持って生まれたものの、クリスティアンはブランシェと違って神子姫になれなかった。その劣れつ等とう感かんをずっと抱えていた彼を、神子姫専用の墓地に葬ほうむった。

　盛せい大だいな意い趣しゆ返がえしに見えるかもしれないが、ここ以外選べなかったというのが実情である。

　トーマを害そうとした罪を着せられ、処しよ刑けいされたクリスティアン。当然軍ぐん籍せきは剝はく奪だつされており、両親は白はく眼がん視しを避さけるため、名字を変えてラーラベルを離れている。聖界騎士団やハーテル家の墓に彼を入れることはできない。

　レイヴン自身が名誉を取り戻もどした際には、親友の名誉も同じく取り戻そうと尽じん力りよくした。そのためクリスティアンの墓も彼の生前の家の庭に作られていたのだが、結局、ここに移すことになった。

　クリスティアンが「魔族」に改造されていたからだ。死した彼が残したのはわずかな灰ばかりではあるが、その際滅ほろびたはずの「神しん魔ま」との繫つながりを匂わせていた。「つぎはぎの怪物」などと呼ばれるほどに数多くの能力を持っていた彼が、万が一にも復活などしないよう、埋まい葬そうという形で聖なる力に満ちたこの場所に封印されたのだ。

「嫌がらせだと思ってくれても構わねえよ。だが、少なくとも俺はまだ、お前の親友のつもりだ。墓の体てい裁さいぐらいは取り繕つくろいたかったんだ、我が慢まんしてくれ」

　短く言って、レイヴンは立ち上がった。軽く膝ひざを払うと、すっきりした顔でブランシェたちを振り向く。

「忙しいのに世話をかけてすまなかったな、トーマ、姫さん」

　気負いのない顔がかえってつらく、トーマとブランシェはぶんぶん首を振った。

「いえ、とんでもありません!!」

「気にしないで下さい、グレイドル様!!」

「ふふふ、わたくしもそれなりに忙しいのですが、無視ですか？」

　笑顔で突っ込むサーナキアに、レイヴンは鼻を鳴らした。

「そりゃサーナキア大先生は、クリスの件に関しちゃほとんど動いてくれてねえからな。トーマには、結構迷めい惑わくをかけたんだろう？　ダンティスのおっさんから、仕事を増やしてくれてありがとうってな連絡が来たぜ」

　ダンティス・セイブルは、トーマの元上官その二であり、彼の騎士団への夢を粉々に破は壊かいしてくれた人物だ。

「あ、あの人、余計なことを……！　確かに尽力はしていただきましたよ、だってあの人は騎士団内の世渡りがものすごくうまいですから……!!」

　兄ギルディアスへの反発から一時は地位を捨てていたとはいえ、トーマは結局のところ根っからの「王子様」である。酸すいも甘いも嚙かみ分けたダンティスには、まだまだかなわない。サーナキアは「人間誰だれにでも、取り柄えがあるものですねえ」などと、あしらってしまえるが。

「だが、迷惑をかけるのはこれで最後だ。少なくとも、私的なやつはな。なあ、姫さん」

　未練のない眼をしたレイヴンに言われ、ブランシェも心得てうなずく。

「──ええ、そうですね」

　うなずくと同時に、白百合の花が添そえられている墓碑を改めて見つめた。

『俺は人間を辞めて、お前と対等になれて、よかった』

　満足そうなクリスティアンの声に重なって、母の絶ぜつ叫きようが聞こえた。

『あんたなんか、私が産んだ、あの可か愛わいいブランシェじゃない』

「ハーテル様のためにも……私たちは、立派な神子姫と騎士にならなければ」

　まだ、母を引き合いに出せるほどには潔いさぎよくなれない。至らぬ自分を反省しながら言えば、レイヴンはしっかりとうなずいてくれる。

「ああ、そのとおりだ、姫さん」

　同じ目的を共有した者同士、交わす視線で分かり合える二人。半年前の初対面が回し蹴げりで終了となったとは思えない、理解者の空気が神子姫と吸血騎士を包んでいる。

　不思議な気持ちだった。教育係として、幼おさない頃から側にいてくれたサーナキアよりも、今はレイヴンとのほうが心が近い気がする。

　眼を合わせるだけで気持ちが通じる。ひとつの目的に向かい、共に歩めていると思える。肝かん臓ぞう打うちだの踵かかと落おとしだのを挟はさみつつ、やっと「神子姫」と「騎士」としての理想的な関係を築けたのだと思うと嬉うれしい。

　ところがトーマは、ひどく不安そうな瞳で二人を見ている。

「あの、レイの兄貴、大丈夫ですか……？」

「ああ、もちろん」

「神子姫様も……大丈夫ですか？」

「えっ、私、何かおかしなことを言いましたか!?」

　自分なりにがんばって立派な神子姫的振る舞いをしていたはずなのだが、何か問題があっただろうか。長年の習慣でサーナキアを見上げれば、教育係はただきれいに微笑ほほえんでいる。

「いいえ、何ひとつ、おかしいことなどおっしゃっておりませんよ。それがおかしいといえば、おかしいのですけど」

　謎なぞめいた言い回しをしたサーナキアは、かえって混乱しているブランシェたちを促うながす。

「さあ、全員忙しい身なのですから、そろそろ持ち場に戻りましょう」

「ああ、そうだな。じゃ、引き続きよろしく頼たのむぜ、サーナキア」

　レイヴンにぽんと肩かたを叩たたかれたサーナキアが、わずかに嫌そうな顔をした。

「おやおや、今日一日ぐらいは、お友達の死を悼いたんでいてもいいのですよ？」

「白しら々じらしく気を遣つかうんじゃねえよ。それとも、もうへばったのか？　じいさん」

　揶や揄ゆされて、サーナキアが無言で肘ひじを突き出す。危あやうく避よけたレイヴンをトーマがやはり不安そうに、ブランシェは熱意を込めて見つめていた。







　神子姫神殿正面の広場は、千人規き模ぼを集めることができるだだっ広ぴろい場所だ。ブランシェとレイヴンが初めて顔を合わせた勲くん章しよう授じゆ与よ式しきなど、神子姫や騎士団絡がらみの式典が行われる場合によく使われる。

　その代わり平時は全く人ひと気けがなく、がらんとしている。夜ともなればなおさらであるため、人目を避けたい場合には格好の舞台だ。

「勘かんは悪くないのですが、まだまだ人間の域を出ませんね」

　星明かりが照らす広場の地面に倒れ伏し、激しく胸を上下させているレイヴンをサーナキアは呆あきれたように見み下おろしている。

　サーナキア自みずからが警備兵の眼を惑まどわす術を使っているため、彼本来の能力をある程度発はつ揮きしたところで人目を引く心配はない。問題は最強の「神魔」に訓練をつけられるレイヴンであるが、うんざり顔なのはむしろサーナキアのほうだ。

「ちょっと休きゆう憩けいしませんか？」

「なんだよ、だらしがねえな。俺はまだまだやれるぜ」

　強がっている訳ではない。事実レイヴンは、すぐに体力を回復させて起き上がった。騎士団の制服の上着は脱ぬいでおり、素そっ気けないシャツにズボンだけという軽けい装そうである。

　この広場を訓練場所に選んだのは、広くて人払いが容よう易いという理由だけではない。レイヴンにとって、ここが一番大地の精せい気きを吸収しやすい場所だからだ。

　心ならずも吸血鬼化したレイヴンには、当然のごとく吸血衝しよう動どうがある。特にブランシェのような清き血の香りに反応するが、実際に人の血を吸ったのはトーマのものを一度だけだ。現在はラーラベル一帯、特に神子姫神殿付近の大地に満ちた精気を生き血の代わりにしている。

「分かっておりますよ。あなたに大地の精気を吸収する方法を教えたのは、わたくしなのですから。全く、諦あきらめの悪さだけは人並み外はずれています……」

　相手を煙けむに巻くような言動が多いサーナキアであるが、本日のため息には実感がこもっている。今日だけでなく、彼は最近ずっとこういう調子だ。

「ですが、あなたの相手をしながら、神子姫様に熱ねつ烈れつ凝視されるわたくしの身にもなって下さい」

　ちらりと視線を流されたブランシェは、堅かたパンにヒルデン産の山や羊ぎのチーズを載のせたものをもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら熱弁を振るった。

「私のことなら気にしないで、サーナキア。もっとあなたの力を分かりやすく全開にして戦って！　まだあと二回ぐらいなら、『天眼』を使えるから!!」

「天眼」。それは、「魔族」を検知する神子姫特有の能力だ。アルシェイラ以来の素養の持ち主と謳うたわれたブランシェもまた、レイヴンと一緒にその力をさらに伸ばすための特訓を行っているのである。

　目指すはひとつ。「神魔」の検知。

　アルシェイラについて、明らかに何かを知りながら情報を秘ひ匿とくしているサーナキア。彼の口を割るためには、ブランシェが彼の望むような……それこそアルシェイラのごとき、立派な神子姫になるしかないだろう。

　そのためにはまず、「魔族」だけでなく「神魔」の検知を可能にすることだとブランシェは考えている。サーナキアが持てる能力をある程度解放してくれているほうが、最初は検知がしやすいだろう。

「……いや、わたくしの力を全開にすると、さすがの英雄殿もただでは済まないと思いますが」

　控ひかえめなサーナキアに対し、レイヴンは積極的だ。

「俺のことなら気にするな。前に死にかけた時だって、なんとか生き返っただろ」

「それはあなたよりも、わたくしががんばった結果でしてね……」

「そうよ、サーナキア。以前よりもっともっとすばらしい騎士になられたグレイドル様なら、大丈夫よ!!」

　曇くもりなき信しん頼らいの眼まな差ざしで、ブランシェもレイヴンを援えん護ごする。その間にも堅パンを一いつ生しよう懸けん命めい嚙んでいる彼女に、サーナキアはなんとも言えない顔で指し摘てきした。

「大体神子姫様だって、足元がふらついていますよ。『天眼』の使いすぎです」

「天眼」は大幅に体力を消しよう耗もうする。サーナキアは眼の前にいるのだから検知範はん囲いこそさほど広げる必要がないとはいえ、今まで想像の範はん疇ちゆう外がいにいた相手を検知しようというのだ。体力も精神力も、より多く使うのは事実。

「いくらアルシェイラの好物を食べたところで、英雄殿のように急速回復はできないんですから、ねえ？」

　口ではどう言ったところで、面倒見のいいレイヴンである。ブランシェを持ち出してこちらから説得しようとするサーナキアであるが、反応は期待外れだった。

「……そうだな。だが、多少の無理も必要だ。そうだろう、姫さん」

　ブランシェと比べれば幾いく分ぶんためらいが見えるとはいえ、レイヴンのほうも彼の神子姫に努力を強しいる。

「ええ、もちろんです。グレイドル様だけに無理をさせる訳にはまいりません!!」

　嬉しそうでさえあるブランシェを見やり、サーナキアは肩を竦すくめた。

「そうですか。ですがわたくしは、無理が嫌いですので。今夜はここまでです」

「ああ!?」

　拍ひよう子し抜ぬけしたレイヴンが、サーナキアに食ってかかる。

「ふざけるな、お前はまだ全然本気じゃねえだろ!?」

「今の自分が、わたくしの本気に釣つり合うと？　自うぬ惚ぼれないでいただきたいですね」

　冷たくいなした後で、小さく付け加えた。

「わたくしが音ねを上げてあげないと、あなた方が休めないでしょうに」

「え？」

　ブランシェが不思議そうに聞き返すと、サーナキアは素っ気なく「なんでもありませんよ」と言った。

「ただ、起き上がりこぼしのように復活できる英雄殿と違ちがって、あなたはきちんと寝て体力を回復させたほうがいいという話です。それに明日は、定例の検知を行う日でしょう？　神子姫としての仕事を忘れては、本末転倒ですからね」

　王家が「魔族」作成を中止したため、以前のように大規模な「魔族」の攻勢は減った。騎士団の要よう請せいに応じて行う検知も減った。

　だが討とう伐ばつを逃のがれて野生化した「魔族」はオリオロンの制せい御ぎよを離れて野生化し、勝手に数を増やしている。野生化した「魔族」の中からは、かつての「神魔」に匹敵するような者も出現しつつあるとか。

　ならばたとえ表面上の問題がなくても、定期的に「天眼」を開くことは必要である。サーナキアの言うとおり、まずブランシェは帝国の神子姫なのだ。

「ええ、もちろん。明日の分の体力ぐらいは残してあるわ」

　最大級に「天眼」を開けば、ブランシェはラーラベル全土の約半分を検知できる。直後はまともに立てなくなるぐらいに消耗するが、こう見えて体力はあるほうだ。

「……さすが、わたくしがお育てした神子姫です。ですが、お肌はだのためにもちゃんと寝なさい。それに食べ物が偏かたよると栄養も偏りますから、いいかげんパンとチーズ以外のものを食べなさい。吹ふき出で物ものだらけの神子姫など、わたくしは絶対に認みとめませんからね？」

「あ、そうよね、肌だけでもきれいにしておかないと……!!」

　頰ほおに手を当て、ブランシェは考えが及およばなかったと反省した。

「……姫さんはむしろ、もうちょい不ぶ細さい工くぐらいのほうが、俺としてはありがたいけどな」

　レイヴンの小声はブランシェの耳には入らず、サーナキアは無視して非情な命令を下す。

「さあ、神子姫様、部屋まで送りますから……いや、英雄殿。あなたがこの方を部屋までお送りしなさい。わたくしは少し、風を浴あびてから戻りますので」

「俺が!?」

　ひとりで自主特訓でもしようと思っていたらしい。レイヴンが驚おどろき、ブランシェもためらった。

「あら、なら私ももう少し、ここに残るわ。今は少しでも、サーナキアと一緒にいたいの」

　長年共に在あったサーナキアは、確かに美しすぎるとは思っていたものの、人外の存在だなどと思って接したことはなかった。慣れきった存在を改めて検知するためには、少しでも彼の身近でその気配を感じていたい。

「……わたくしもね、あなたとできるだけ一緒にいたいとは思っていますよ」

　少しだけ困ったように、サーナキアが笑う。だが彼はすぐにいつもの何食わぬ調子に戻ると、レイヴンに再度命じた。

「ですが、これも未熟な英雄殿の修行のためです。『魔族』として退治されるのが嫌なら、程々になさい」

「……ちっ、分かったよ」

　いかにも渋しぶ々しぶと、レイヴンが引き受ける。先日までならブランシェも申し訳なさで一杯になっただろうが、今の彼女は自分が取るべき態度を心得ていた。

「申し訳ありません。お願いします、グレイドル様」

「……ああ」

　お互いに少々の緊きん張ちよう感かんを漂わせ、肩を並べて歩き出す。そんな二人を見送ってから、サーナキアはふと夜空の向こうに眼を向ける。

「神子姫様が検知検知とうるさいので、わたくしも影えい響きようされてしまったのですかね……気のせいならいいのですが」

　余人には認識されない瞳の紅あかが強くなる。星々を睨にらみながら、サーナキアはしばらくその場を動かなかった。







　表向きは「病気療りよう養よう中ちゆう」であるレイヴンが、ブランシェの騎士を務つとめていること自体は公おおやけにされている。神殿を警備する騎士たちに労ねぎらいの言葉をかけながら、ブランシェとレイヴンは連れだって彼女の部屋へと向かった。

　広場に面した神殿の表側の作りは豪ごう華かだが、清せい貧ひんを旨むねとする神子姫と召めし使つかいたちが暮らす居住区はそれほど広くない。薄うす闇やみに包まれた通路を黙もく々もくと歩けば、すぐにブランシェの部屋が見えてきた。

「ここまでで結構です。ありがとうございました」

　道中ひと言も口をきかずにいたブランシェが、礼を述べて頭を下げる。銀髪がさらりと首筋を滑すべり、つやつやとしたうなじを露あらわにした。

　瞬しゆん間かん、レイヴンが小さく身じろいだ。それ以上大きな反応はしなかったが、内心緊張していたブランシェには彼の衝動が伝わってきた。

「やはり……まだ、私の血を、吸いたいですか……？」

「……誘ゆう惑わくは感じる」

　正直に、レイヴンは告白した。

　大地の精気を吸収している状態なので、活動に問題はないはずである。しかしレイヴンを含ふくめ、現在世にあふれている「魔族」は、彼らを退治する大たい義ぎ名めい分ぶんを失いたくなかった王家や騎士団が生み出したものだ。

　野放しにできない化け物でいてもらうために、あらかじめ植えつけられた攻こう撃げき衝動。第二の本能ともいうべきものを制御できなければ、レイヴンも神子姫に退治される存在に成り下がるだろう。

「つらいでしょうが、耐たえて下さいね。私もがんばりますから。早くあなたを、人間に戻せるように……」

　現在のところ、「神魔」の検知がブランシェの目標である。だがそれは、最終目標に進むための最初の一段階目に過ぎない。

「神魔」の検知どころか、「神魔」を倒す力を有していたアルシェイラ。サーナキアが秘匿していた古こ文もん書じよからレイヴンが見つけた挿さし絵えのように、怪物を人間に戻す能力を会え得とくできれば、レイヴンを元に戻せるかもしれない。

「そうだな。お互い、がんばりたいところだが……」

　励はげまされても、レイヴンは曖あい昧まいな表情をしている。恐きよう縮しゆくして、ブランシェは身を縮こめた。

「……が、がんばれしか言えなくて、ごめんなさい」

「それこそ、お互い様だろ」

　ブランシェを責めたい訳ではないのだろう。苦笑したレイヴンはそのまま立ち去ろうとしたが、ふと足を止めて振り返った。

「グレイドル様……？　あっ」

　暗くら闇やみに輝かがやく赤。濃こい「魔族」の気配を漂わせたレイヴンの瞳が、ブランシェを物言いたげに見つめている。

「ブランシェ」

　吸血鬼特有の「染せん心しん」能力を、レイヴンは瞳ではなく声に持つ。指先から力が抜けかけたのを感じるが、意識して拳こぶしを作った。

　指を握にぎれば、その分圧がかかる。指の中、肌の下を巡めぐる血を意識する。彼が求める、神子姫の血。

　やけに巡りが速い気がするのは、恐きよう怖ふのせいなのか、他の感情のせいなのか。答えを出せないまま、息を殺しているので精せい一いつ杯ぱいだった。

「俺が、どうしてもあんたの血がほしい、吸わないと耐えられないと言ったら……どうする？」

　問いかけの形を取っていても、そこにはわずかな「染心」が含まれている。たまらない誘惑に逆らうために、あごを引いて首を振った。

「お断りします」

「無理に吸うと言っても？」

　一応貴族だったクリスティアンと違ってただの田舎いなかの若者でありながら、「魔族」退治の能力だけで司令官まで叩き上げたレイヴンだ。身長も体格も平均以上の彼に詰つめ寄られ、ブランシェは呆あつ気けなく近くの壁かべに背が触ふれるのを感じた。

　次の瞬間、ひゅっと風切り音が響ひびく。白い長ちよう衣いの裾すそを翻ひるがえし、ブランシェが蹴りを放ったのだ。

　あっさり避けて後こう退たいしたレイヴンを、震ふるえを隠して見つめる。

「物理的に、お断りします」

「なるほどね。だが……」

　薄く笑ったレイヴンの姿がぶれた。息を吞のんだ時にはもう、ブランシェは壁とレイヴンの間にぴったりと挟み込まれた格好になっていた。

「……無理やりにでも、吸うことは可能だぜ。今のあんたじゃ、俺にはかなわない」

　自じ重ちようすらない淡たん々たんとした声が耳じ朶だをくすぐる。ブランシェの首筋に唇を寄せたレイヴンがその気になれば、柔やわ肌はだは鋭するどい牙きばにたやすく破られるだろう。

　体全体でがっちり押さえつけられているため、振りほどくどころか身動きさえできない。それでもブランシェが取るべき態度は、決まっていた。

「最後の最後まで、お断りします。こんなことは、してはいけないと、言い続け……ます」

「──そう。あんたは、それでいい」

　圧あつ迫ぱくが消える。するりと身を離したレイヴンの眼は、いつもの緑に戻っていた。

「試すようなことをして悪かったな」

「いえ、私こそ、以前はお膝に乗って訓練しようとしましたし……」

　妙みように手持ちぶさたで、ブランシェは答えながら何度も髪をかき上げた。レイヴンも意味なく前髪を払いながら、

「それじゃ、今度こそおやすみ。あんたは明日も仕事があるだろう？　美容のためにも、早く寝ろよ」

「は、はい、おやすみなさいませ」

　ぺこりと一礼したブランシェは妙な離れがたさを振り切るために、そそさくと自室に引っ込んだ。レイヴンの靴くつ音おとが遠ざかっていくのを扉とびら越ごしに聞き、手早く着替えて寝しん台だいに潜もぐり込む。

　体を横たえると、急速に眠気を感じた。しかし「天眼」を使いすぎたせいか、どうも神経が高ぶっていて、いざ寝入ろうとするとなかなかうまくいかない。

　体全体で感じたレイヴンの存在が、消えない。

「がんばらなければ、いけないわ」

　あれは、「神子姫」と「騎士」の正しい距きよ離り感かんではなかった。忘れなければ。

「がんばって、立派な神子姫にならなければ。がんばって眠って、肌ぐらいはきれいにしなければ……」

　やりたいことは山ほどある。時間はいくらあっても足りないほどだが、レイヴンと違って神子姫はしょせん人間の範疇を出ない。生身の少女としての振る舞いは許されない身であるが、睡すい眠みんが足りなければいろいろなところに弊へい害がいが出る。

「……人間って、本当に無力」

　いっそレイヴンと代わってあげたいぐらいだ。吸血神子姫ならば、もっと人々の役に立てるのではないだろうか？

「でも、私にはきっと、『普通の女の子』の強さも身につけられない……」

　せめて、人間の神子姫として修練を積むしかない。自分に選べる強さは、それしかないのだ。

　余計なことを考えれば考えるほど、睡すい魔まが遠ざかっていく。結局明け方近くまで、ブランシェは上うわ掛がけの下で悶もん々もんとし続けていた。







　修しゆ行ぎよう漬づけの単調な日々が、淡々と積み重なっていく。

　レイヴンはサーナキアが言うところの起き上がりこぼしのように、毎日彼に挑いどんでは倒れ、挑んでは倒れ。ブランシェはそんな彼らの横で、一心不乱に「天眼」を使い続ける。

　連日ぎりぎりまで体力を絞しぼり尽つくしているので、いつしか部屋に戻ると同時に眠れるようになった。考え事に押しつぶされそうになりながら夜明かしするよりは、はるかにましではあるが。

　いつまでも続くかのような日々に変化が訪れたのは、ある日の夕暮れ、レイヴンが発したひと言からだった。

「しばらく神子姫神殿を出たいと思うんだ、姫さん」

「……え？」

　久しぶりに騎士団からの要請に応こたえ、神殿を離れていた二人はつい先ほど戻ってきたところだった。以前出向いたこともあるセルファデス方面から、「魔族」が流れてきたのだ。

　サーナキアも同行していたが、騎士団に提出する報告書作りのためにいったん席を外している。とりあえず二人で談話室に入ったら、いきなりレイヴンが切り出してきた。

「どうしてですか？」

「大先生が一向に本気を出してくれねえからな。今のままじゃ、俺の能力はこれ以上上がらない」

　連日の特訓は続いているが、レイヴンの言うとおりサーナキアの態度は熱心とは言いがたい。本日だって出向くのはブランシェと教育係だけでよかったのに、「たまには騎士団の面々と触れ合うことも大事ですから」と言い張ってレイヴンまで連れ出した。

　自主特訓をする気だったレイヴンが文もん句くを言えば、ここぞとばかりに力の差を見せつけ強制連行したのである。俺との訓練の時にこの力を出せ、と抗こう議ぎされても馬ば耳じ東とう風ふうだった。

「……まあ、分かってるんだけどな、大先生の言いたいことも。急ぎすぎている自覚はある。完全に人間辞めてる俺はまだしも、姫さんは……」

「いえ、私は全く問題ありません！　ほら、肌だってちゃんとお手入れしてますし!!」

　力説するブランシェに苦笑いしてから、レイヴンは話題を戻した。

「とにかくだ。このままじゃ埒らちが明かねえ。──以前クリスが言っていた『神魔』とやらを、捜さがしに行きたい」

『俺に眷けん属ぞくを作る能力を与え、レイ、お前を改造したのは、サーナキア様とは別の「神魔」だ』

　クリスティアンが今いま際わの際きわに遺のこした重要情報は、ブランシェだってもちろん覚えている。親友同士を改造し、人外の存在に作り替えた「神魔」。

「そいつが一連の事件の裏にいるなら、野放しにしておけば、また同じことの繰くり返しになる。今も人にん間げん面づらして、オリオロンのどこかに潜せん伏ぷくしている可能性が高いんだ」

　人間型の「魔族」は見た目でそれと知れる特とく徴ちようが少なく、神子姫の「天眼」を用いなければ正体が分かりにくい。「神魔」ともなればなおさらだ。

　だが、クリスティアンの言うことが本当だとすればだ。レイヴンを改造できる立場にあったということは、「魔族」化に失敗して肉にく塊かいになった父王に代わり、「魔族」作成を行っていたギルディアス王子とも近しい存在。つまりは帝国の中枢部に、件くだんの「神魔」が平然と根を張っている可能性がある。

「ですが……その可能性がある者は、すでにトーマ殿でん下かが調査したのでしょう？」

「調査したが、元々帝国の一番でかい秘密だ。まともな資料はほとんどなかったし、口くち封ふうじのために殺されたりした奴も大勢いたらしい。それを恐おそれて、逃にげ出した奴もな」

　他の学者たちに紛まぎれて消息を絶ったとなると、捜すのは非常に難しい。うっかり殺されてしまうほど、やわでも間抜けでもないだろう。

「あんたも聞いただろう、この話？　覚えてねえとは言わさねえぜ。俺と違って読み書きは得意だし、記き憶おく力りよくもいいのは知ってるんだからな」

　そう言って笑うレイヴンに、なぜか胸が騒さわいだ。

　嫌な予感がする。

「も、もう少し待ってもらえませんか」

　衝動に任まかせて、ブランシェは彼を引き留めようとした。

「あと少し、あと少しで何か摑つかめそうなんです。サーナキアの気配は、なんとなく摑めるようになってきましたし……」

「じゃあ今、あいつがどこにいるか分かるか？」

　直ちよく截さいに聞かれて、ブランシェは口ごもった。レイヴンの居場所なら「天眼」を開かなくても大体分かるが、サーナキアについては正直当てずっぽうの域を出ない。

「へ、部屋で……資料の整理をしていると思います！」

「そりゃそうだろ、あいつがさっきそう言ったからな。だが残念ながら、違う」

　やけにきっぱりと断言したレイヴンが、ブランシェの後ろを見やる。

「ま、そういうことですね、神子姫様」

　いつの間に戻ってきたのか、すぐ後ろにサーナキアが立っていた。絶句するブランシェに、レイヴンが優しい声を出す。

「闇やみ雲くもに俺が出歩いたところで、そいつに出で会くわす可能性は低いだろうさ。だが、何もせずにはいられない」

　言い聞かせるような口く調ちようで、ブランシェにも分かってしまう。彼はもう、決定事項としてこの話をしているのだと。

「何よりクリスは、そいつが俺を迎えに来るようなことを言い残した。おとなしくお迎えを待つなんざ、性しように合わねえよ」

「でしたら、私も」

　ブランシェがそう言い出すことも予測のうちだったのだろう。レイヴンはすばやく彼女の言葉に割って入った。

「あんたを連れて行く訳にはいかねえよ。神子姫にとっては、ラーラベルの守護が一番大事な役目だろう？」

　基本的にこの神殿を出ず、オリオロンの中枢を守り続ける。神子姫としての職責を突きつけられれば、ブランシェに逆らう術すべはなかった。

「分かりました。お、お元気、で……お体に気をつけて、風邪などひかれませんように……」

　できるだけ自然に送り出そうと思うけれど、どうしても顔が引きつってしまう。どんな時でも当たり障さわりなく、穏おだやかな笑えみの仮面を被かぶれるようになっていたはずなのに。

「……おいおい、大おお袈げ裟さだな。別に今こん生じようの別れって訳じゃねえのに」

　ブランシェの態度があまりにも重いためか、レイヴンの口調に慰なぐさめが交まじり始めた。

「しばらくったって、一年も二年も離れる訳じゃねえよ。今晩中には発たつつもりだが、ひと月も経たてば戻ってくるさ。もちろん奴を見つければ、すぐに連絡する」

「今晩!?　そして、ひと月……」

　二重の意味で、ブランシェは衝撃を受けていた。まだ、レイヴンと出会ってから一年も経っていないのに、それだけの間離れることに。

　そして、まだ出会ってから一年も経っていない相手に、それだけ思い入れてしまっていることに。

「……そんな顔するなよ、姫さん。行きづらくなるだろうが」

　だから直前まで黙ってたっていうのに、とぶつぶつぼやいたのも束つかの間ま、レイヴンは表情を引き締しめた。伸びてきた手が、ブランシェの右手を取る。

「グレイドル様……？」

　思わず手を引っ込めようとしたが、それより先にレイヴンが身を屈めた。敬愛の範囲内に行ぎよう儀ぎ良く収まった、儀ぎ礼れい的てきな口づけが手の甲に触れる。サーナキアは混ぜっ返すこともなく、清らかな光景を無言で見守っていた。

「そこの大先生がいるから大丈夫だろうとは思うが、俺だってあんたの騎士だ。何かあれば、必ず駆かけつける」

　唇越しに、彼の誠意が伝わってきた。誠意には誠意で、応えなければならない。

「私っ」

　応じようという気持ちが強すぎて、舌を嚙みそうになった。仕切り直そうと、息を吸った瞬間だった。

「天眼」など開いていなかった。普段から微び弱じやくな検けん知ち網もうを張り巡らせてはいるが、現在意識はレイヴンに集中している。近くに「魔族」がいたとしても、すぐには気付けなかったかもしれない。

　それなのに分かった。

「魔族」ではない。なんとなく摑んだ気がした、サーナキアとも似ているが違う。「天眼」はしばしば五感の次、六感などと例えられるが、ならば今感じているこれは七感とでも言うべきだろう。

「天眼」を開くと五感が消え失うせ、どこまでも広がる白い紙と化した世界のあちこちに、黒い点のように「魔族」の気配が散らばっていることだけが分かる。

　だが、現在は通常の世界の中にただひとつ、宝石のように輝かしい異い彩さいを放つ存在が在る。あまりにも鮮あざやかな存在感に、ブランシェ自身が飲み込まれてしまいそうだ。

「私……とうとう、『神魔』を検知できたのね……!!」

　努力が実った。感かん極きわまって涙ぐむブランシェに、レイヴンが大変申し訳なさそうに言う。

「……いや、すまねえ姫さん、俺にも分かる」

　その眼は明らかに、ブランシェと同じ方向……すなわち神子姫神殿の表側、圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ「神魔」が向かってきている方向に向けられている。

「まさか……」

　こくりと、ブランシェは喉のどを鳴らす。

「グレイドル様、ついに吸血神子姫として覚かく醒せいを……!?」

「違う!!」

「わざとですよ」

　誤解を解こうとするレイヴンに被せ、サーナキアが苦く吐き捨てる。優美さを旨とする彼にしては、やけに荒あらい態度だ。

「薄々、そうではないかと思っておりましたが……神子姫様、こちらへ。英雄殿、自分の身は自分で守って下さいね」

　さり気なくレイヴンを適当に扱あつかうのは毎度のことだが、声に切せつ迫ぱくしたものが混じっている。そのためレイヴンも文句を言わず、サーナキアと二人してブランシェを挟むような位置に立った。

「おい、どうしたサーナキア。知り合いか？」

「顔と名前は知っていますね、一応。とはいえ、ここ百年ほどは姿を見なかったので、てっきりくたばってくれたのだと思っていましたが」

　笑顔で毒を吐くのが常のサーナキアが、ここまで露ろ骨こつな悪態をつくのも珍めずらしい。ある予感がして、ブランシェは紅の瞳を見上げた。

「サーナキア、もしかして」

「……そうですね。わざわざ捜しに行く必要はなさそうですよ、英雄殿」

　二人のやり取りを聞いて、レイヴンの眼が赤く光り始めた。無言のままわずかに腰こしを落とし、迎げい撃げき態勢に入る。

　彼が神殿を離れ、捜しに行こうとしていた目標が自ら近づいてきているのだ。ブランシェも逸はやる胸を押さえ、いつでも回し蹴りを放てるよう構えを取った。







　きらびやかな気配が近づいてくる。

　ゆっくりと、あまりにもゆっくりと、緊張を保つのが難しいほどの速さで近づいてくる。

「おい、遅おせぇぞてめえ、いいかげんにしやがれ!!」

　ついに痺しびれを切らしたレイヴンが、談話室から顔を出して怒ど鳴なりつけた。何もしていないブランシェが飛び上がってしまいそうな罵ば声せいを浴びても、すぐそこまで来ている存在は特に移動速度を変えなかった。

「ったく、大先生のお仲間だけあるな……」

　相手が相手なので、首根っこを摑んで引きずってくることもできない。かっかしながらレイヴンがブランシェの側まで戻り、サーナキアが「一緒にしないで下さい」と渋しぶい顔をした時、やっと戸口に人影が立った。

「初めましてなのですね」

　年ねん齢れいや身長はレイヴンやサーナキアと同じぐらいか。長ちよう身しん瘦そう軀くの青年が、長い深しん紅くの髪をなびかせてそこにいた。

　彼が姿を見せると同時に、鮮やかな気配が消しよう滅めつする。残念ながら、やはりブランシェが成長した訳ではなかったらしい。

「もうご存じのようですが、初対面なのでちゃんと名乗るのですね。私はイグナシアスと申しますのですね。サーナキア様と同じ、『神魔』なのですね」

　春が近いとはいえ、夜はまだ冷え込むこの時期に見ているだけで寒くなってくるほど露ろ出しゆつ度どが高い格好だ。胸むな元もとも腕うでも足も大だい胆たんに覗のぞかせているくせに、なぜか上から長衣を羽は織おっており、寒いならちゃんと着ろ、と言いたくなる。そして露出された肌は顔といわず体といわず、全身幾き何か学がく的てきな入いれ墨ずみだらけだった。

「ぜ、前ぜん衛えい的てきな、吟ぎん遊ゆう詩し人じん……？」

　神殿外の知識が心こころ許もとないブランシェには、そうとしか表現できない。見る者に強く訴うつたえる容姿は、確かに芸術家めいてはいたが。

「前衛的な吟遊詩人ではないのですね。『神魔』なのですね」

　派手な容姿によらず、口調は丁てい寧ねいである。ただし琥こ珀はくの瞳は、ブランシェたちの誰とも微び妙みように合っていない。見えない指先で口角を強制的に引っ張り上げたような、虚むなしい笑みは友好を示すつもりなのだろうが、単に不気味だった。

「ええと……その……イグナシアス、さ、さん……？」

　敬称をどうしようか迷いながら、ブランシェはおずおずと彼に話しかけてみる。

「姫さん、よせ。まずはサーナキアに話させろ」

　レイヴンが一歩前に出て彼女を制すと、サーナキアはさらにその前に足を踏ふみ出した。

「それがいいと思いますよ、神子姫様。わたくしの予想では、たぶんこいつとあなたでは話が前を向いて進みませんから。ついでに英雄殿も、いろいろ言いたいことはあるでしょうが発言は控えて下さい」

　少々むっとした顔をしたものの、レイヴンはおとなしく口を閉ざす。単独で交こう渉しようを引き受ける積極性を示したサーナキアであるが、続く言葉は後ろ向きだった。

「もっとも、わたくしが相手をしたところで、会話が成立するかどうかは不明ですが。やっぱりあの時、完全に消滅させておくべきでしたか……」

　今さらの後こう悔かいに、愚ぐ痴ち以上の意味はないと本人も分かっているのだろう。やけになったように、サーナキアはまっすぐイグナシアスを見み据すえた。

「一応伺うかがいましょう。今のところ攻撃の意い図とはなさそうですが、何をしに来たのですか？　イグナシアス」
















　神殿内には女によ官かんや警護の騎士たちもいる。彼らを逃がすべきではないか、とのブランシェとレイヴンの意見に対し、サーナキアは「下へ手たに刺し激げきしないほうがいいでしょう」と言った。

　確かにイグナシアスはサーナキア同様、「神魔」の力を用いて男子禁制の神子姫神殿に堂々と入ってきはしたが、誰かを傷つけるような真ま似ねはしていない。だがそれは、あくまで今のところの話だ。

「百年ほど前と同じなのですね。サーナキア様を誘さそいに来たのですね。かつてのように、『神魔』が支配する世界を共に作ってほしいのですね」

　笑みを消し、完全な無表情になったイグナシアスの淀よどみない回答に、ブランシェもレイヴンも揃そろって息を吞む。

「そうですか。では、わたくしもかつてのように、お断りしましょう」

　背後の二人とは別の意味で、後ろ姿のサーナキアも緊張を帯おびて見えた。

「そうおっしゃると思ったのですね。ですから私は、まず『神魔』を作ることにしたのですね」

　ふわふわと、どこかここではないところを向いているようだった琥珀の眼が動く。

「いい出来なのですね。いい触しよく媒ばいを使った甲か斐いがあったのですね。あともうちょっとで、殻からが破れそうなのですね」

「──な……何を言ってやがる」

　奇き妙みように澄すんだ瞳に指名され、レイヴンは気け圧おされたように軽くあごを上げた。

「俺は……俺はてめえに改造された、『魔族』吸血鬼、だ。『神魔』なんかじゃねえぞ!!」

　とっさの発言はある意味滑こつ稽けいであり、それゆえに哀あわれだった。「人間」の「騎士」であることにレイヴンがどれだけこだわっているかと思うと、いくら気の利きかないブランシェだって安あん易いに同意できない。

　しかし、イグナシアスはあっさり同意した。

「そうなのですね」

「……あぁ!?」

　からかわれたと思ってか、レイヴンが牙を剝むき凶きよう悪あくな面相になる。それでもイグナシアスの表情は変わらない。

「確かに、今はまだ『魔族』なのですね。ですが、元々『魔族』は『神魔』の劣れつ化か版ばんですから、明確な区切りはないのですね」

　以前サーナキアも同じようなことを言っていたと、ブランシェは思い出した。レイヴンは今にも嚙みつきそうな顔で怒鳴る。

「ふざけるな。俺はてめえらのお仲間になんか、絶対ならねえぞ!!」

　興こう奮ふんしているせいか、声が「染心」を帯びている。もっとも「神魔」であるイグナシアスには特に効果もなく、無神経な言葉に歯止めをかけることはできなかった。

「でも、なるのですね。だって人間には、戻れないのですね」

　愛あい想そうも抑よく揚ようもない返答に頰を張られた気がして、ブランシェは思わず息を止めた。レイヴンを改造した張本人の言葉だと思うと、重みが違う。

「でも、戻れなくていいのですね。君は君の友達と違って、素養があるのですね。将来的には、『神魔』を名乗ってもよくなるのですね」

　次の瞬間、レイヴンの表情が凪ないだ。ただしその胸の中では、嵐が吹き荒れているのが明らかだ。

「てめえか」

　真まっ赤かに輝く瞳が、血ち塗ぬられた剣のような鋭さでイグナシアスを睨みつけた。

「てめえが、クリスをいじって、あんな風にしたのか」

「なかなかいじり甲斐があって、面おも白しろかったのですね。もう少し強ければもっとよかったのに、残念だったのですね」

　とぼけた口調を変えることなく、イグナシアスは言った。あまりの態度に言葉を失っているレイヴンに、無神経な発言は続く。

「君の友達は、人間を辞めたがっていたのですね」

「……!!」

　俺は人間を辞めて、お前と対等になれて、よかった。

　神子姫にも英雄にもなれなかったクリスティアンは、「魔族」化されたことを後悔していないと言っていた。

「それは……違う。そうじゃない！　他の手段が選べるなら、あいつも……！」

「他の手段が選べないなら、仕方がないのですね。昔の私も、そうだったのですね」

　ついでのように述べられたイグナシアスの過去に、ブランシェははっとした。

「……あなたも……？」

　口の中でつぶやいたに近い声だった。だがイグナシアスは、耳みみ聡ざとく反応した。

「そうなのですね」

　ぐり、と音がしそうな勢いで首を回したイグナシアスの眼が、ブランシェの瞳を射い貫ぬく。レイヴンがすばやく二人の間に立ちふさがったが、視線は防げても声は防げない。

「私も元は、人間だったのですね。ですが神子姫様のおかげで、人間を辞められたのですね。感謝しているのですね。素養があるなら、あなたも『神魔』にしてあげるのですね」

「……え？」

　情報量が多すぎて、心が全てを受け止められない。

「神子姫のおかげ……？　なんのこと」

　聞き返そうとした時、ぞくりと背筋に悪お寒かんが走った。

　音もなく動いたサーナキアが、イグナシアスに向かって片手を突き出している。見た目上はそれだけのことだったが、後ろ姿に張り詰めた威い厳げんが満ちていた。

　先ほどまでイグナシアスが振りまいていたのと同じ、圧倒的な存在感が肌を粟あわ立だたせている。ブランシェは思わず服の上から二の腕をさすった。

「私は『神子姫』以外には従いません。さっさと帰りなさい、イグナシアス」

　サーナキアの声に「染心」能力はないはずだが、今彼に何か言われたら従ってしまいそうだ。イグナシアスもまるで言葉を奪うばわれてしまったかのように、瞳をすがめて口を閉ざしている。

「……いや、待てよ、サーナキア」

　静まり返った部屋の中、そっと口を開いたのはレイヴンだ。

「そいつは今、おかしなことを言ったぞ。ちゃんと説明させろ」

「必要ありません。大体こいつと、まともに話が通じると思いますか？」

　冷たく突っぱねるサーナキア。いきなり押しかけてきた挙あげ句く、自分勝手なことばかり言うイグナシアスに対する態度としてはおかしくない。

　しかし、ブランシェは不吉な鼓こ動どうの速まりを感じていた。

「サーナキア」

　声が勝手にかすれる。

「だめ。……その人の話を聞いて。ちゃんと、聞いて」

「必要ありません」

　サーナキアの答えは取りつく島もないものだったが、ブランシェの態度に何かを感じたのだろうか。イグナシアスを拘こう束そくする力がわずかに緩ゆるまり、再び彼が口を開いた。

「神子姫様には感謝しているのですね。ですが、サーナキア様はまだ、あなた方に縛しばられているのですね」

「黙りなさい!!」

　サーナキアの声が飛んでも、イグナシアスは止まらない。

「どうして、私は怒られるのですね。初代神子姫様だって、同じことをしていたのですね」

「黙れと言っている!!」

　最も早はや見えない力による拘束では足りないとばかりに、サーナキアが鋭く前に踏み出した。

　その瞬間、イグナシアスの体中に彫ほられた入れ墨が淡あわい燐りん光こうを放った。粗そ悪あくな人形のようにかくんと体を倒し、サーナキアの攻撃を回かい避ひしたばかりか、逆にその手を摑んでねじり上げる。

「てめっ……、っあ!?」

　決してサーナキアと仲良くはないレイヴンだが、彼の実力は身に染しみている。顔色を変えてイグナシアスに飛びかかったが、黒い長ちよう靴かに包まれた足に呆気なく弾はじき飛ばされてしまった。

「やめてほしいのですね。今日は戦いに来た訳ではないのですね」

　ここに至っても、ブランシェは身動きひとつできない。彼ひ我がの戦力差を考え、あえて傍ぼう観かんしている訳ではない。

　イグナシアスの言葉に縛りつけられているだけだ。

「アルシェイラ様が、『魔族』を、作っていた……？」

「仕方がないのですね。『神魔』と戦うためには、ただの人間ではだめなのですね」

　駄だ目め押おしのようなイグナシアスの言葉を聞いて、その腕に拘束されたサーナキアが唇を嚙み締める。床ゆかに尻しり餅もちをついたレイヴンも、立ち上がりかけた姿勢で動けなくなってしまった。

　レイヴンが見つけてくれた挿絵。「魔族」化したクリスティアンに襲おそいかかられた時に見た、アルシェイラの幻まぼろし。両方が重なり合って、眼まな裏うらでちかちかと光っている。

　古代語で書かれた本の挿絵にあった、まばゆい銀髪の美少女。彼女が怪物に手をかざし、人間にしている様だとばかり思っていた。

　逆だったのだ。

　挿絵では冷れい酷こくなほどに気高かった彼女は、幻として脳内で焦しよう点てんを結んだ際、澄んだ瞳に涙を湛たたえていた。思い返せば手がかりはあった。決して忘れていた訳ではなかったのだが、クリスティアンが起こした騒そう動どうにかまけて後回しになっていたのだ。

　そして、今イグナシアスを止めようとしたということは、サーナキアはこのことを知っていた。それが第二の枷かせとなり、ブランシェの動きを止めている。

「『神魔』を消滅させる力は、神子姫様しか持っていなかったのですね。だから、大勢を守るために、一部の人間を『魔族』化するのはいい方法だったのですね。あいたたたですね」

　最後のひと言は、激しくもがいたサーナキアに肘鉄を決められたためだ。顔には出ていないが痛覚はあるらしく、腹を押さえながら彼を解放した。

　だが揺ゆれる琥珀の瞳は、ブランシェから外れない。

「ですが、私は少し違う考えなのですね。『神魔』ではないから、『神魔』が怖こわいのですね。ならば、『神魔』になればいいのですね」

「……ふざけるな」

　小さな声でレイヴンが反論したが、イグナシアスは聞こえなかったかのように振る舞う。

「人間は『神魔』の種なのですね。素養がある方は、皆さん『神魔』として新世界の住人にしてあげるのですね。しばらく時間を差し上げるのですね。ご機き嫌げんようなのですね」

　戦う気がないのは本心なのだろう。顔見せは終わったとばかりに、おかしな「神魔」は来た時と同じように普通に歩いて去っていった。

　印象的な深紅の髪が視界から消えた途と端たん、眼の前が闇に染まる。

「姫さん!?」

　声もなく崩くずれ落ちた時、レイヴンが支えてくれるのを感じた。それに礼を言う暇ひまもなく、ブランシェは意識を失った。
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　泥どろ沼ぬまに半なかば埋うもれてもがき続けるような、救いのない悪夢の中をさまよっていた。やっとそこから這はい出た時も、真っ先に感じたのは疲ひ労ろうだった。

「……姫さん、よかった、眼が覚めたか」

　ぼんやりと眼を開けると、ほっとしたようにこちらを覗のぞき込んでいるレイヴンが見える。

　背後に見える天てん井じようや周囲の様子からして、自室の寝しん台だいに寝かされているようだ。レイヴンがこの部屋に入るのは、以前ブランシェが彼にさらわれて以来である。

　サーナキアの教えを受けた神み子こ姫ひめなら、驚おどろきつつも回し蹴げりを繰くり出すのが当然だ。しかし、どこか夢の続きのようで、ブランシェは虚うつろに彼を見返すことしかできなかった。

「まだ寝てていいぜ、ひどい顔色だ」

　優しい指先が、子供をあやすように額ひたいに貼はりついた前まえ髪がみを払ってくれる。生まれ落ちた瞬しゆん間かん母に悲鳴を上げさせた、神子姫の証あかし。アルシェイラと同じ銀ぎん髪ぱつ。

　この髪を、「天てん眼がん」能力を、誇ほこりに思わなければならないと思っていた。

　ブランシェが帝王の養女となることで、両親には莫ばく大だいな報ほう奨しよう金きんが与えられるのだ。天から降ってきたような金は父の金銭感覚を麻ま痺ひさせ、母との離り婚こんへ導いたが、今さら言っても仕方がない。報奨金を失えば父母は暮らしていけなくなる。

　それに、オリオロンを支える存在として神子姫は絶対に必要なのだ。押し寄せる「魔ま族ぞく」たちに的確な対応をするためには、事前の検知が必ひつ須す。人々を守るための、やりがいのある仕事なのだと、自分に言い聞かせてきたのに。

「ごめんなさい」

　半ば夢うつつに、ブランシェは謝った。

「ごめんなさい、グレイドル様。私、あなたを、人間に戻もどせない……」

　アルシェイラのようになりたいと、切に願っていた。だが彼女がしていたのは、人間を「魔族」にすることだったのだ。

「……前ぜん言げん撤てつ回かい、一回起きな」

　ブランシェがいまだ悪夢の中に囚とらわれていると悟さとったレイヴンが、あまり触ふれすぎないように気をつけながら上体を起こしてくれる。慣れた手つきで背に大きめのクッションを差し込まれ、拒こばむ暇ひまもなく陶とう器きのコップを渡された。

「あの、私」

「あんたはまだ寝ぼけてるんだ、落ち着くまでしばらく黙だまってろ」

「ですが！　私ではなく、問題はあなたの」

「いいから。ほら、これでも飲め」

　中身は上質の蜂はち蜜みつ酒しゆだ。帝てい国こく全土で一般的に飲まれているものであり、ブランシェも幼おさない頃から好んできた。

　当とう惑わくしながらレイヴンを見つめるが、彼に引く気配はない。やむなく懐なつかしい香りに誘さそわれるまま、コップの縁ふちに唇くちびるを寄せようとするが、指にうまく力が入らない。

「……あ」

　危あやうくコップを取り落としかけたところで、手全体を一回り大きな手に包み込まれた。一瞬どきっとしたが、レイヴンは驚きも怒おこりもせず、優しい声で言う。

「しょうがねえ姫さんだ。支えてやるから、口開けろ。ちょっと温めてあるから、火傷やけどしないようにな」

　まるで体調を崩くずした妹を気き遣づかう兄だ。彼の職業を思えば、傷ついた兵士の看護に近い感覚だろうが。「傲ごう慢まんな野や蛮ばん人じん」などと揶や揄ゆされ、上からの評判は芳かんばしくないレイヴンだが、部下には大変慕したわれていると聞く。

　トーマがいい例だが、亡なくなったクリスティアンだって、本当は、きっと。

「ありがとうございます……」

　今も指が震ふるえていることは事実だし、心情的にもこれ以上固持する気にはなれなかった。心も体もひどく疲つかれている。甘くて優しいものがほしくてたまらない。

「……おいしい」
















「そりゃよかった、砂さ糖とうを足して正解だな。全部飲めるか？」

　注意深く傾かたむけるコップの角度を調整してくれるレイヴンに勧すすめられるまま、じんわり温かい蜂蜜酒を飲み続けた。無理やり持ち上げられていた光の高みから闇やみの底へ、真っ逆さまに突き落とされて、ぺしゃんこにつぶれた心にぬくもりが満ちていくのが分かる。

　最後の一口まで飲み干す頃には、ブランシェは空からになったコップを自分でしっかりと握にぎっていた。レイヴンが、その力をくれた。

「ありがとうございます。世界一……おいしかったです」

「大おお袈げ裟さだな。そんなに気に入ったなら、また飲ませてやるよ」

　微笑ほほえむブランシェを少しまぶしそうに見ながら、レイヴンは立ち上がった。

「それが飲めるなら、ついでに飯めしも食うか。ちょっと待ってろ、頼たのんでくる」

　身軽に歩き出した彼だが、部屋の外に出る寸前で足を止めた。

「眼が覚めたようですね、神子姫様」

　やって来たのはサーナキアである。ブランシェの状じよう況きようはすでに摑つかんでいるらしく、手には果物が盛もられた白い籠かごを持っていた。

「ちょうどよかったな。姫さん、食えよ」

　サーナキアの手から籠を取ったレイヴンが、小ぶりの葡ぶ萄どうを一ひと房ふさ渡してくれた。礼を言って受け取り、一粒口に含ふくんだところで、異変に気付く。

「サーナキア？」

　寝台の足元あたりまで来たサーナキアは、それ以上近づかずじっとブランシェを見ている。そもそも普段の彼であれば、レイヴンに籠を渡す際「過保護ですねえ」云うん々ぬんとからかうはずだ。

　静かすぎる紅あかい瞳ひとみは、ブランシェに衝しよう撃げきの事実を告げたあの「神しん魔ま」を思わせた。

「イグナシアスが来てから、丸一日経たちました」

　サーナキアの唇から件くだんの名が零こぼれ、ブランシェは大きく眼を見張る。

「ひ、被ひ害がいは」

「大丈夫です。あいつはかなり気が長いですし、口にしたことは守ります。一日ぐらいは待ってくれますよ」

　確かにイグナシアスは、噓うそをつく性格ではなさそうだった。

「ですが、気の長いあいつが直接姿を見せ、宣戦布告をしてきたのです。遅おそくともひと月以内には、言ったとおりのことを実行するでしょう」

　先日の再会のように憎にく々にくしげにではなく、ごく淡たん々たんとサーナキアは語る。特とく徴ちよう的てきな語ご尾びこそないが、抑よく揚ようのなさはイグナシアスが乗り移ったかのようだ。

「ひと月!?」

「それぐらいの覚かく悟ごはしていたほうがいいでしょう。わたくしでさえ今の今まで、あいつの暗あん躍やくに気付かなかったのですから。摑みどころのない性格ですが、決して愚おろかではありませんからね」

　レイヴンやブランシェに対してはにこやかに嫌いや味みを振りまくサーナキアであるが、イグナシアスのことは認みとめざるを得ない様子だ。それだけ、彼は強大な存在なのだろう。

　ならば荒こう唐とう無む稽けいな大たい言げん壮そう語ごも、決して口先だけのものではないのか。

「あの人は……全ての人間を……『神魔』にするつもりなの？」

『人間は「神魔」の種なのですね。素養がある方は、皆さん『神魔』として新世界の住人にしてあげるのですね』

「できる訳がねえ」

　優しい兄の顔から一転、レイヴンの瞳に怒いかりの炎ほのおが燃える。

「クリスで実証済みだ。素養がなければ、『神魔』にはなれねえ。たとえ素養があっても失敗を重ねてる以上、少なくとも、あの入いれ墨ずみ野や郎ろうには無理だろう」

「当然ですね。わたくしたちの領域に、人間ごときがたやすく足を踏み入れられるはずがない」

　サーナキアもあっさり否定したが、憂ゆう鬱うつさがしかめた眉まゆに残っている。

「……ですが、英えい雄ゆう殿どのの例もあります。『魔族』化技術が年々向上しているとは思っておりましたが、あの男が裏で糸を引いていたなら納なつ得とくです」

　サーナキアは帝国が「魔族」を作成して放ち、わざわざ神子姫に検知させて倒すという茶番を知りながら知らん顔をしていた。アルシェイラに比ひ肩けんする神子姫を育てることが彼の目的だったからだ。

　倒すべき相手が存在しなければ、神子姫の価値もなくなる。都つ合ごうのいい環かん境きようを残すための放置だった訳だが、事態を甘く見ていたために水面下でイグナシアスが暗躍していたことに気付けなかったのだ。

「じゃあ大先生も、俺が……『神魔』になるかもしれないってことには、気付いていなかったのか」

　まだ認めがたいらしく、若じやつ干かん言い淀よどむレイヴンに、サーナキアも嫌いやそうな顔で応じる。

「妙みように強いとは思っていましたがね。イグナシアスも言っていたように、『魔族』と『神魔』の間に明確な区切りはありませんから、この先そうなる可能性はあります」

　もっとも、と彼はさらに嫌そうな顔になった。

「あいつがあそこまで強くならなければ、元人間は絶対に『神魔』になどなれないと断言してやれたのですが」

　イグナシアスの立ち回りに気付けなかったことが、かなり自尊心を傷つけているようである。つぶやきに苛いら立だちがにじんでいた。

「サーナキアが、そこまで認めている相手なのね……」

　改めて事態の重さを実感し、ブランシェのつぶやきも重くなる。

「そうですね。アルシェイラが作った『魔族』の中でも、『神魔』と呼べる域に達したのはあいつだけです」

　隠かくしても無む駄だだと思ったのか、サーナキアは自然な口振りでイグナシアスが口にした神子姫の秘密を肯こう定ていした。

　指先が冷たくなったが、先ほどレイヴンが飲ませてくれた蜂蜜酒の効果はまだ残っている。身の内にある熱をかき集め、ブランシェは胸が軋きしむような質問を絞しぼり出した。

「アルシェイラ様は……ご自分が作った『魔族』を、人間に戻せた……？」

「元はといえば、わたくしには劣おとるものの、『神魔』がごろごろしていた時代を生き抜ぬくためにしたことです。元に戻す能力が必要だったと思いますか？」

　答えは簡単に得られた。一瞬レイヴンに眼をやると、ほとんど表情に変化はないが、よく見ればわずかに唇を嚙かみ締しめているのが分かる。

「……だろうと思った。さっきあいつも言ってたよな。俺もようやく、思い出した」

　言いながら、レイヴンは静かにブランシェから視線を逸そらした。奥底に赤い色が揺ゆれる緑の瞳は、自みずからの握り締めた拳こぶしを睨にらんで動かない。

「──『魔族』への改造が終わった直後、薬か何かでぼんやりしていたんで相手の顔は見えなかったが、声はかすかに聞こえたんだ。もう人間には戻れない、とな。今思えば、あれはあの入れ墨野郎だったんだ」

　あ、と小さくブランシェは声を上げてしまった。全てを分かった上で消しよう滅めつを選ぼうとした、あの日のレイヴンを思い出す。

　己おのれの未来を理解していたからこそ、帝国の要かなめ石いしである神子姫ブランシェをさらうという暴挙に出たのだ。どうせ元には戻れないのなら、これ以上自分と同じ目に遭あう者を増やさないためにと。

「いや、あいつの言い方なら、『もう人間には戻れないのですね』ってとこか？　妙なしゃべり方まで植えつけられなかったのが、不幸中の幸いだな」

　空々しい冗じよう談だんを言う声が、表情に漂ただよう諦てい念ねんが、どうしようもなく胸を締めつける。

　理想の神子姫の正しさで、人間に戻すためがんばると言い続けた。がんばれと言い続けた。望みの薄い希望を無理やり生かしてきた果てが、これだ。

　黙り込んでいるブランシェの元へ、急にサーナキアが近づいてきた。

「腹が立ちますが、もう百年ほど待ってくれるならとにかく、すでに『神魔』もどきを何体も作り上げているのなら勝ち目はないかもしれませんね。あの男だけでも、正直厳しい」

　寝台の柱に手をかけ、ブランシェに半ば覆おおい被かぶさるようにして美び貌ぼうの吸血鬼はささやく。長い金の髪がブランシェの銀髪の上に落ち、二色が交まじり合って複雑なきらめきを放った。

「サーナキア？　あ、あの、ちょっと」

　視界一杯に広がる、暴力的なまでの美貌。さっきは微妙な距離を置かれていると思ったが、今度は近すぎる。

「考えてみれば、わたくしは最初から、人間などどうでもいいのです。ただ、わたくしが求める神子姫は人間の中にしか生まれてきませんので、土ど壌じようが必要だっただけで」

　紅あかの瞳が妖あやしく輝かがやく。今、サーナキアの視線に「染心」はこもっていない。

　なのに心が引きずられる。

　父母の元から強制的に引き離されて以来、ブランシェが心を開ける相手は彼だけだった。父であり、兄であり、時には母であり姉。全ての保護者の役割を、サーナキアがこなしていたのだ。

「それに、わたくし以外の『神魔』が大勢生まれてくるのならば、わたくしもアルシェイラの影をこれ以上追い求めなくてもよくなるかもしれません」

「サーナキア……」

　一いち抹まつの寂さびしさを含んだ声が、不安を煽あおる。それが顔に出てしまったらしく、サーナキアはゆるりと微笑んだ。

「安心して下さい。あなたはアルシェイラとは大違いだと、前にも言ったでしょう？　たとえ本当に彼女と比肩する能力を得たとしても、代わりにはなれませんよ」

　余計突き落とすようなことを言う割に、どこかその声は甘い。

「ですが、ねえ、わたくしのブランシェ。たとえどんな世界が訪れたとしても、あなたはもちろん、わたくしと一緒に来ますよね……？」

　ささやく唇の中で光る濡ぬれた牙きば。そこから漏もれた吐と息いきが、首筋をくすぐる。

「サー、ナキア……？」

　神子姫神しん殿でんという箱の中に閉じ込められ、異性との接せつ触しよくをほぼ排はい除じよしてきたブランシェである。意い図と的てきに幼いままで留め置かれた心が一瞬、恐きよう怖ふと表裏一体の陶とう酔すいに震えた。

「そいつの牙を受け入れるのか」

　不意のひと声で、サーナキアと二人だけの箱庭世界が砕くだけ散る。はっと顔を上げれば、レイヴンの瞳がこちらを見ていた。

「それはつまり、俺の敵に回るってことだぜ、姫さん」

　瞳に満ちるのは人外の赤。しかしその奥には、変わらぬ人の、騎士の魂たましいがある。

「たとえ『神魔』とやらになったとしても、俺はこの国に生きる連中を守る。散々胸むなくそ悪い思いもさせられたが、仮にも俺は聖せい界かい騎き士し団だんの司令官サマだからな」

「大きな口を叩たたきますが、確かあなたには、オリオロン王家に逆らえないような術が施ほどこされていたはずです。イグナシアスはあれで抜け目がありませんよ？」

　ブランシェから離れたサーナキアは、イグナシアスがレイヴンに何か制限をかけているのではと暗にほのめかした。

　かつてトーマの兄、オリオロン第一王子ギルディアスと戦った際には、その術により形勢逆転されたのだ。

「そうかもしれねえな。だが、それでも易やす々やすと『神魔』たちに下るつもりはねえよ」

「ずいぶん格かつ好こうをつけますねえ。後で泣きべそをかく羽は目めにならなければよろしいが」

　サーナキアの揶揄は続くが、レイヴンの受け答えに変化はない。

「当たり前だ。格好をつけたくて、俺は騎士になったんだ」

　じゃらじゃらと勲くん章しようこそぶら下げていないが、レイヴンは今日も聖界騎士団の制服を着ている。制服の胸を、彼は誇らしげに軽く叩いた。

「俺はただの、田舎いなかのガキ大将だった。それが都会で『魔族』退治をする騎士団にあこがれて、ラーラベルまで来たんだぜ。きれいな神子姫様と手を取り合って、力なき人々を守るためにな」

　決然とした表情でレイヴンがしゃべるたび、ブランシェの胸にも何か熱いものが込み上げてくる。

　半強制的に神子姫にされたブランシェには、レイヴンが抱いだいたあこがれは分からない。だが、少年のように輝く瞳にまぶしく見つめられる、その喜びは分かる。

「さて、どうする姫さん」

「どうしますか、神子姫様？」

　測ったような間合いで、ブランシェは二人の青年に見つめられた。

「……私？」

　当惑して、ブランシェは聞き返した。

「ど、どうするかなんて……私は、要よう請せいがあれば」

「要請がきてからじゃ遅おせぇだろ」

　他人任まかせな言葉は、にべもなくレイヴンに撥はねつけられた。

「わたくしは先ほど、一緒に来て下さいと要請しましたよ」

　にっこりと、サーナキアが笑顔で重圧をかけてくる。

　戸と惑まどいに、ブランシェは水色の瞳を伏ふせた。閉ざされた世界の中、神子姫としての生き方を強しいられていた心は、自分で何かを決めることに慣れていない。

「私……私は……結局、神子姫としての正しさしか知らないのです」

「普通の女の子」なら、こんな時、どう答えるのだろう。

「分からないから……その範はん囲いで、答えます。私……ごめんなさい、サーナキア。あなたとは、行けない」

　迷いながら、それでも案外するりと口から出てきた言葉に、ブランシェ自身が驚いた。

　サーナキアも軽く眼を見張っている。正直彼の顔を見るのがつらいが、今うつむくのも卑ひ怯きような気がして、必死に前を向いていた。

「『普通』ではなくても、私は人間の女の子で、神子姫です。帝国を守るために生まれてきました。他の生き方はできません。だから……」

　このままアルシェイラを目指しても、レイヴンは救えない。レイヴンを魔族にしたイグナシアス本人が「元に戻れない」と言っているのだから、彼を倒すことができても恐おそらく無理なのだろう。

　それでも、最初から人間を辞やめる選せん択たく肢しは取れない。

「分かっておりますよ」

　不意にサーナキアが、大輪の花のように微笑んだ。

「それでこそ、わたくしがお育てした神子姫様」

「ああ、立派な態度だ、俺の神子姫様」

　レイヴンも、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように満足そうに笑う。「俺の」発言にどきっとしたブランシェだが、同時にようやく、二人の真意に気付いた。

「……申し訳ありません。つらいのはグレイドル様ですのに、私がめそめそ落ち込んでいるから、活を入れて下さったのですね」

「言っちゃなんだが、元々戻れるとは思ってねえんだから安心してくれよ」

　肩かたを竦すくめて茶化すレイヴンだが、ブランシェは熱心に続けた。

「いいえ、だって私はあなたの神子姫ですもの！　『きれい』は難しいかもしれませんが、必ずやご期待に添そえるよう、がんばります!!」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、レイヴンがかーっと頰ほおを赤らめた。

「ちが、馬ば鹿か、さっきはちょっと言い間ま違ちがえた!!　『俺が仕つかえる神子姫様』と言いたくて、ぐあっ!?」

　むきになって訂てい正せいしたレイヴンは、唐とう突とつにサーナキアから肘ひじ鉄てつを決められ悲鳴を上げた。

「ああ、すいません、ついうっかり」

「力ちから一いつ杯ぱい振りかぶっておいて何言ってやがる、この顔だけ吸きゆう血けつ鬼き!!」

　唾つばを飛ばして怒るレイヴンに対し、サーナキアは悪びれもせず言い返す。

「うるさいんですよ、脳のう筋きん吸血鬼が。気の毒に思ってあれこれ背中を押してあげていたわたくしが、馬鹿みたいじゃないですか」

　ぶつぶつつぶやく彼に何かを感じ取ったらしく、レイヴンは申し訳なさそうな顔をする。

「そうか、さっき姫さんが結構あっさり、あんたと行かないと言ったことを、いででッ!!」

「神子姫様、関節は非常に有効な武器ですからね。参考にして下さい」

　同じところにきっちり二発目の肘鉄を決めたサーナキアが、悶もん絶ぜつするレイヴンを捨て置き話しかけてきた。

「要するに、英雄殿がおっしゃるとおり、気にする必要はないということです」

　レイヴンを助け起こそうとしていたブランシェだが、その言葉に身を硬かたくする。

「──でも、気にすると思っていたから、黙っていたのでしょう？」

　アルシェイラの能力が、ブランシェが思っているのとは正反対のものだったことを。

「実際ひっくり返ったことを考えると、黙っていて正解だったと思っておりますがね」

「……ありがとう。私がきちんと受け止められる日を、待ってくれるつもりだったのね」

　サーナキアがいつも自分のことを想ってくれているのは、ブランシェにとっては空気のように当たり前の話だ。しかし今回に限っては、本当に心配な部分もあったので種明かししてくれてほっとした。

「でも、よかった……サーナキア、本気でイグナシアスさんに味方する気はなかったのね」

「当たり前です、誰があんな面倒くさい男など」

　断言するサーナキアであるが、ブランシェの心配は消えない。

「だってあの人は、あなたの仲間を作ってくれると言っていたわ」

「何をおっしゃいますやら。わたくし自身が『神魔』の仲間を欲していれば、イグナシアスなどより先に完かん璧ぺきな『神魔』を作り上げておりますよ」

「そう？　でも、さっきのサーナキアは、本当に寂しそうだったけれど」

　レイヴンが指し摘てきしたように、サーナキアと行かないと宣言した瞬間の彼はひどく傷ついて見えた。

　一瞬反論しかけたサーナキアだが、ややあって小さく息を吐はく。

「……そうですね。女の子の残ざん酷こくな成長の早さは、『神魔』すら傷つけるものだと再確認いたしました」

「おかげで俺まで傷つけられたぜ……」

　自力で復活してきたレイヴンをひと睨みしたサーナキアは、ふいと話を逸らす。

「大体、奴やつの味方になるということは、全ての人間を『神魔』にするということですよね？　神子姫としての素養はとにかく、容姿に恵まれないあなたは『神魔』にはなれないと思いますよ。そうしたらどのみち、一緒には行けませんね」

「そうよね、そのとおりだわ。やはり私は、神子姫としてがんばらないと……」

　決意を新たにしたブランシェは、サーナキアに向き直った。

「サーナキア。本当は自分でちゃんと調べたかったけど、あまり時間がないみたい。アルシェイラ様について、詳くわしいことを教えてくれない？」

　単刀直入すぎて、受け身を取り損そこねたようだ。長いまつげに抱だかれたサーナキアの眼が、大きくまばたきした。

「俺からも頼む、大先生」

　横からレイヴンも真しん摯しに言い添える。

「アルシェイラ様には、『神魔』を滅ほろぼす力があったんだろう。むしろそっちのほうが、今は大事な能力だ。あの入れ墨野郎を退治できれば、当面の危機は去る訳だからな」

　レイヴンはイグナシアスの呼び方を「入れ墨野郎」に決めたらしい。サーナキアもこのまま放置しておけば、彼にとっても厄やつ介かいなことになると踏んだのだろう。

「──そうですね。とりあえず、食事の用意をさせますので、食べながらお話しするといたしましょうか」

　ひとつうなずいたサーナキアが、がっしりとレイヴンの手を摑む。

「ところで英雄殿、いつまで神子姫様の部屋に居座っているつもりですか？　さあさあ、この方はこれからお着替えですから、気を利きかせて下さいね」

「言われなくても出て行くつもりだったわ！　いてえよ、引っ張るな!!　じゃあ姫さん、後でな!!」

　ぎゃんぎゃんとわめきながら、レイヴンがサーナキアに引きずられるようにして出て行った。

「……ごめんなさい、サーナキア」

　ひとりきりになったブランシェは、二人が去って一気にがらんとなった室内を眺ながめながらひとりごちた。

　レイヴンをいじめて紛まぎらわせているが、サーナキアの雰ふん囲い気きが微妙に変化したことにブランシェは気付いている。理由はもちろん、初代神子姫だろう。

　何百年もの間最強の「神魔」の心を縛しばるアルシェイラについて、詳しく聞くのは彼が正体を現して以来のことだ。しかも今回は、おそらくアルシェイラ自身が後世に伝えることをよしとしていない、神子姫の暗部に関わる話をしてもらうのだ。

　聞くほうも話すほうもつらい時間となるだろうが、必要な痛みだ。避さけては通れない。

　その先にある痛みも、甘かん受じゆせねばならないだろう。

「本当に、ごめんなさい。あなたは嫌がるかもしれないけど……他に、方法はないんじゃないかと思うの」

　サーナキアの話を聞き終えるまでは、はっきりと決められない。だが今の時点で、ブランシェはあることを試そうと考え始めていた。







　食事といっても倒れた直後のことであるし、元々神子姫神殿での食事は質素である。

「神魔」であるサーナキアは食しよく物もつから栄養を摂せつ取しゆする必要がなく、食べ物は純じゆん粋すいな嗜し好こう品ひん。レイヴンは「魔族」化した際に味覚を操そう作さされ、血液以外の食べ物の味を感じなくなっている。

　従って、結局食卓に並んだのは、さっきサーナキアが持ってきた果物入りの籠と薄うすいシチューだけだ。ゆっくりとシチューを味わっているブランシェを眺めつつ、サーナキアは切り出した。

「そうですね、頭が悪い英雄殿のために、まずはオリオロンの成り立ちから話しましょう」

「……てめえだんだん、俺に対しては悪口すら雑になってきたな」

　手て慰なぐさみに摘つみ取った葡萄の一粒を握りつぶしそうな顔で、レイヴンがうなる。

「言っておくがな、帝国の成り立ちぐらいは一応俺だって知ってるんだ。あれだろ、昔は大陸中に小国が乱立していて、オリオロンもその中のひとつだったっていう」

「さすが、親友殿に教えてもらったことはちゃんと覚えていらっしゃるようで」

「……当たり前だ、馬鹿」

　そっぽを向いたレイヴンは、癖くせで葡萄を口に含んでしまい顔をしかめた。案あんの定じよう味がしなかったらしい。

　少し胸が痛かったが、解決できる可能性はまだあるはず。急いでシチューを食べ切ったブランシェも、サーナキアに教えてもらった知識を辿たどる。

「魔族」──実際は「神魔」たちだった訳だが──の生いけ簀すのひとつに過ぎなかった、小国オリオロン。アルシェイラはその国の王女だった。

「アルシェイラ様は、本物の王女だったのよね」

　書類上の王女であるブランシェのつぶやきを、サーナキアが褒ほめた。

「おや、さすが神子姫様」

「ええ、サーナキアが教えてくれたことだもの」

「そうですよね、この程度のことは英雄殿でもご存じでしょうが、教えたことぐらいはきちんと身についているようです」

「褒めてくれてありがとう。だって、サーナキアの教え方が上手だからよ」

　いつもどおりのサーナキアの言葉に、ブランシェは裏のない笑えみを返す。レイヴンは疎そ外がい感かんを覚えたらしく、「姫さんがそれでいいなら、別にいいけどな……」とひそかなため息をついた。

「で？　それがどうしたんだ」

「時代が下るに従って、神子姫の力は王族ではなく、市し井せいの少女の中に現れ始めました。なぜか分かりますか？」

　サーナキアに問いかけられ、一瞬ブランシェもレイヴンも戸惑う。

「……そうよね。アルシェイラ様は、王女。マリアンデール様も、クレアンヌ様も……」

　いずれも聖界騎士団が使う術の詠えい唱しようにも登場する、歴代の神子姫だ。マリアンデールはアルシェイラの娘で、クレアンヌはマリアンデールの娘である。

「だが、四代目のオルエット様だったか？　は、違ったよな。確か、姫さんみたいに帝王の養女になったはずだ」

　レイヴンの言うとおり、四代目のオルエットは王族に近い家の娘ではあるが、アルシェイラの直系ではない。

「歴史書にはさらりと一行だけ書かれていますが、実際は揉もめましたよ。クレアンヌは散々責められ、神子姫を産めなかったために不ふ貞ていまで疑われて、晩年には心を病やんだ」

　いきなり習っていないことを言われ、ブランシェは驚いてサーナキアを見た。サーナキアは歴史の生き証人の眼をして、静かに笑っている。

「アルシェイラの血族からしか神子姫は出ないと、人々は信じ切っていましたからね。彼女の名前により帝国をまとめあげたオリオロン王家が、そう宣伝し続けたせいもありますが。当時のわたくしは、死んでこそおりませんでしたがアルシェイラの術に縛られておりましたので、何もしてあげられませんでした」

　これも、初耳だ。胸を衝つかれた思いがして、ブランシェはかすかに眉根を寄せた。サーナキアはそんな彼女を逆に慰めるような笑みを浮かべたまま、

「おかげで次代のオルエットは夫以外の男性から徹てつ底てい的てきに遠ざけられましたが、結局彼女の子供にも神子姫の素養はありませんでした。オルエット以降、しばらくの間神子姫が生まれない大空位時代が続き、帝国が麻あさのように乱れたのはご存じのとおりです」

　そして現在、神子姫ブランシェは円周街に住む庶しよ民みん階級の出身である。

「……どうして？」

　今まで深く考えたことはなかったが、よく考えればなぜなのだろう。確かにアルシェイラ自体、天から降ってきた奇き跡せきのような存在だが、数代の間その力は血を介して受け継つがれていたのだ。

「アルシェイラは決して、望んで人間を『魔族』化していた訳ではないのです」

　そのひと言に、レイヴンがすぐ反応した。

「……もう倒すべき相手はいない。なのに延々『魔族』を作成し続ける王家に、嫌いや気けが差したって訳か」

「さすがです。頭は悪くても勘かんはいいですね。ええ、彼女は高こう潔けつな人でしたから」

「……悪口が単純すぎると、てめえの頭も悪そうに聞こえるぞ」

　半はん眼がんでサーナキアを睨んだレイヴンは、顔を強こわ張ばらせているブランシェをちらりと見た。レイヴンの補足で、サーナキアが言わんとしていることが分かった。

　死してなお帝国を守っていたアルシェイラの気持ちが、四代目にして王家を離れたのだ。だから彼女の力を引き継ぐ者は、王族の中に出なくなった。

「……俺は元々、神子姫にあんまりいい感情を持ってないんでね。だから神子姫の歴史について習った時から、おかしいとは思ってたのさ。クリスには言えなかったけどな」

「そうだったのですね……ありがとうございます」

　ぎこちなくも微笑むブランシェに、レイヴンは決まりが悪そうにする。初対面の際、あからさまに敵意剝むき出しだった自分を思い出したようだ。

「……なんでそこで礼を言うんだよ。神子姫にあこがれているクリスには、あいつを傷つけると思って言えなかったんだぞ」

「私を『俺が仕える神子姫様』として認めて下さったから、言って下さったのでしょう？　嬉うれしいです」

　ブランシェは生きつ粋すいの王女ではなく、あくまで能力を認められて王家に入っただけだ。守ること、頼たよられることが本分なのだから、少しぐらいつらいことでも、ちゃんと言ってもらったほうが嬉しい。

「……いや、まあ、そうなんだけどな」

　頰を搔かいたレイヴンは、サーナキアの三度目の肘鉄を間かん一いつ髪ぱつで受け止める。一方ブランシェは二人の攻防よりも、自分の考えをまとめることに必死だ。

「でも、アルシェイラ様は、まだ完全にオリオロンを見捨てた訳ではないのよね」

「だろうな。っと、結局神子姫は、おわっ、あんたみたいに生まれてきてるんだから、危ねえだろ人が来るぞ!?」

　サーナキアの攻こう撃げきを必死に避よけながら、レイヴンがわめいた。怪力を誇る吸血鬼同士、あまりどたばたやっていると、イグナシアスどうこう以前に彼らが化け物として追われる羽目に陥おちいるだろう。

　しかし今のブランシェにとっては些さ事じだ。まるで「天眼」を開いている時のような集中力で、考えているのはただひとつ。

「私はアルシェイラ様の、魂の子孫なのね」

「その表現が、一番自然でしょうね」

　ブランシェの変化に気付いたか、ようやくレイヴンへの攻撃をやめたサーナキアがうなずく。

「……ねえ、サーナキア。さっき、アルシェイラ様の時代には、元に戻す能力が必要じゃなかったって言ったわね」

「言いましたね。実際、戻そうともしませんでした。アルシェイラは全ての『神魔』を刈かり尽つくした訳ではありませんから、後のちの世に戦力を残すためかもしれませんが」

「でも、あなたに『染心』を使うような優すぐれた神子姫よ。人間を『魔族』に変えた後、そのまま放置するつもりだったとは思えない」

　思考の過程を口にすることで、確信は一層強まっていく。

「何が言いてえんだ、姫さん」

　レイヴンの表情も引き締まっている。

「以前……私は、アルシェイラ様の幻まぼろしを見たんです」

「そういえば、そんな話を聞きましたね」

　サーナキアが記き憶おくを辿るように視線を上げ、レイヴンも「ああ、あの踵かかと落おとし……」と状況を思い出している。

「……そうだ。あの時あんたは、確かに妙な力を放った」

「魔族」化し、さまよっていたクリスティアンに襲おそいかかられ、見事な踵落としで返り討うちにしたブランシェ。その結果クリスティアンは、人間としての理性を取り戻した。

　もっとも、彼は理性を取り戻しただけで、人間に戻った訳ではなかった。レイヴンやブランシェへの恨うらみや憧どう憬けいもそのままではあったが、とにかく意識と記憶は戻った。

「そうです。あの方のお姿が、突然頭の中にひらめいて……アルシェイラ様が、力を貸して下さった」

　あの時の感覚をなぞるように、足を持ち上げてみる。レイヴンに「やめろ姫さん、その、いろいろ危ない」と突っ込まれ、慌あわてて足こそ下おろしたが、唇は止まらない。

「アルシェイラ様は、『魔族』化した人を人間に戻す方法をご存じだったのではないかしら、サーナキア」

「……可能性はありますね。わたくしも、彼女の全てを知っている訳ではありませんから」

　心なしか眼を伏せて、サーナキアは言った。

「ですが、わたくしが持っている資料はもう全てお渡ししました。少なくとも、文ぶん献けんにそのようなものは残っておりませんよ」

　山盛りの資料を延々と掘ほり返したことを思い出しているらしく、レイヴンも顔をしかめて相あい槌づちを打つ。

「そうだな。トーマがくれた王家側の資料にも、そんな記き載さいはなさそうだったし。大体そんな力があれば、帝王陛へい下かも人間に戻っていただろう」

　オリオロン帝国の帝王ベルモント。自らを「魔族」化しようとして失敗した彼は巨大な肉にく塊かいと化し、帝国で使用される金貨に彫ほり込まれた繊せん細さいな容姿は跡あと形かたもない。今も王家の実験施し設せつで軟なん禁きん状態にあるはずだ。

「ええ。だから、アルシェイラ様に直接お聞きしたいと思うんです」

　一瞬、室内に静せい寂じやくが満ちた。

「姫さん、俺は本心から人間に戻らなくていいと言ってるんだぜ……？　だからどうか、はやまってくれるな」

「神子姫様、あなたも決して、頭が良くはないのですから、自分ひとりで結論を出してはいけませんよ。さあ、果物をもう少し摘つまんだら、今夜はゆっくり休みましょう？」

「ち、違うの、そうじゃなくて!!」

　何か誤解が生じたようだが、ブランシェがアルシェイラのところに逝いこうというのではない。

「私が生まれたことが、アルシェイラ様がまだオリオロンを見捨てていないという証しよう拠こなのでしょう？　ならば、あの方の魂はまだ、ここに留とどまっているのではないかしら」

　ブランシェが言わんとしていることが伝わってきたらしい。かわいそうな子を見る眼をしていた二人の表情が、戸惑いを含みながらも引き締まっていく。

「……アルシェイラの魂を喚よぶ気ですか」

　複雑な表情を見せるサーナキアを、ブランシェは懸けん命めいに説得する。

「闇やみ雲くもな努力を続けるよりも、そのほうが早いと思うの。拒まれる確率も、高い気がするけど……」

「だが、向こうが先に姫さんに接触してきたんだろう？　むしろ、待ってるかもしれねえぜ」

　レイヴンが加勢してくれた。嬉しい反面、少々の申し訳なさも感じながら、ブランシェは頼んだ。

「ええ、私もそう思うんです。それで……トーマ様は、術の行使に長たけていらっしゃるのですよね」

「……そうなるよな、やっぱり」

　分かっていた表情で、レイヴンは苦笑した。







　オリオロン帝国の中ちゆう枢すう、王城アルシェイラ。初代神子姫のイメージそのままの、気高く美しき白はく亜あの城の地下一階には、大がかりな術の行使のために用意された広間がある。この日のために一層清められた床ゆかは鏡のように磨みがき上げられ、その上に立つ四人を映うつし出していた。

「ほ、本日はお忙しい中、貴たつとき皆様にご足労いただきまして、誠まことにありがとうございます!!」

　白しら百ゆ合りの清せい潔けつな香りが漂う室内に、トーマの震える声が響ひびく。ブランシェの発案により王家に要請を出し、各人の予定を調整し、この舞台を調ととのえるまですでに十日ほどが経っていた。

「いえ、お忙しいのはトーマ殿でん下かのほうですのに、いろいろと骨を折っていただいて申し訳ありません！」

　恐きよう縮しゆくしたブランシェが頭を下げれば、トーマが「滅めつ相そうもありません」と慌て始めた。

「そんなことはありません、神子姫様は昨日きのうも『天眼』を最大限使って下さったばかりで」

「いえ、定期的に行っていることですから、ご心配なく。殿下こそ、あの、評議会でお疲れのところにご面倒をおかけして」

「いえいえ！　評議会は僕の義務ですから!!　そして『神魔』の件、少しでも被害を食い止めるために働くのは、王家と騎士団の義務です!!　どうぞお気になさらず」

「お二人とも、美しい譲ゆずり合いの精神を発はつ揮きするのは結構ですが、そのあたりにしていただけますか？」

　際限なくぺこぺこし合う二人を、サーナキアが笑顔で止めにかかる。

「ここで余計な体力を使わないで下さい。本日は、あなた方にかかっているのですから」

「そ、そうね、サーナキア。心配してくれてありがとう……」

　ブランシェは急いで気持ちを切り替えようと努つとめた。トーマの言うとおり、昨日はラーラベルの半分を対象とした検知を行ったばかり。ついでにイグナシアスも発見できないか、と欲をかいたのが祟たたり、少々の疲労を感じている。

　しかし、自分が言い出したことだ、神子姫としての正念場だと自らに言い聞かせれば、身も心も引き締まる。いつしかブランシェは、ラーラベルに住まう人々の前に姿を現す際の凜りんとした表情を浮かべていた。

　それに、さっきもここに来る前、レイヴンが砂糖多めの蜂蜜酒を飲ませてくれた。おかげでだいぶ回復できたのだ。とても甘くて、おいしかった。

　ただ、なぜか先日倒れた後に飲んだものより薄味に感じた。レイヴンはむしろ、以前よりたっぷり砂糖を入れたと言っていたのだが。

　──薄味に思えたのは、別の調味料が足りなかったからかもしれない。

　コップを取り落としかけた手を包んでくれた、あの熱が。

「姫さん？　どうした」

　自らの手に触れてみながら物思いにふけっていたブランシェは、レイヴンに話しかけられて飛び上がった。

「い、いえっ……おいしかったです、もちろん！」

「……ああ、蜂蜜酒の話な」

　回し蹴りでも決められると思ったのか、心持ち身を引きつつレイヴンが首を傾かしげる。

「そりゃよかったが……もしかして、足りなかったか。もう一杯用意しようか？」

「いえ、もう、胸が一杯なので……」

　今さら酔よいでも回ったのか、頰が熱くて仕方がない。子供の頃から飲み慣れているはずなのに。

「なら構わねえが、何かあればすぐ言えよ。俺はこの件に関しちゃ、ただの傍ぼう観かん者しやにしかなれねえんだから」

　申し訳なさそうな顔をしたレイヴンは、今度はトーマに心配そうな眼を向ける。

「えらく緊張してるな、トーマ。あんまり気負うなよ、成功率が低いのは最初から分かってるんだ」

　あえて軽く声をかけたのに、トーマは「申し訳ありません……！」と早くも涙ぐんだ。彼の涙るい腺せんは非常に脆もろいのだ。

「いや、別に責めてねえし。この手の術に、今の俺は全く力を貸せないからな。大役を丸投げしちまって、悪い」

　トーマと違って、元々レイヴンは主おもに「魔族」に対たい抗こうするための術の類たぐいが得意ではない。彼自身が「魔族」化してからは、初歩的な護身結界すら張れなくなってしまった。

　おまけにやることがやることなので、準備には人手を割さいたが、現在この場に残っているのはブランシェ、レイヴン、サーナキア、トーマのみ。万能選手のサーナキアも、「神魔」の天敵である神子姫召しよう喚かんはさすがにできないとのことだった。

「とんでもありません。確かに小官が、初代神子姫様を呼び出すなどという大役を仰おおせつかるなど……畏おそれ多いことです!!　ですが、やっとこんな僕がレイの兄貴に頼ってもらえたのです。私の精せい一いつ杯ぱいの力でやらせていただきます、よろしくお願いします!!」

　一人称が安定していない上に強張った顔は真まっ青さおだが、その眼は熱く潤うるんでいる。

「……何を言っても、結局泣くんだな。絶対こういう反応になるだろうから、できればお前以外に頼みたかった……いや、なんでもない」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごしたレイヴンは、気持ちを切り替えるようにぽん、とトーマの肩を叩いた。

「アルシェイラ様は、血統としてはお前の先祖だからな。肉体を借りるにはちょうどいいんだ。王城自体にもあの方の名前が付いていることだし、ここで喚ぶのが一番だろう。疲れている時に、いろいろ頼んで悪いが」

　父、そして兄も「魔族」化している現在、トーマが実質上この帝国の最高責任者である。おまけにその状況を話せる人間は非常に少ない。

　先日も魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする帝国評議会で散々な目に遭い、憔しよう悴すいしきった彼はレイヴンに会うため神子姫神殿を訪れた。そこで今回の件を持ちかけられたのだ。

「いえ、大丈夫です。おかげ様で、『魔族』の襲しゆう撃げきも落ち着いていますし!!　この日のために精しよう進じん潔けつ斎さいして、着る物も食べる物も厳選しました!!」

　敬愛する上官に頼られる喜びで、その頰は薔ば薇ら色いろに輝いている。

「食う物は普段から厳選しているだろうが、王子様。ま、がんばってくれてるのは分かったよ」

　子犬のごとく無む垢くな信しん頼らいを浴び、苦笑いして手を引っ込めたレイヴンがふと声をひそめた。

「ところでギルディアス殿下は、入れ墨野郎について何か知っていたか？」

　厳げん重じゆうに人払いした上であるのだが、口にする名前が名前である。答えるトーマの声も、自然に小さくなった。

「……いえ……ギル兄様も驚いておられました。変人ではあるが、一応優秀な人間の範はん疇ちゆうだと思っていたと……」

「そりゃそうだろうな。あの殿下なら、あいつが『神魔』だと分かってりゃ」

　一応の確認の途中、レイヴンが言い淀んだ。続く言葉は予想できたらしく、トーマの眼まな差ざしが影を帯びる。

「……ご自分が『神魔』になろうとしたでしょう。分かっています。ギル兄様は、そういう方です」

　肩を竦めたその瞳に、涙はなかった。あるのは大人びた微笑みだけだ。

「トーマ、悪わりぃ……」

「大丈夫です。僕はもう、ただ闇雲にギル兄様に反はん抗こうしていた頃の僕じゃない。……兄様の立場に立ったことで、あの方の気持ちも分かってきましたから……あっ、いえ、別に『魔族』作成を再開しようなどとは思っていませんから!!　安心して下さいね!!」

　少々レイヴンの眉根が寄ったことに気付いたらしく、トーマは慌てて弁解した。

「ただ、僕が理解を示したことで、ギル兄様の態度も変わってきたように感じるのです。ずっと子供扱あつかいされて、守られているばかりでしたが……最近は帝国を代表する立場として、対等に話をして下さいます。勉強不足で肝きもを冷ひやす場面も多いですけどね」

　父に代わって長年帝国を治おさめ続けていたギルディアスだ。政務能力があまりにも高すぎるために代わりがおらず、「魔族」化した現在も見張り付きではあるものの、以前とほとんど変わらぬ量の仕事をしているぐらいである。対等に会話するのは骨が折れるだろうが、トーマはやけに嬉しそうな顔をしていた。

　彼は決して、兄を嫌きらって離れた訳ではない。むしろ尊敬していたからこそ、庇ひ護ごされるばかりの立場がつらかったのである。他の問題が山さん積せきしているとはいえ、ギルディアスの「染心」漬づけから三男ルーベランが脱しつつあることも含めて、オリオロン三兄弟の仲だけは改善されたのだ。

「よかったですね、トーマ殿下」

　ブランシェも唇をほころばせた。最近暗い話題ばかりだったので、ひとつでもいい話があると嬉しい。

「ありがとうございます、神子姫様。だから僕は、もっともっと兄様に自分から歩み寄っていこうと思うんです。なので今度、付けひげを付けて『ギルの兄貴』と呼びかけてみようかと……」

「やめてくれ、絶対俺宛あてに抗こう議ぎがくる」

　渋しぶい顔をした「レイの兄貴」が、二人を促うながした。

「そりゃそうと、そろそろ始めようぜ。いいな、サーナキア」

「……わたくしは、いつでも構いませんよ」

　ひたすら沈ちん黙もくを守っていたサーナキアが、レイヴンの呼びかけへ言葉少なに応じた。そのまま部屋の隅すみへと移動していく二人と入れ替わりに、ブランシェはトーマと並んで複雑な陣じんが描かれた中央部に進み出る。

「神子姫様はそちらに」

　トーマの指示に従い、彼と向かい合う形になった。深く息を吸い、押し寄せる緊張に備える。

「アルシェイラ、全能の神の子よ……」

　やがて、トーマの詠唱が始まった。正確にはこれは召喚術の前段階、アルシェイラの名を織り込んだ術で自分の能力を一時的に引き上げているのだ。

　聖界騎士団員は歴代の神子姫の名を織り込んだ術を身につけているが、全員が同じ術を使える訳ではない。マリアンデールや大空位時代以後の神子姫であるルメーナは、それぞれ治ち癒ゆと通信の術に対応しているため最も普ふ及きゆう率りつが高い。逆にアルシェイラの名をもって能力を向上させられるのは、トーマを含めて数人と聞いている。

「……ここまでは、大丈夫です。では……始めます」

　ブランシェの髪と同じ銀光が彼の全身を取り巻いている。首しゆ尾びよく最初の術を成功させたトーマは大きく息を吐いた。アルシェイラがこの段階で拒きよ否ひする可能性もあったが、今のところその様子はない。

「マリアンデール、クレアンヌ、オルエット、メイシア、ルメーナ……帝国を支えてきた神子姫たちよ、お聞き下さい」

　アルシェイラ以外の神子姫たちへと呼びかけるトーマの声。聖なる銀の輝きが陣の中に満ちあふれ、周囲を清らかに照らし出す。

　聖なる光を浴あびて、レイヴンがわずかに顔を歪ゆがめるのが見えた。太陽光とは異なるが、魔を滅めつする神子姫の聖光は「魔族」には堪こたえるのだろう。

　ブランシェまで頰が引きつってしまったが、彼もこうなることは分かっていたはず。ひとつ頭を振って、意識をトーマへと向け直す。「天眼」に長けてはいても、召喚術の素養などないブランシェは、素そ朴ぼくな言葉で加勢するしかない。

「お願いします、アルシェイラ様。グレイドル様のためにも、オリオロン王家のためにも、今なお『魔族』としてさまよっている全ての人々のためにも、どうかお力をお貸し下さい」

　クリスティアンは間に合わなかったが、「魔族」化された人々を元に戻せるのであれば、その周辺の人々まで人生をやり直す機会を与えられる。レイヴンは「救国の英雄」に戻り、ギルディアスは完璧な第一王子として復職し、ルーベランも兄たちの補ほ佐さ役やくとしての勉強を始められるようになる。

「だから……ごめんなさい、サーナキア」

　自分とトーマを依より代しろにして、アルシェイラを召喚したい。その意見をサーナキアは複雑そうな表情で受け止め、特に文もん句くらしいことも言わずにこの日を迎むかえた。

　しかし、よく考えてみれば、誰よりもアルシェイラに執しゆう着ちやくしていたサーナキアだ。しかも美貌と叡えい智ちを兼ね備える彼が、ブランシェごときと同じことを今まで考えなかったのだろうか？

「神魔」の天敵である神子姫召喚は不可能、というのが事実であっても、彼には「染心」がある。術を使える者を操あやつればいいだけの話だ。

　サーナキアにだって、怖こわいものも、つらいものもある。つまりはそういうことだろう。

「でも、理想の神子姫アルシエイラ様なら、きっとこうすると思うから」

　サーナキアの願い。レイヴンとの約束。二人の期待に応こたえようとするなら、この道が正しいはず。強く思い直すと、ブランシェはぎゅっと眼をつぶった。

　聞こえるのは、懸命に呼びかけを続けるトーマの声のみ。陣の外で見守っているレイヴンたちの様子も気になるが、「天眼」使用時と同じく、雑念が術を瓦が解かいさせる程度の知識はある。トーマの声に重ねるようにして、ひたすらアルシェイラのことだけを考えようと努めた。

　どれぐらい経っただろうか。

　不意に、銀の光が閉じたまぶたの裏にまで差し込んできた。

「……あっ」

　ぎょっとして眼を開けば、眼の前で一心不乱に召喚術を使っていたはずのトーマの様子が変化している。

　神子姫を象しよう徴ちようする光に包まれて、亜あ麻ま色いろの髪がまるで銀髪に変じたようだ。容姿はあくまでトーマなのに、優しげな面おも差ざしがひどく鋭するどいものに感じられる。冷静を通り越して冷れい徹てつな青い瞳が、観察するようにブランシェを見ていた。

　もっとも、これは予測の範囲内。

　彼女は「神魔」に対抗するがために、人間を「魔族」に変え続けた初代神子姫なのだから。挿さし絵えで見た際は、確かにこういう印象だった。

「アルシェイラ、様……」

　あえかにつぶやくブランシェの背後、召喚陣の外ではレイヴンが痛みを感じたように顔を覆っている。

「……くそ、出てくるだけでこれかよ」

　太陽光も短時間なら耐たえられるレイヴンであるのに、アルシェイラが放つ光が陣の外にいる彼の表皮を焦こがしているのだ。なんとかできないか、とサーナキアに尋たずねようとしたところ、長い金髪がふわりと眼の前でなびいた。

　サーナキアが、召喚陣に足を踏み入れたのだ。







　だいぶ頼り甲が斐いが増したとはいえ、平素のトーマとは比べものにならないような存在感がブランシェの前に在あった。

　ある意味、先日やって来た「神魔」イグナシアスがわざと検知させたものに近い。格の違いを見せつけるような雰囲気に威い圧あつされ、考えていた質問が出てこない。

　しっかりしなければ。せっかくトーマが忙しい中時間を作り、がんばって召喚してくれたのに。

「おやおや、どうしたのですか？」

　聞き慣れた声が後ろから聞こえたと思ったら、眼の前に美しい金色が広がる。

「自分でアルシェイラ召喚を言い出したくせに、ずいぶんしおらしいですね。やはりあなたと違って、美貌にも能力にも優れた神子姫相手では緊きん張ちようしますか」

　陣の中に入ったサーナキアがブランシェの前に立ったのだ。圧あつ倒とう的てきな銀色が薄らいで、やっと声が出せるようになった。

「ご、ごめんなさい、サーナキア……あなたを傷つけると分かっていて、したことなのに」

「……まあいいですよ。それに今回は、あなたばかりのせいでもないでしょう」

　皮肉の翳かげりのない声には、別の影が落ちている。ブランシェを庇かばったまま、サーナキアはトーマの肉体に降りた少女に優ゆう雅がな一礼をした。

「お久しぶりです、アルシェイラ」

『──サーナキア』

　トーマの肉声とは違う、低めではあるが確かに少女の声が彼を呼んだ。サーナキアはゆっくりと微笑んで、

「お元気そうで、と言うのは少々無理がありますが……あなたはやはり、オリオロンにいたのですね」

　穏おだやかな声こわ音ねであるが、そこに様々な想いが溶とけているのをブランシェは聞き取っていた。サーナキアがブランシェをここまで育ててくれたのも、全てはアルシェイラという存在あってこそなのだ。

　不思議な感動に包まれているブランシェをよそに、「アルシェイラ」が再び口を開く。

『あなたは変わりないのですね、サーナキア』

「ええ、昔と変わらず、強くて美しいですよ」

「はい、そうです、サーナキアはいつも強くて美しくて……!!」

　つい興こう奮ふんしてしまったブランシェは、二人同時に振り向かれて飛び上がった。

「申し訳ありません！　どうぞ、今しばらくご歓かん談だんを」

「お気遣いはありがたいですが、目的を忘れていませんか？　神子姫様」

　呆あきれたようにサーナキアが「神子姫」と呼んだ瞬間、「アルシェイラ」がわずかに眼を見張った。それに気付かないまま、ブランシェはサーナキアに手を取られ、ダンスでもしているような軽かろやかさで再び彼女の前に押し出されてしまった。

「容姿が冴さえなかろうが世間知らずだろうが、あなたはわたくしが育てた面おも白しろ神子姫。胸を張っていつものように、話せばいいのです」

「で、でも……！」

　まばゆい銀の光が、また唇を縫ぬい合わせるのを感じる。心なしか先ほどより、「アルシェイラ」の放つ圧が強くなったような。

「落ち着け、姫さん」

　唐突にレイヴンの声が聞こえた。

「えらくぴかぴか光っちゃいるが、見た目はトーマじゃねえか。さっきあんたと、互いにぺこぺこし合ったやつだ。びびる必要ねえだろ？」

　右手の親指をちょいと立てて、彼はからかうように笑っていた。ただし「アルシェイラ」の放つ光がきついらしく、左手で目元を覆っていたが。

「染心」は仕込まれていない、ただの気のいい青年の声がブランシェを動かす。強制ではなく、ブランシェ自身が望む方向へ動く力をくれる。背中を守るように立っているサーナキアの気配も安心感をくれた。

「ア、アルシェイラ様、あのっ……初めまして！　私は当代神子姫であり、その、あなたの魂の子孫であるブランシェです」

　出だしは若干どもってしまったが、元々ブランシェは人前でしゃべることに慣れている。一度調子を摑めば、用意していた言葉は自然と口から滑すべり出た。

「あまり時間もありませんので、単刀直入にお聞きします。あなたは人間を『魔族』に作り替えていた、と伺うかがいました」

『──ええ』

　無視されたり怒り出されたりする可能性も憂ゆう慮りよしていたが、至し極ごくあっさりと「アルシェイラ」は認めた。ごくりと喉のどを鳴らしてから、ブランシェは核かく心しんに迫せまっていく。

「ならば、その後元に戻す方法もご存じではないですか？」

　今度は「アルシェイラ」は、すぐに答えなかった。トーマのものである青い瞳は、涙を浮かべるどころか微び動どうだにしない。じっと、ブランシェを見つめて動かない。

　試されていると感じた。彼女の魂の子孫として、正しい受け答えができるか試験を受けているのだ。

「お怒りなのは……存じております。アルシェイラ様は、決して守るべき人々を『魔族』化したい訳ではなかったのですよね。ですがいつしか、権力の固着のために神子姫が利用されるようになってしまった。私も、それを教えられた時、本当につらかった……」

　レイヴンがいきなり自室を訪れた、あの夜のことを思い出す。最初は彼の告発も、荒こう唐とう無む稽けいのおとぎ話としか受け止められなかった。

　だが、今のブランシェにとって、レイヴンは理想の神子姫の対ついである理想の騎士だ。なんとかしてアルシェイラから手がかりを得て、彼を含めた大勢の人々を救わなければ。

「あちらにいらっしゃる方は、レイヴン・グレイドル様。オリオロン全土の警護を担になう、聖界騎士団の司令官でいらっしゃいます。ですが、あなたが『魔族』化したイグナシアスさんに改造され、『魔族』吸血鬼になっています」

『……イグナシアス』

「神魔」の域にまで達した彼のことは、「アルシェイラ」も記憶しているようだ。外見も内面も、なかなか忘れがたい人物ではあったが。

「もう、この世界に『神魔』はほとんどいません。『魔族』を維い持じする必要はなくなりかけているんです」

　いまひとつ「アルシェイラ」の反応は薄いが、ここで引いてはいけない。ブランシェは一気に畳たたみかけた。

「アルシェイラ様は以前、『魔族』化されていた男性を、私を通じて正気に戻されましたよね。完全に人間に戻す方法をご存じなら、どんなささいな情報でも構いません。教えていただけないですか？」

　答えはない。

　小揺るぎもしない青い瞳が、無言で見つめてくるだけだ。そのくせ彼女が放つ銀光はだんだん強くなってきていて、陣の縁ぎりぎりにいたレイヴンが耐えきれなくなったように後こう退たいしたのが見えた。

「あの、完全なものでなくても構いません。ちょっとした手がかりでも……その……ヒルデン産山や羊ぎのチーズ載のせ堅かたパン以外に、お好きなものはありませんか？」

　次第と弱気になってきたブランシェの問いかけに、「アルシェイラ」が言った。

『知っています』

「や、やはり、さらに高価で希少なものを食べないと……!?」

　見た目がトーマということもあり、つい食べ物の話題に思考が流れたが、「アルシェイラ」は律りち儀ぎに言い直してくれた。

『「魔族」化した人間を、完全に元に戻す術を知っています』

　一瞬次の言葉を失ったブランシェに代わり、レイヴンが「本当か!?」と声を上げた。「アルシェイラ」は彼を一いち瞥べつし、続いてブランシェを見るなりこう言った。

『ですが、吸血鬼に心を奪うばわれているあなたに、力を貸すつもりはありません』

「え」

　まだ先ほどの衝撃も抜けきっていないのに、続く一いち撃げきは完全に想定外の方向から来た。呆ぼう然ぜんと立ちすくむブランシェに、「アルシェイラ」はまるでイグナシアスのように抑揚のない声で説明する。

『素養が高いのは認めます。あなたは私を超えるかもしれない』

　ブランシェの潜せん在ざい能力の高さを真っ先に認めてくれたサーナキアを、彼女はちらりと見た。

『しかし一番肝かん心じんな部分で、あなたは神子姫失格です。そんなあなたに、術の伝授はできません。話は以上です』

　銀の光が解ける。トーマの膝ひざががくりと崩れる。

「危ない！」

　反射的に足を踏み出したブランシェは、ぎりぎりのところでトーマを抱き留めた。小柄とはいえ相手は成人男子、結局共倒れになりそうになったが、サーナキアがすばやく手を伸ばして二人とも床に下ろしてくれる。

「トーマ、大丈夫か!?」

「魔族」の肌を焼く光が消えたことにより、レイヴンも陣の中に駆かけ込んできた。ブランシェは慌てて身を引き、レイヴンとトーマから距離を取る。

　異性とあまり触れ合ってはいけない。神子姫とはかくあるべきと、長年サーナキアに教えられてきた。

　なのに、目指すべき目標である「アルシェイラ」に、神子姫最大の禁きん忌きを破ったのだと言い渡された。

「そんな……違う。私は、グレイドル様を、理想の騎士としてお慕いしているだけ……!!　そうよね、サーナキア!!」

　助けを求めるように見上げた紅の瞳は、苦い色を含んでいた。

「……まいりましたね」

「サーナキア」

　表面上は訳の分からないことを言いながらも、いつだってブランシェを深い愛で包んでくれるサーナキア。ただの電波であるイグナシアスとは全く違うはずの彼が、本気で困っているのが伝わってくる。

「女の子の成長は、本当に残酷で」

「やめて！　違うの!!　そんなのじゃない、そんなのじゃないの!!」

　半狂乱になって否定するブランシェの足元で、トーマの背中を支えているレイヴンはじっと顔を伏せている。ブランシェもすぐに激しく否定する気力が失うせ、黙り込んでしまった。

「う……ん」

　重い沈黙の中、トーマがまぶたを震わせた。ぱっと眼を開けるなり、すぐ側にいたレイヴンを嬉しそうに見上げて尋ねる。

「レイの兄貴、どうでしたか。術は成功したと思うのですが、小官はうまくやれましたか!?」

　目覚めたばかりということもあり、一番馴な染じんだ部下の口く調ちようで話しかけたトーマは、レイヴンどころかブランシェもサーナキアも口をつぐんでいる状況に気付いた。「アルシェイラ」を召喚していた時とは異なり、青い瞳が泣きそうに揺れ始める。

「も、申し訳ありません、お役に立てなかったようですね……」

　そしてトーマもまた、重い沈黙の沼に沈しずんでいく。

「いや……この空気は、お前のせいじゃねえから……」

　レイヴンがやっとのことでそれだけ言ったが、以降は彼も天を仰あおいで嘆たん息そくした。
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　アルシェイラについての資料を読み込まないといけないのだ。

　神み子こ姫ひめとしての通常業務も滞とどこおりなく行わなくてはならないのだ。

　そう思って古こ文もん書じよを開く。慣習どおりに「天てん眼がん」も使う。

　だが、ただでさえ辞書を使わなければ読めないような古語で書かれた文章は頭を素通りする。「天眼」を開いても範はん囲いが狭せまい。どうにか検知はできても、持続できない。

「どうすればいいの……」

　神しん殿でん内ないの談話室で細くつぶやいたブランシェは、積み上げた資料の山に顔を伏ふせてしまう。アルシェイラ召しよう喚かんを行ってから、すでに四日がなんの進展もなく経過していた。

　このまま五日過ぎ、六日が過ぎるうちに、いまだ潜せん伏ぷく場所の分からないイグナシアスが次々と人々を「神しん魔ま」に変え始めるのではないか。窓から差し込む夕日の光が焦しよう燥そう感かんを募つのらせるが、これからどうすればいいのか皆かい目もく見当がつかない。

「お疲つかれのようですね、神子姫様。トーマ殿でん下かの差し入れでもいかがですか」

　責任を感じているらしく、先日からひっきりなしにトーマが届けてくれる差し入れ片手にサーナキアが近寄ってきた。ちなみに本日は、瑞みず々みずしい鈴すず苺いちごの蜂はち蜜みつがけだ。

「ありがとう、サーナキア。いただくわ」

　なんとなくもやもやしたものを感じたブランシェは、さり気なくあまり蜂蜜がかかっていないものを選んで口に含んだ。

「……もうひとつちょうだい」

「おや、気に入りましたか」

　正確には、あの蜂蜜酒をほしがっている味覚をごまかすためだ。正直に言えるはずもなく、無心で苺を食べ続ける。

「英えい雄ゆう殿どのもいかがです？　味が分からないでしょうが」

「……いらねえよ馬ば鹿か」

　ぶっきらぼうに言ったのは、ブランシェから死角に当たる場所で壁かべにもたれているレイヴンだ。「できるだけ視界に入らないでいただけますか」と、ブランシェに頼たのまれたからである。

　しかし、いつイグナシアスが事を起こすか分からない以上、離れ離れではかえって危ない。妥だ協きようの結果と分かっているが、姿が見えない分、やけにレイヴンの声を鮮せん明めいに感じてしまう。口の中でぷちりと弾はじける苺の味が、甘くて苦い。

　こんなことではいけない。イグナシアスに対たい抗こうするためには、アルシェイラに出された課題を終えなければならない。

　レイヴンを嫌きらいにならなければいけないのに。

「気に入ったなら、姫さんに全部やれよ」

　なのに、どうして本人が駄だ目め押おしするのだ。たまらなくなったブランシェは、感情を爆ばく発はつさせた。

「グレイドル様、私に優しくしないで下さい。もっと、こう……味が分からなくても奪うばい取って食べるとか、そういうことをして幻げん滅めつさせて下さい!!」

「俺が自分に幻滅するわ!!」

　できるか、と吐はき捨てたレイヴンに、しゅんとしてしまう。ブランシェだって、たとえ彼が味覚を失っていなくても、鈴苺を独ひとり占じめするような男ではないことぐらい分かっている。

　それがいけない。

「だってグレイドル様には、嫌いになる要素がないんですもの……」

　この四日、必死になってレイヴンの悪いところを探してみたが、生あい憎にく思い当たらない。出自を馬鹿にされることが多いようだが、ブランシェだって似たようなものだ。

「……俺のことを嫌いになるなんて、簡単だろ。そこの教育係サマみたいな美び貌ぼうでもねえし」

　何やら面おも映はゆそうにレイヴンが言うが、ブランシェはきっぱり首を振った。

「そんなことはありません！　確かにサーナキアには及およばないでしょうが、とってもかっこいいです!!」

「……腕うでっ節ぷしはそれなりだが、賢かしこくもねえし」

「とんでもありません。サーナキアには劣おとるかもしれませんが、戦せん闘とう能力も高いですし頭もいい方ですわ」

「……処しよ刑けいされかけるぐらい、世渡りも下へ手ただし……」

「本ほん性しようを隠かくして神子姫を育てていたサーナキアと比べなくてもいいと思います。グレイドル様だってちゃんと」

「あんた本当は俺のこと嫌いだろ!?」

「そんなことありません、好きです!!」

　思わず椅い子すから立ち上がってしまったブランシェとレイヴンの眼が合う。次の瞬しゆん間かん、慌あわてて顔を背そむけたブランシェだが、頰ほおが赤みを帯おびることは止められなかった。

「好きだから……困っているんです」

　両手で顔を覆おおいながら、途方に暮れてうめく。

「アルシェイラ様に誤解されてしまうなんて……自分の未熟さが、悔くやまれてなりません。私にとってグレイドル様は特別な方ではありますけれど、れ、恋愛的な意味で好きな訳ではありませんのに……」

　クリスティアンがこの神殿にいた際も、似たようなことを言われたのを思い出す。

　結局「普通の女の子」にはなれそうにない自分が、一人前に彼女たちの聖域に立ち入るなどあり得ない。誰だれかに恋をするなんて、絶対に、絶対に、そんなはずがないのに。

「自みずからの器うつわを顧かえりみず、神子姫と『普通の女の子』の両立など目論もくろんだ私が愚おろかだったのです。当面神子姫一筋にしますから、どうにかして誤解を解かなければ……!!」

「……そうだな。誤解、だよな」

　黒くろ髪かみをかき上げ、ひとりごちるレイヴンにサーナキアが提案した。

「では英雄殿が先に、神子姫様を嫌いになってみてはいかがです？」

　それを聞いたブランシェは、ぱっと眼を輝かがやかせる。

「それはいい案だわ！　元々グレイドル様は、私のことがお嫌いだったのだし!!」

「いや、俺が嫌いだったのはあんた個人じゃなくてだな!?」

　反射的に反論したレイヴンを、サーナキアは意味ありげに見た。

「おや？　英雄殿、この状況で神子姫様に協力しないつもりですか？」

「……そうは言ってねえだろ」

　棘とげのある声で応じたレイヴンが、決意したようにブランシェのほうを向く。

　一瞬どきっとしたが、すぐに思い直して軽く足を開き身構えた。今のレイヴンから、神殿内にて訓練をつけてくれるサーナキアのような気き迫はくを感じたからだ。

「分かったよ。──いくぜ、姫さん」

　緑の瞳ひとみが鋭するどくなる。初対面の際に比べればずいぶんましではあるが、彼にこんな風に睨にらまれるのは久しぶりだ。

　少しだけ胸が痛んだが、これもレイヴンに相応ふさわしい理想の神子姫であるため。彼を含ふくめた「魔ま族ぞく」化された人々を救うためだ。

「はい……いつでも嫌って下さい！」

　気合い十分なブランシェに気き後おくれしたのか、レイヴンは微び妙みように視線を逸そらしながら口を開いた。

「えー、確かに姫さんは、サーナキア大先生より美しくはねえし……」

「ええ、容色は遠く及びません」

「腕っ節は神子姫としちゃいいと思うが、しょせんそこ止まりだし、賢くないっつーか世間知らずだし……」

「はい、もっと精しよう進じんしなければ！」

「世渡りも……うまくはねえよな、決して」

「今後はその面も修しゆ行ぎようしたいと思っております。申し訳ありません、至らないところばかりで……」

　恐きよう縮しゆくしたブランシェは、次の言葉を探しているレイヴンを励はげますように微笑ほほえんだ。

「グレイドル様、この程度で終わりですか？　手加減は無用です、もっともっと嫌って下さい。例えばほら……なまじの素そ養ようを腐くさらせた能なしとか、大根足のくせに蹴けり技わざを多用するなとか!!」

「この流れ、俺が嫌いやな奴になるだけじゃねえか!?」

「嫌な奴になればいいじゃないですか、神子姫様に嫌っていただけますよ？」

　早くも音ねを上げたレイヴンに、サーナキアが笑顔で追つい撃げきを入れた。ブランシェも、つい笑顔になってしまう。

「まあ、この程度で嫌な奴だと思われようなんて……グレイドル様にはやはり、嫌いになる要素など皆かい無むですね」

　困りながらも、内心の納なつ得とくが声に出てしまっていた。クリスティアンが憎にくむぐらい、やはり彼は「いいやつ」なのだ。

　少しだけ、クリスティアンの気持ちが分かった気がする。憎んでも憎みきれない「いいやつ」を、一体どうやって嫌えばいいのだろう。

「そんなことを言われてもな……顔だけ嫌いや味み吸きゆう血けつ鬼きにこれだけなついてるあんたに、どうやって嫌われろってんだ……」

「ふふふ、ご心配なさらずとも、顔だけ嫌味吸血鬼は突とつ撃げき筋肉馬鹿のことが最初から嫌いですよ？」

　男性陣は不ふ穏おんな空気を漂ただよわせ始めたが、ブランシェは正直限界を感じていた。

「……ごめんなさい。疲れたので、今夜は早めに休ませていただきます。グレイドル様は申し訳ないですが、引き続き私の視界に入らないよう、よろしくお願いします……」

　神子姫とは人を愛し、愛されるのが職分である。正反対のことを考えすぎて、頭が熱暴走を起こしたようだ。

　額ひたいを押さえてふらふらしながら、ブランシェは談話室を出て行った。

「……女が男を嫌いになる方法、なあ」

　生気のない背中を見送って、レイヴンが小さくつぶやいた。







　よろよろと部屋に戻ったブランシェはなんとか着替え、寝しん台だいに潜もぐり込んだ。どっと押し寄せてきた睡すい魔まに、たちまち意識がさらわれていく。

　だが、疲れすぎているためか、かえって眠りが浅かったのだろう。かすかな振しん動どうが、もやもやとした夢の世界からブランシェを引きずり出した。

「……あ」

　ぱっちりと開いた眼に映うつるのは、ささやかな月明かりにも鮮あざやかな赤い色。

「グレイドル様？」

　サーナキアではない。薄暗い部屋の中、枕まくら元もとに立ったレイヴンが瞳を赤く光らせて、こちらを覗のぞき込んでいた。別れ際ぎわにも、視界に入らないよう頼んだはずなのに。

　おまけになんだか寒いと思ったら、上うわ掛がけをめくり上げられている。薄うすい夜着に包まれただけの頼たよりない体が、彼の前にさらされていた。

「もしかして、私があなたを嫌いになれるように、無断侵しん入にゆうした上に上掛けを剝はいで下さったのですか……？」

　さすがだ、とまだ少しぼんやりしながら褒ほめようとしたブランシェを、「魔族」の視線が射い貫ぬく。




「ブランシェ、じっとしていろ」




「染せん心しん」。

　強きよう烈れつな魅み力りよくと表裏一体の支配力が、耳から入って全身を侵おかした。

「……っ！」

　たちどころに四し肢しの力が抜ぬけていく。ゆっくりと寝台の上に乗り上がってきたレイヴンを、見上げるぐらいしかできない。

　思えば声に「染心」能力を持つ吸血鬼など、レイヴン以外に見たことがない。そしてイグナシアスが言ったとおり、彼には「神魔」になれる素質があるのかもしれない。

　今ブランシェを搦からめ捕とっているのは、レイヴンの声だけではないように思えた。一般的な吸血鬼が持つ眼まな差ざしの魅み了りようはもちろん、その姿が、いいや存在自体が、体を敷しき布ふの上に縫ぬい止めている。

「グレイドル、様……」

　かすれた呼び声に応こたえて、熱い指先が薄い布越しに二の腕へ触ふれた。そのまま体の線をなぞるように肩かたへ、守るもののない首へと這はっていく。

「……悪いな、姫さん。手っ取り早く嫌われる方法って言われると、育ちの悪い男にはこれぐらいしか思いつかなかった」

「嫌われる……？」

　乙女おとめの部屋への無断侵入は、確かに回し蹴りに値あたいするだろう。異性との過度な接せつ触しよくとなると、踵かかと落おとしか肝かん臓ぞう打うちも追加すべきだと脳内サーナキアがさっきからうるさい。

　でも、これで嫌えるだろうか。

　怖こわいほどに胸が高鳴っているのは感じるが、嫌けん悪おはない。あるのは、奇き妙みような期待だけだ。

「一応聞いておくが、俺が何をしようとしているか分かるか？」

「……あまり……」

「だろうな」

　苦笑したレイヴンが、少し無理をした感じの「悪い顔」をする。

「どうせすぐに分かるさ」

　思わせぶりに言って、彼はブランシェの上に身を伏せてきた。視界の隅すみで唇くちびるが開き、鋭い犬けん歯しが月光を弾く。

「あの、血を吸おうと、されていますか……？」

「いや」

「でも、なんだか、息が……」

　荒あらい、と言おうとしたら、レイヴンに耳元で笑われた。

「そりゃそうだろ。──こんなにうまそうな姫さんに、こんだけ密着してるんだ。興こう奮ふんもする」

　彼の息は荒く、甘い。

　また「染心」を重ねられたのだろうか。頭がくらくらしてきた。これが話に聞く、中ちゆう毒どく症しよう状じようというものか。

　明確に状じよう況きようを理解している訳ではないが、心なしか自分も息が上がってきている。だが決して不快ではなく、むしろこのまま、彼の毒に身を委ゆだねてしまいたいとさえ思った。

　だがそれ以上に、心配なことがあった。

「グレイドル様、大丈夫ですか」

「何が？」

　ブランシェの襟えり元もとに手を伸ばそうとしていたレイヴンが、聞き返してきた。

「自分の心配をしな、姫さん。あんたは今、俺に」

「この行こう為いで、あなたがあなた自身を嫌いになったりはしませんか？」

　身じろいだレイヴンの眼を、ブランシェはじっと見つめた。

「私だけが、あなたを嫌いになればいいのです。でも、あなたが自分を嫌いになるような……許せなくなるような行為は、させられません。あなたは私の、大事な騎き士しなのですから」

「……くそっ!!」

　いきなり身を起こしたレイヴンが、寝台から飛び下おりて命じた。

「ブランシェ、もう動いていい！」

　苛いら立だちと安あん堵どがない交まぜになった命令により、甘い毒が消えていく。ブランシェもほっとしたような、がっかりしたような気持ちで、強こわ張ばった四肢を解ほぐし始めた。

「命拾いしましたね、英雄殿」

　入れ替わりにレイヴンの横へ現れたのは、毒を含んだ美貌を誇ほこるサーナキアである。

「……まあ、出てくるだろうと思ってたけどな、サーナキア」

「最悪の事態に陥おちいる前に、わたくしが止めてくれると思っていたのでしょう？　全く英雄殿は、小心者でいらっしゃる……」

「うっせえよ、てめえだって内心気が気じゃなかったんじゃねえのか？」

　吐き捨てたレイヴンを見つめて、ブランシェは曖あい昧まいに微笑んだ。

「やっぱり、だめですね。グレイドル様がグレイドル様である限り、嫌いになるなんて無理です」

「……そうかよ」

　ぷいとそっぽを向いたレイヴンは、サーナキアに頰の赤味を指し摘てきされる前に口を開いた。

「馬鹿なりに考えてみたんだが、いっそ俺が密みつ偵ていとしてイグナシアスのところに行くってのはどうだ？」

「馬鹿にできる芸当ではないですね、やめて下さい」

「直球の嫌味をどうも!!　じゃ、てめえが密偵になるってのはどうだ、大先生」

「馬鹿と同じ思考というのが業ごう腹はらですが、一応考えはしましたよ。ですが、やめたほうがいいでしょう。万一わたくしがアレに捕ほ縛ばくされてしまったら、対抗手段が完全になくなりますよ」

　呆あつ気けなく、レイヴンの案は却きやつ下かされてしまった。他の手は考えていなかったらしく、彼は大きく息を吐いて天てん井じようを見上げる。

「……やっぱ姫さんにがんばってもらって、自力で『魔族』を人間に戻す方法を探してもらうっきゃねえか……」

「……そうですねえ」

　含む眼をしてうなずくサーナキアには気付かず、ブランシェは気負った声を出した。

「はい、がんばります！　では早速」

「今日はとりあえず、俺が部屋に来たこと自体忘れて寝ろ」

「ぐう」

　疲ひ労ろうも深かったブランシェは、あっさり「染心」にかかって寝入ってしまった。

「全く、面倒くせえ姫さんだぜ……」

　手慣れたしぐさで彼女に上掛けを掛けてやるレイヴンを、サーナキアは黙だまって見守っていた。







　時を同じくした、オリオロンの外はずれ。王家と騎士団が管理する実験施し設せつであり、ある程度の階級以上の者しか足を踏ふみ入れられない場所であり、先日ブランシェたちとギルディアスが戦った場所でもある建物にて。

「ぷよんぷよんなのですね」

　厳げん重じゆうな警備を呆気なくかいくぐったイグナシアスは、犠ぎ牲せい者しやの血に染まった唇を赤々と光らせながら奥へ奥へと進み、二階の一画を覆い隠した紫むらさきの緞どん帳ちようを開いた。数十人を集めて会食ができそうな部屋一杯を、肌はだ色いろの肉にく塊かいが埋うめている。

「ぽよんぽよんなのですね」

　不定期に波打つそれは、入いれ墨ずみが刻まれた手が触れると怯おびえたように一ひと際きわ大きく震ふるえた。醜しゆう悪あくな姿とは裏腹に、触れた皮ひ膚ふには確かな人の体温が残るのが一層哀あわれだった。

　かわいそうなのですね、と思った。

「やはり、人間だけに任まかせるとこうなるのですね」

　アルシェイラはすでにこの世におらず、彼女が持っていた力も当代の神子姫には継けい承しようされていない。彼女の最さい高こう傑けつ作さくであるはずのイグナシアスにも、全く同じ力は使えない。

「私が喚よんでも、来ていただけなかったのですね。仕方ないのですね……」

　少し小さな声でつぶやいたイグナシアスは、すぐにいつもの調子に戻もどった。

「ですが、『魔族』化程度なら私もできるようになったのですね。がんばったのですね」

　そう、レイヴンを「神魔」に近い存在まで引き上げることができた自分の手にかかれば。

「さあ、目覚めるのですね、人間の王」

　イグナシアスの全身を彩いろどる入れ墨が妖あやしい輝きを放つ。室内を満たした肉塊に逃のがれる術すべはなく、声にならないおののきだけが一瞬上がり、消えた。







　王城アルシェイラの最上階にある一室には、今日も遅おそくまで術の灯あかりが絶たえることはない。

「今夜はここまでにしよう、トーマ」

　革椅子に腰こし掛かけたギルディアスが、優美なしぐさで自じ慢まんの口ひげをひねる。

　書しよ架かと歴代の帝王を描いた肖しよう像ぞう画がの下にいる姿は、とても虜りよ囚しゆうとは思えない。薄青い結界の光の中にいても、相変わらず彼は誰よりも堂々としていた。

「はい、ありがとうございます、ギル兄様」

　疲れた顔に満ち足りた笑えみを浮かべて、トーマは礼を述べた。兄ギルディアスをここに監かん禁きんすることになってしばらくは、舐なめられまいと気を張っていたものだが、今では自然に振る舞うことができる。

　アルシェイラ召喚の際、ブランシェたちに話したように、最近の二人は教師と生徒の関係に近い。ギルディアスが時に優しく、時に鋭く投げかけてくる問いに冷ひや汗あせをかきながらも、トーマは懸けん命めいに食くらいついていた。

　ギルディアスもギルディアスで、以前のように過度に子供扱あつかいしたり、お前には分からないだろうとばかりに突き放したりしない。適切な距きよ離りと愛情を保ちつつ、一人前の人間としてトーマを扱ってくれていた。

「ところで、ルーベランは元気か？」

　皮肉ではなく、ギルディアスが下の弟ルーベランの話題を振ってくれるようになったのも最近のことだ。

「ええ、おかげさまで!!」

　つい力んでしまったトーマは、ギルディアスが苦笑したのに気付いて青くなる。

「……すいません、皮肉を言ったつもりでは……」

「分かっている、お前はそういう性格ではない」

　ゆったりと微笑んだギルディアスもまた、レイヴンと同じく「魔族」吸血鬼。彼と異なるのは視線に「染心」能力を持っていることと、自ら望んで「魔族」に改造されたことである。

　ギルディアスは「染心」に中毒作用があることを承知で、同じく「魔族」化したルーベランを操あやつっていた。一時期は完全な中毒状態にあったルーベランだが、神子姫神殿に留め置いてギルディアスと引き離したことが効力を発し、今では兄の支配下から脱だつしつつある。

「もうひと月近く、兄様にお会いしていないですものね。もう少し経過を看みたら、改めて一緒に会いに来ます」

「いいのか？　また『染心』中毒になるかもしれないぞ」

　試すようなギルディアスの視線に、トーマは落ち着いた動作で首を振った。

「大丈夫です、今の兄様なら。それに、ルーは『染心』抜きでも、兄様のことをとても尊敬していますし……僕も」

　思わず言ってから、ギルディアスが眼を丸くしていることに気付いて慌てて付け足す。

「あのっ、そ、それに、僕らぐらいは仲良くしておかないと、神子姫様が悲しまれますから！」

　ただの言い訳のつもりだった言葉が、途中から肩にのしかかってくる。いきなり落ち込んだトーマを慰なぐさめるように、ギルディアスは穏おだやかな口く調ちようで話しかけた。

「初代神子姫の召喚は、芳かんばしくなかったようだな」

「レイの兄貴がおっしゃるには、術そのものは成功したようなのですが……」

　そこでトーマは言い淀よどんだ。分かっていると、ギルディアスは大おお仰ぎように肩を竦すくめてみせる。

「気にするな、私だって虜囚に必要以上の情報を与えようとは思わんさ」

「いえ！　……実際、僕も詳くわしいことはあまりお聞きしていないのです。どうも、聞ける雰ふん囲い気きではなくて……」

　アルシェイラに肉体を貸たい与よしていたトーマには、彼女が何を語ったのかいまだにさっぱり分からないのだ。アルシェイラと対たい峙じしたブランシェが見るからに青ざめていたので、深く追及できないまま現在に至っている。

「ですが……レイの兄貴も、サーナキア大先生もついていますから、きっと大丈夫です。小官も微び力りよくながら力を尽つくし、ギル兄様もルーも、必ず人間に戻してみせます」

「私がそれを、望んでいなくてもかね？」

　不意に突きつけられた問いに眼を見開けば、ギルディアスの瞳が赤味を帯びている。結界の中にいるため「魔族」としての能力は封ふうじられているはずだが、人外の気配がトーマの頰をするりと撫なでた。

「……そうです、望んでいなくても。人間の王は、人間だから価値がある。僕は、そう思っていますから」

　ブランシェがよく口にするのと同じ綺き麗れい事ごとだ。苦く悩のうの末に「魔族」化の道を選んだギルディアスが満足できるような回答ではないだろう。

「綺麗事だな」

　口に出しても、ギルディアスはそう言った。ただし、声には満足げな響ひびきがあった。

「事実上、今のオリオロンの王はお前だ。決定には従おう」

「ありがとうございます」

　言葉を超えて、何かが伝わっていた。感無量になったトーマは、眼を潤うるませながら別れの挨あい拶さつを口にする。

「遅くまで失礼いたしました、おやすみなさい。その……ギ、ギルの兄」

　さり気なく、念願のひと言で結ぼうとした瞬間だった。

　突とつ如じよ、強烈な振動が二人を襲おそった。トーマは危あやうくひっくり返りそうになり、ギルディアスはばらばらと落ちてきた本をかわしながら叫さけぶ。

「何事だ!?」

　返事はない。

「『魔族』の襲しゆう来らいか!?　警備は何をしている!!」

　ギルディアスが珍めずらしく苛いら立だった様子で叫んでも、やはり誰も答えない。

　いかに態度が軟なん化かしようが、ギルディアスは一度は「魔族」が支配する帝てい国こくを夢見た重罪人だ。結界の維い持じは術に長たけたトーマが行っているものの、常に何人もの騎士や術者が室外に待たい機きしているはずなのに。

「お待ち下さい、僕が……わわっ!?」

　人を呼んでこようとしたトーマは、外から誰かが開いた扉とびらに挟はさまれそうになった。抗こう議ぎしようとしたものの、相手の姿を見た途と端たん動きが止まる。

　深しん紅くの長い髪、高こう露ろ出しゆつ度どの衣い装しよう、肌を這う無数の入れ墨。王子として舞ぶ踏とう会かいに出ていた時でさえ、こんな珍ちん妙みような格かつ好こうの者は見たことがない。

「だ……誰だ!?」

「警備は来ないのですね。『魔族』の襲来ではないのですね」

　さっきのギルディアスの問いに答えてくれているらしいが、そのためにトーマとの会話が嚙かみ合わなかった。

「彼は『魔族』ですが、ここは彼の城なので帰き還かんと言うべきなのですね。そもそも高等な『魔族』は家人の許可がないと建物に入れないのですね。私はイグナシアスなのですね。『神魔』なのですね。どこにでも入れるのですね」

　やや遅れて、「誰だ」との問いかけにもイグナシアスは答えてくれた。ギルディアスにとっては既き知ちの相手だが、一応トーマに気を遣つかってくれたらしい。

　しかしトーマもギルディアスも、目立つ「神魔」ではなく「魔族」のほうに釘くぎ付づけだ。

　別にイグナシアス以上に派手がましい風ふう体ていという訳ではない。緩ゆるく波打つ金茶の髪に縁ふち取どられた顔はよく言えば繊せん細さい、悪く言えば柔にゆう弱じやくであり、典型的な吟ぎん遊ゆう詩し人じんのようだ。ゆったりとした布地を重ねた衣装もそのイメージを増ぞう幅ふくしている。華か麗れいな軍服を優ゆう雅がに着こなすギルディアスのほうが、よほど派手で目立つ。

　それでも二人は「彼」から眼を離せない。記き憶おくの中にはあっても、もう十年近く実際に見ることが叶かなわなかった姿で、「彼」は微笑んでいた。

「……父様……!?」

　トーマはひと言叫んで絶句し、ギルディアスは何も言えずに立ち尽くす。

　ベルモント・レクス・オリオロン。病びよう床しように臥ふしていることを理由に、長く表おもて舞ぶ台たいから姿を消していたオリオロンの帝王。

「久しいな、ギルディアス。苦労をかけたようだね、ずいぶん老ふけてしまって……」

「父上は……若返られましたな」

　つま先から頭の先まで、まじまじとベルモントの姿を観察しながらギルディアスはため息のような声を漏もらす。

　あれはもう六年近く前のこと。度たび重かさなる実験の果てに、ベルモントは息をするだけの肉塊と化した。「魔族」化実験に耽たん溺できする父に代わってたびたび帝王代理を務つとめていたギルディアスは、自分自身が「魔族」としてここに囚とらわれるまでの間、事実上の帝王として父の代理を務めてきた。

　ギルディアスはすでに三十五歳、父ベルモントは今年六十歳。

　巨大な肉塊と化した瞬間に時を止めたとしても、五十は下らないだろう。だが、眼の前に立つ彼はせいぜい三十代であり、下手をするとギルディアスより年下に見える。

「全力を出せるように、サービスしたのですね」

　またも律りち儀ぎにイグナシアスが答えた。ベルモントは苦笑しながらギルディアスを眺ながめ、

「お前もその趣しゆ味みの悪いひげを剃それば、もっと若いだろうに。かわいそうに、私が頼りないせいで、無理やり大人にさせてしまったようだな」

　昔から夢見がちなところのあったベルモントを反面教師としたためか、ギルディアスは現実主義者だった。最愛の王おう妃ひを失った衝しよう撃げきから父が「魔族」化に傾けい倒とうし始めた頃も、当初は「馬鹿げています」と全力で止めたものだ。

「だが、トーマはいい顔になってきている。私やギルディアスに代わり、あんなに泣き虫だったお前がこの帝国を守ってくれているとは嬉うれしいぞ」

「はっ……え、ああ、まあ……その」

　浮うき世よ離ばなれした父との接点があまりなかったトーマは、どうしていいか分からずに視線をさまよわせている。

「驚おどろいているな、私の可愛い息子たち。苦労をかけてすまなかった。だがこれからは、私がお前たちを守ってやろう」

　薄い胸を張って、ベルモントが請うけ合った。

「ありがたいお話ですが、父上はそこの『神魔』の手下になったと解かい釈しやくしてよろしいのですかな」

　冷静なギルディアスの答えを聞いて、トーマもようやく混乱が収まってきたようだ。

「イグナシアス、貴様……父様に何をした!?」

　叫びながら薄い結界の光ぎりぎりまで後こう退たいし、腰に差していた銀剣に手をかけた。聖せい界かい騎士団に属する騎士は、対人用の鉄剣と対魔用の銀剣をそれぞれ帯たい刀とうしている。

「人間任せで失敗していた術をやり直し、完全な『魔族』にしてあげたのですね」

　あっさりと返ってきた答えは薄々分かっているものだったが、それでもトーマは歯を食い縛しばってしまった。

「……辺境の地で『魔族』の研究をしていたという触れ込みで、お前が私のところに来たのは三年ほど前だったか……まあ、父上が失敗したから、私が跡を継つごうと思ったのだがな」

　複雑そうに、ギルディアスもつぶやく。かつては父の所業を軽けい蔑べつしていた彼だったが、肉塊と化した父に代わって帝王の座に在あり続けるうちに、同じ道を歩むようになってしまったのである。

「『魔族』化の方法が大体固まったので、実験する場所がほしかったのですね。生まれが卑いやしい騎士は頑がん丈じようで後あと腐くされがなくて、よかったのですね」

「……そんな理由で、クリス様やレイの兄貴を……!!」

　ぎりぎりと歯嚙みしたトーマが銀剣を抜いた。怒いかりに任せてイグナシアスに斬きりかかろうとしたが、横合いから伸びてきた腕に剣を奪い取られてしまう。

「失礼なことはよしなさい、トーマ。この方は私の、いや、この帝国全土に革命をもたらす御お方かたなのだ」

　たしなめるベルモントの瞳は赤い。

「父様ッ……!!」

　敬愛する上官、兄、弟、ついには父。周り中が「魔族」と化していく現実に、トーマは唇を震わせた。

　だがベルモントは、トーマの怒りを本人の意図とはずれて解釈をしたようである。

「大丈夫、お前だけ仲間外れにはしない。お前にもちゃんと、機会は用意してある」

　きょとんとしたトーマが聞き返すよりも早く、ばちばち、という激しい音を伴ともないながらギルディアスがベルモントを蹴飛ばした。

「ギル兄様!?」

　封ふう魔ま結界を蹴りで粉ふん砕さいしたギルディアスが、無言でトーマの前に立った。結界に触れた服や肉が焦こげ、不快な臭においをまき散らしていても、相変わらずその姿には威い厳げんがある。

「トーマ、下がっていろ！」

　振り返り、頼もしく命じた顔が、やけに若い。

「ギ、ギル……」

　トーマのわななく指先が指し示す先に触れ、ギルディアスが硬こう直ちよくする。

「確かに、ひげを剃ると若いのですね」

　父子のやり取りを静かに見守っていたイグナシアスが口を開いた。二人の王子があ然として見守るなか、彼はくすんだ金色のものを鼻の下に貼はりつけ、近くの窓に己おのれの姿を映している。

「ひげはすごいのですね。私も老けたのですね」

　たった今ギルディアスから削そぎ取った本物のひげを付けひげにし、何やら感かん慨がい深ぶかそうにしているイグナシアス。ギルディアスはといえば、拳こぶしを握にぎったきり動けずにいた。

　されたことが分かった今でも、されたこと自体を思い出せない。鼻の下が涼すずしいとは思ったが、ひげを失った皮膚は恐おそろしく滑なめらかで痛みもない。

「分かっただろう、ギル？　これが格の違いというものだ」

　書架に背中を打ちつけたベルモントが、裾すその汚れを払いながら起き上がって駄目押しする。誇らしげなその顔を、ギルディアスは憎にくしみを込めて睨みつけた。

「……何をぬけぬけと。そもそも、あなたが頼りないから、私は……!!」

「そう、だから私を雇やとったのですね。だから君も人間を辞やめたのですね」

　付けひげに飽あきたのか、ギルディアスのものである文ふ机づくえにそれを置いたイグナシアスが話しかけてくる。

「……そうだ。人格と風体は妙みようだが、優秀には違いないと思ったからな」

「褒めてくれてありがとうなのですね。やはり君のほうが、父親より素養はあるのですね。もしかすると、『神魔』になれるかもしれないのですね」

　嫉しつ妬としているのか、怖い顔になったベルモントは無視して、イグナシアスは今度はトーマを見た。

「君の弟は……ううん、これは難しいですね。ですが、可能性を信じてみるのは」

「やめろ!!」

　ギルディアスが血相を変えて怒ど鳴なっても、イグナシアスは普通に最後まで言った。

「悪いことではないのですね」

「やめろと言っている。トーマに手を出すな!!」

　とても渡り合える相手ではないと、ひげの一ひと幕まくで分かっているからだろう。父にしたように蹴りこそ出さないが、ギルディアスはかたくなに否定した。

「ルーベランには君が手を出したのですね。トーマも『魔族』にしたいのではないのかですね」

　淡たん々たんと、イグナシアスが痛いところを突いてくる。ギルディアスが押し黙り、その背に庇かばわれたトーマもぎくっとした。

　いつしか父同様、自分を「魔族」化する道に進み始めたギルディアスにとって、これは願ってもない好機ではないだろうか。数々の弱点を抱かかえた「魔族」ではなく、神にも等しいと言われる「神魔」にしてもらえるとしたら……

「昔は、そう思っていたさ。だが……」

　はらはらしているトーマを眼だけで振り返って、ギルディアスは苦笑する。優しい兄の顔で。

「……見た目同様、心も年を取ったのだろうな。私も甘くなった。若者が懸命に綺麗事を語る姿を、美しいと思うようになってしまった」

「意味が分からないのですね。弱くてみじめな人間など辞めて、『神魔』になったほうがいいに決まっているのですね」

　イグナシアスにはギルディアスの心境はさっぱり理解できないようだ。そうかね、と肩を竦めたギルディアスは一応の質問をした。

「私の素養を認めてくれたことには、礼を言っておこう。だがお前も、全ての人間を『神魔』にできる訳ではないのだろう？」

「仕方がないのですね。私は『神魔』であって神ではないのですね」

「ならば交こう渉しよう決けつ裂れつだ。私はこの先、可か愛わいい弟たちと歩みを共にすると決めているので……、トーマ!?」

　腹を決めた表情で語ったギルディアスの顔が歪ゆがんだ。

「私もあまり、無む駄だなことはしたくないのですね」

　さほどがっかりした様子もないイグナシアスの腕の中には、いつの間にかトーマがいる。トーマも眼の前にギルディアスがいる状況についていけないらしく、「え？」と間抜けな声を上げた。

「ギル兄、あっ」

　とっさに助けを求めようと伸ばした腕は、空中で力を失った。イグナシアスが入れ墨だらけの手の平で彼の目元を覆った途端、がくりと頭こうべを垂れたのだ。

「君の政務能力は、たとえ『神魔』になれずとも貴き重ちようなのですね。『染心』も吸血鬼同士では効ききづらいのですね」

「やめろ、トーマに手を出すなと言っている!!」

　叫ぶギルディアスを尻しり目めに、イグナシアスは意識のないトーマの体をベルモントに預けた。

「分かったのですね。ひとまず、我われ々われに協力するのですね。そうすれば彼を『魔族』化するのは、いったん保留とするのですね」

　脅おどし文もん句くさえ淡々と、イグナシアスは口にした。
















　ブランシェがどれだけ悩なやんでいても時は巡めぐる。やらねばならないことは、やってくる。

　アルシェイラ召喚を行ってから七日目の朝。本日は聖界騎士団の本部に赴おもむき、大だい規き模ぼな検知を行う日だ。

　焦燥感は今や胸の底を焦がす勢いだが、焦燥を抱いだくのも全て、オリオロンを守るため。イグナシアスに気を取られて通常業務をおろそかにした結果、「魔族」の被害が出ては眼も当てられない。

「……よし、これでいいわ」

　蓄ちく積せきした疲労のため、若じやつ干かん艶つやをなくした髪と肌にはたっぷり香油を刷すり込んだ。少し化け粧しようもしている。サーナキアと比べるほうが間違っているが、世間に流る布ふした美しき神子姫像を傷つけない程度ではあるだろう。

「お待たせしました。さあ行きましょう、サーナキア、グレイドル様」

　自室の鏡を覗いて最後の点検をし終えたブランシェは廊ろう下かに出て、普段は留る守す番ばんのレイヴンを促うながす。「魔族」とばれないように極力人目を避さけてきたが、今は少しでも別行動を避けるための選せん択たくだ。

「ああ、俺も大丈夫だ。行くぜ、大先生」

　サーナキアの訓練により、レイヴンの幻げん術じゆつの精度も上がった。彼もまた、瞳の色や鋭い牙きばに不ふ審しんを抱かれないか点検を終えている。

　ところが歩き出そうとした二人を、サーナキアが止めた。

「ちょっと待って下さい、どうも様子が変です。迎むかえの馬車が来ていません」

　紅あかの瞳は神殿の外に向けられている。ブランシェたちが何も言われずとも本日の支し度たくをしていたように、聖界騎士団も通常はこちらの要よう請せいなしに迎えの馬車を寄よ越こすのだ。

　中央街には帝国の重要施設が集中しているので、騎士団の本部までも歩けない距離ではない。ただ、何も連絡がないのはおかしい。

「……本当だ。新入りがうっかり……って訳じゃなさそうだな」

　指摘されてレイヴンも、同じ方向に赤く光る瞳を走らせた。

「王城で何かあったんじゃないか？　向こうがやけに騒さわがしいぞ」

「『天眼』を使いましょうか。王城なら、すぐそこですし」

　元々今日は「天眼」を使うと分かっている日なので、体力は取ってある。気を利かせるブランシェに、サーナキアは首を振った。

「いえ、神子姫様と英雄殿はここに。わたくしは少々、様子を見てきます。あなた方は絶対に、ここを動かないで下さいね」

「おい！」

　レイヴンが呼びかけた時には、サーナキアはすでに恐ろしい速さで走り出していた。一瞬後を追う素振りを見せたレイヴンだが、すぐに諦あきらめてブランシェを見やる。

「どう思う、姫さん」

「……イグナシアスさん……でしょうか」

　他に思いつかず、ブランシェは例の派手な「神魔」の名を口にした。確かにそろそろ、当初サーナキアが言っていた期限だ。

　とはいえ、確証がある訳ではない。いまだサーナキアの気配さえ満足に摑つかめておらず、レイヴンを嫌いになれていない身では、たとえ「天眼」を使っても本当にイグナシアスが動いているのかどうかは分からない。

　だからサーナキアも、下手に体力を消しよう耗もうさせないようにと「天眼」の使用を止めたのだろう。なら、するべきことはひとつ。

「とりあえず、談話室にいましょう」

「ああ……そうだな」

　王城方面が気になる素そ振ぶりを見せつつも、レイヴンがうなずいた時だった。

「なんだ!?」

　突然彼が驚きの声を上げたので、ブランシェはそれ自体に驚いた。

「ど、どうかされました……きゃあっ!?」

　聞き返す声に被かぶさる爆発音。足元が大きく揺ゆらぎ、よろけたブランシェはレイヴンに抱だき留められた。

「きゃあああっ!?」

　先ほど以上に大声を上げたブランシェを、レイヴンが慌てて放す。

「あ、悪わりぃ、つい癖くせで……」

「い、いえ……今は緊きん急きゆう事じ態たいでしたから」

　全く、どうやって嫌えばいいのだ。火ほ照てる顔を隠して立ち上がったブランシェに、顔見知りの女によ官かんが駆かけ寄ってくる。

「神子姫様！　よかった、ご無事で……一刻も早く、グレイドル司令官とお逃にげ下さい!!」

　気のいい笑顔しか見たことがないのだが、本日の彼女は血走った眼をしていた。

「どうしたんです、一体何が……」

　訳が分からず、説明を求めるブランシェに彼女は悔くやしそうに顔を歪めた。

「私たちは騙だまされていたんです。彼らは、『魔族』だったんです!!」

　刹せつ那な、ブランシェはレイヴンの顔を見ようとした自分を必死に抑おさえつけた。レイヴンは息を吞のんで棒立ちになっている。

　もっとも、それは二人が抱える罪悪感から来る杞き憂ゆうだった。女官がなじっているのは別の「魔族」たちだ。

「療りよう養よう中ちゆうという話だったルーベラン王子を連れ戻しに、ギルディアス殿下が襲撃してきたんです!!　あの真まっ赤かな眼……この神殿を破は壊かいするなんて、なんと罰ばち当あたりな!!」

　混乱のあまり前後の脈みやく絡らくがなくなっているが、言わんとしていることは伝わってきた。

「ギルディアス殿下が、ここを襲撃……!?」

　あ然としたブランシェは、ひとつ息を吸って意識を集中させた。五感が消失し、一枚の白い紙のようになった世界に、黒い点が……

「姫さん、よせ!!」

　黒い点のひとつになりかけていたレイヴンが、肩を摑んで揺さぶってくる。集中からいきなり引き戻された反動で、くらくらと目眩めまいがした。

「ご、ごめんなさい。でも、確かめないと」

「必要ねえよ」

　幻術による目くらましの向こう、赤い色をにじませ始めた緑の瞳が、ブランシェを離れてまっすぐに正面を向く。

　そこには華麗な軍服を着たギルディアスが、眠るルーベランを抱えて立っていた。なぜかひげが全部なくなっているため、意外なほどに若く見える。

「ひ、あ、きゃああああああっ!!」

　さっきの女官が大声を上げ、足をもつれさせながら逃げていく。他にも多くの悲鳴と靴くつ音おとがあちこちから聞こえていたが、ブランシェとレイヴンの視線はギルディアスに釘付けだった。

　特とく徴ちよう的てきなひげの行方ゆくえも気になるが、今問題なのは眼だ。

　鮮せん血けつを思わせる赤い瞳。レイヴンと違ちがい、幻術も造ぞう作さなく使えるであろう彼が、白はく昼ちゆう堂どう々どう本性をさらして弟を連れ戻しに来たその理由はひとつしか思い当たらない。

「……イグナシアスさん、ですか？」

　ようよう舌を動かして尋たずねたブランシェに、ギルディアスはわずかに眼を伏せたが、彼女の問いには答えなかった。代わりに、

「今から私は独り言を言う」

「……あ？」

　レイヴンが口の端はしを曲げた。イグナシアスが乗り移ったかのような反応を怪け訝げんに思ってのことだが、ギルディアスは気にせず続けた。

「サーナキアも連れて、一刻も早くラーラベルを離れたまえ。では」

　睡すい眠みんの術でもかけられているのか、目覚める様子のないルーベランを抱えてギルディアスが駆け出す。彼が得意とする風を操る術で加速しているのか、ほとんど飛行しているような速度だ。

「待て！　てめえ、一体何がどうなってやがる!!　トーマは!?」

　うかつに本性をさらすことを恐れてか、歯嚙みしながら叫ぶので精せい一いつ杯ぱいのレイヴンに後ろから美声が応じた。

「それは、わたくしが説明いたしましょう。ですがその前に、逃げませんと」

「サーナキア!?」

　びっくりしながら振り向いたブランシェの体が浮いた。彼女を軽々と抱き上げたサーナキアは、そのまま先のギルディアスとは逆方向に走り出す。

「てめ、こら、重いものはあまり持ちたくないんじゃなかったのかよ!?　あとちょっと手加減して走れ、姫さんが死にそうな顔してるぞ!!」

　二人を追って駆け出しながら、レイヴンが怒鳴った。以前サーナキアは、ブランシェを抱いて移動することをそう言って断ったのだ。

　顔が歪むほどの速度に苦しみつつ、ブランシェは少しでも体を浮かせようとし始めた。だがサーナキアは速度を緩めず言った。

「いつまでも過去を引きずるなど、小さな男ですね。申し訳ないですが、神子姫様にはもう少し我が慢まんしていただきます」

「分かった、わ……」

　自分にも聞こえない程度の声しか出なかったが、意い図とは伝わったようである。うなずいたサーナキアは、驚いたことに神殿の外まで出てしまった。しかもこのまま、敷しき地ち外がいまで出る気のようだ。

「待てよ、どこまで行く気だ!?」

　朝の日差しに顔をしかめたレイヴンの声は焦あせりを含んでいる。ある程度は我慢できるとはいえ、日中の行動が制限されるのは事実なのだ。

「とりあえず、ラーラベルの外までですね。そうしませんと、わたくしはとにかく、あなた方はただではすみませんよ。ほら、聞こえるでしょう、あの声」

　ブランシェの耳には風を切る音が激しすぎて二人の声もよく聞こえないほどだが、レイヴンははっとして耳をそばだてた。彼の眼がブランシェを見て、逸れる。

「グレイドル様……？　あっ」

　奇妙な態度の意味を尋ねようとしたら、いきなりサーナキアが足を止めた。

「中央街、壁……」

　荒い息を吐きながら見回せば、ここは中央街と円周街を隔へだてる壁の側ではないか。以前レイヴンに連れ去られた時以来だ。

「幻術も使っていますが、何があるか分かりませんからね。神子姫様と英雄殿はここで少し休んでいなさい。全員の着替えを調達してきます」

「その前に、説明が先だ!!」

　言うだけ言って踵きびすを返そうとしたサーナキアの肩を、レイヴンが摑んで引き留めた。はあっと大きなため息をついたサーナキアは、王城アルシェイラ方面に視線を投げながら口を開く。

「帝王ベルモントの成れの果ての姿を、以前あなた方も見ましたね」

「え、ええ」

　忘れられるはずがない。広い部屋をそっくり埋め尽くす、巨大な肉塊。その上、書類上のことではあるが、ベルモントはブランシェの養父なのだ。

「イグナシアスは彼を『魔族』化し、元の姿に戻しました。正確には少し若返らせたようですが」

「あ……あれをか!?」

　帝王相手にしては正直すぎる表現だったが、サーナキアも突っ込まずに話し続ける。

「人の姿を取り戻したベルモントは、イグナシアスと揃そろって王家が『魔族』を作成し、神子姫に検知させ、騎士団に討とう伐ばつさせてきたことを大々的に発表したのです」

「なっ……」

「……え？」

　意外すぎる事態に、レイヴンとブランシェは二の句を失う。

「発表した!?　正気か、自分たちの首を絞しめるだけだろう!!」

「残念なことに、もっと正気ではない続きがありますよ」

　語るサーナキア自身も、話す前から辟へき易えきした様子である。

「彼らはね、別に罪を償つぐなうためにそんな発表をした訳ではないんです。ベルモントはイグナシアスに『魔族』化されたことも一緒に発表し、帝国の民を全て『魔族』化、ゆくゆくは『神魔』化すると宣言しました」

　ブランシェの脳のう裏りを過よぎる、イグナシアスの特徴的な姿。特徴的な言動。

　──人間は『神魔』の種なのですね。素養がある方は、皆さん『神魔』として新世界の住人にしてあげるのですね。

「あの人は……王家の力を使って、自分の計画を推おし進める気なの？」

　ギルディアスもトーマもあくまで帝王代理だ。ベルモント本人が復活してきたとなれば、実権は当然彼に戻る。そもそも相手があのイグナシアスである以上、容よう易いに対抗もできないだろうが、大たい義ぎ名めい分ぶんを握られていることが厄やつ介かいさに拍はく車しやをかけていた。

「そのようです。同時に邪じや魔まなわたくしたちに、圧力をかけてきております。……隠しても意味がないので言いますが、わたくしが『神魔』であり、英雄殿が『魔族』化されており、神子姫様はそれを知りながら口をつぐんでいたとも発表されております」

　声が出ない。

　代わりに、足元が崩ほう落らくする音を聞いていた。

「わ、わた、し……」

　さっき一瞬、レイヴンが自分を見て眼を逸らした意味が分かってしまった。サーナキアが急いで神子姫神殿を離れようとした訳も。

　先ほどの女官はまだ知らなかったようだが、今ごろあそこには、怒いかれる民衆が詰つめかけているのだろう。裏切り者の神子姫たちに制裁を加えるために。

「だからギルディアス殿下は、弟をさらいに来たのか……」

　重々しいため息をついたレイヴンが、ふと思い出したように言った。

「だが……さっきギルディアス殿下は、微妙な態度だったな。つけいる隙すきは、まだあるのか？」

「どうでしょうね、ギルディアス殿下などよりあの入れ墨野郎のほうが問題ですから。とりあえず、一度態勢を整えませんと」

　サーナキアの言うとおり、変へん装そうでもしてラーラベルを抜け出さないと、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいとなるのは眼に見えている。青い顔をしながらうなずこうとしたブランシェだったが、ある恐ろしい予感が脳裏を過ぎった。

「お……お父さんと、お母さんは!?」

　クリスティアンが起こした騒そう動どうに巻き込まれた際、ブランシェの実の両親は危険な目に遭あった。あれからまた名を変え住む場所を変え、非常時への備えはしているはずだが、攻こう撃げきの的まとになる可能性が高い。

「前回の件以来、神殿からの要請もあってラーラベルを離れているはずですが、情報だけはなんとか伝えておきましょう。ですがいくらわたくしでも、今の状態で彼らの面倒までみられません。少なくとも、血の流れない方法ではね」

「……ありがとう、サーナキア」

　それ以上が望めないことは理解している。なんとか笑顔を作って、ブランシェはうなずいた。

「しかし、これからどうしますかね。どの街にもすぐに情報が行くでしょうし……」

　思案顔のサーナキアに、レイヴンが聞いた。

「ラーラベルの情報が、容易に届かないところならいいんだな？」

「ええ、ですが人も住まないような場所はちょっと困りますよ。あなたと違ってわたくしも神子姫様も、それなりに扱って下さらないと」

「……てめえな……」

「私はツレコミヤドでも問題ありません、グレイドル様!!」

　渋じゆう面めんのレイヴンに加勢しようとしたブランシェだったが、逆効果だった。

「……そうですねえ。そんなところにこの方をお連れしたのでしたね、あなたは」

「今はそんな話をしてる場合じゃねえだろ！　それなりかどうかはとにかく、ラーラベルから遠くて、人が住んでいて、俺たちを匿かくまってくれそうな場所に心当たりがある!!」

　急いで話を戻したレイヴンに、サーナキアが冷たく聞いた。

「へえ、そんな都つ合ごうのよろしい場所はどちらで？」

「俺の家だ」
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　オリオロン帝国の首都はラーラベル。周囲にはセルファデスをはじめ、ファレロ運河沿いに親交の深い大きな街が立ち並ぶ。

　当然そこから離れれば離れるほど、いわゆる辺境と呼ばれる場所になる。中央街と円周街にくっきり色分けされたラーラベルでは、円周街の出身者は何かと馬ば鹿かにされることも多いが、それでも彼らは決して首都を出て行かない。ラーラベルの住人であるという誇ほこりを、手放したがらない。

「ま、俺だって正直、円周街に住み始めた時は昔むかし馴な染じみに自じ慢まんしまくったからなあ」

　月明かりに染まったなだらかな丘の上を歩きながら、レイヴンが懐なつかしそうに瞳ひとみを細めた。目立つ騎き士し団だんの制服は脱ぬいで、安物のシャツにズボンという軽けい装そうだ。

　あたり一面、無限に続くかのような柔やわらかな草地である。人の気配は全くなく、聞こえるのは風の音と虫の声ばかり。よく見れば人家らしき灯あかりも見えるが、暗くら闇やみで恐おそろしいほど光る星々に紛まぎれてしまうくらい遠い。

「故郷にいた頃は、こんな田舎いなかは嫌いやだとしか思ってなかったが……散々都会のいざこざを見た後だと、ちょっとほっとするな」

　ラーラベルを離れて二日目の夜。最終的には睡すい眠みんの術をかけてもらったブランシェを吸きゆう血けつ鬼きの最高速度で代わる代わる運ぶという荒あら技わざにより、馬車でも五日はかかる道みち程のりを大幅に短縮することに成功していた。

　ちなみに道中レイヴンは何度も、「眠らせた神み子こ姫ひめを抱かかえて逃とう走そうか……この絵え面づら、捕つかまったら絶対言い逃のがれできねえよな……」と零こぼしていた。

「ええ……なんだか、心が洗われるようですね」

　すやすやと眠り続けていたおかげでこの時間でも全く眠気のないブランシェも、長い髪かみを払いながら広大な景色を見回す。彼女もまた神子姫特有の簡素な白い衣い装しようを脱いで、色いろ褪あせた青いドレスに身を包んでいた。レイヴンのもの同様、サーナキアが適当に拝はい借しやくしてきたものである。

　生まれは円周街、育ちは神子姫神しん殿でんであるブランシェにとって、雄ゆう大だいな大自然は懐かしいものではないはずだ。だが、どこか不思議な郷きよう愁しゆうも感じた。

「ああ、別に嫌いや味みのつもりじゃねえからな？　姫さん」

　曖あい昧まいな気持ちが表情に出てしまったらしく、レイヴンが気を遣つかってくれる。

「いえ、そんなつもりは」

「大丈夫ですよ、あなたにそんな知能があるとは思っておりませんので」

　ブランシェより先に応こたえたのは、言わずもがなのサーナキアである。上下共に真っ黒という、いつもと逆の配色のせいか、妖あやしい美び貌ぼうが一層際きわ立だって見えた。

「てめえなあ……」

　恒こう例れいの嫌味が続くかと思いきや、珍めずらしくサーナキアはレイヴンを認みとめる発言をした。

「ですが、確かにあなたの故郷というのは盲もう点てんでしたね。しかも、まさかこことは」

　最初レイヴンが「俺の家」に行こうと言い出した時、サーナキアはもちろん鼻はな白じろみ、ブランシェさえ一いつ瞬しゆん彼の精神状態に不安を感じた。円周街の一角、付近によくある集合住宅が家だと聞いていたからだ。

　案あんの定じようの誤解に苦笑したレイヴンは、「あのな、俺はそもそもラーラベルの出身じゃねえんだよ」と言い、ブランシェにも最近馴染み深い土地の名前を口にしたのだ。

「グレイドル様は、ヒルデン高地のご出身だったのですね」

「王家に出すような物を作っている地域とはちょっと離れちゃいるが、同じ地域の中じゃある。ラーラベルに行ったらガキの頃から散々食った物がどれもこれも贅ぜい沢たく品ひんで、びっくりしたな」

　小国の集合体であるオリオロンは、広い国土に多様な文化が散らばっている。ヒルデン高地は帝国に組み入れられる前から遊牧や酪らく農のうがさかんで、トーマが喜ぶ高級食材の産地として名高い。

「そういう訳で、飯めしは素そ朴ぼくだがうまいし、貴族連中と付き合いがある大農家以外に中央の情報が届くのは限りなく遅おそい。人間が少ないから『魔ま族ぞく』の襲しゆう撃げきも少ない。当面の潜せん伏ぷく先さきとしては最善だろう」

　そこでレイヴンは、急に難しい顔になった。

「……だがその前に、ちょっとした障しよう害がいを排はい除じよしなきゃならねえ。あんたたちは、とりあえずここで待っていてくれ」

　そう言い置いたレイヴンが、草原をかき分けて歩いていく。星の光に紛れている人家を目指しているようだ。

　遠くなっていく背中を見送ったブランシェは、夜風になびく髪をまた払った。手に馴染んだものより重くてべたべたした感かん触しよくが、少し不快だ。

「きれいなところね、サーナキア」

「ラーラベルと違って、見通しがいいのは間違いないですね」

　さらりと言ってのけた後、ついでのように付け加える。

「ここの景色には、その色の髪のほうが田舎いなか臭くさくて馴染みますよ」

「……ありがとう、サーナキア。気を遣ってくれて」

　レイヴンとは違うが、サーナキアが常に自分のことを考えてくれているのは分かっている。淡あわく微笑ほほえんだブランシェは、染そめ粉こで茶色く染まった髪にそっと触ふれた。

　サーナキアの幻げん術じゆつに美貌という眼くらましがあっても、ブランシェはラーラベル全土で一番の有名人だ。明確な顔形までは分からなくても、神子姫の象しよう徴ちようである見事な銀ぎん髪ぱつは誰だれもが知っている。

　そのため、染め粉で目立つ特とく徴ちようを覆おおい隠かくした。子供の頃、娘を神殿に取られたくない母がしたのと同じように。

「変ね……私は銀色の髪が、ずっと嫌きらいだったのに。やっぱり少し、落ち着かない」

　原始的な恐きよう怖ふと安らぎを包ほう括かつした自然の景色のせいだろうか。意い図とせず漏もれた本ほん音ねに、ブランシェは慌あわてた。

「あ、でも、銀髪が神子姫の証あかしだもの！　これまで以上に神子姫らしくしないといけないのだから、むしろ慣れないくらいで当然よね……!!」

「……どうでしょうね」

　この景色の前では、サーナキアすらも勝手が違ちがうのだろうか。何事かを口に含んだ表情で、黙だまり込んだ。しかしその眼は、静かにブランシェを見ている。

　切なげなものを含ふくんだ視線に気付かぬまま、ブランシェは再びレイヴンが去っていった方向を見た。

「でも、少し残念だわ。ラーラベルのグレイドル様のおうちにも、行ってみたかった。前は、お邪じや魔まし損そこねてしまったから……」

「前？」

　いぶかしむサーナキアに、そういえばこのことは話していなかった、と思い出す。

「ほら、以前グレイドル様が私をさらった時……ちょうど今みたいに、隠れる場所を探して、ラーラベルのおうちに行ったの。騎士団の見張りが厳しくて、結局中に入れなかったのだけど」

　だから、クリスティアンの家に行くことになったのだ。ほろ苦い思いを嚙かみ締しめているブランシェに、サーナキアはぞっとするほど美しく笑った。

「なるほどなるほど、ツレコミヤドの次は自分の家に連れ込もうとしていたと。殺す」

「サ、サーナキア？」

　見えない圧のようなものを感じ、怯おびえるブランシェの耳が別の物ぶつ騒そうな声を拾った。

「この馬ば鹿か息子むすこッ、ぶっ殺す!!」







　静かな夜の草原に、怒ど鳴なり声の応おう酬しゆうが響ひびき渡る。あ然としているブランシェたちの側へ、その声は次し第だいに近づいてきた。

「何度言っても、帰って来なかったくせにッ!!」

「俺が悪かった、悪かったよ、謝る!!」

「いきなり女連れとは、どういうつもり、だいッ!!」

「お袋ふくろ、頼たのむから落ち着いてくれ!!　あんまり目立ちたくねえんだって!!」

　両手に山刀を構えた中年女性に追いかけられながら、レイヴンが必死に彼女をなだめようとしている。見る間にブランシェの眼の前までやって来た二人は、互いにぜいぜいと喉のどを鳴らしながら立ち止まった。

「ああ、くそ、しょうがねえな……移動に体力を使いすぎた……」

　自みずからの膝ひざに手を突いたレイヴンは、うつむいて息を整えている。

　中年女性の足もその世代の平均から考えると相当速かったが、吸血鬼が振り切れないほどではないはずだ。ラーラベルからここまでの移動による消しよう耗もうが激しいのだろう。

「グレイドル様の……お母様？」

　一方ブランシェは、レイヴンが「お袋」と呼んだ女性に釘くぎ付づけだ。言われてみれば確かに、背が高くてしっかりした体つきであること、日に焼けた肌はだや意志の強そうな目元はよく似ている。

　そしてレイヴンの母親も、ブランシェとサーナキアに注目している。その唇くちびるからうめくような声が漏れた。

「……あんた、しかも二人も……」

「違う、金きん髪ぱつは男だ！　とにかく得え物ものを下おろせよ、姫さ、いや、あの子がびっくりしちまってるだろ!?」

　少ない体力を振り絞しぼってレイヴンが叫さけぶと、その母はしみじみとした表情になった。

「そうかい、そっちの子が本命かい……大丈夫だろうね、あんたは男友達は多いけど、おとなしそうな女の子には怖こわがられちまうから……」

「そういう関係じゃねえ!!　とにかく、ちょっと、待ってろ!!　得物をしまってな!!」

　勝手に何かを理解している母に怒鳴り散らすと、レイヴンはいきなりブランシェとサーナキアの手を取った。そのまま数十歩ほど小走りして、母から距きよ離りを取る。

「えー、薄々分かってるとは思うが、俺のお袋。名前はアデル・グレイドル。『烏からすの止まり木』っていう酒場の女主人で、あのとおり気が強い」

　慣れた手つきで山刀をしまう母アデルを、彼は辟へき易えきとした表情で見やった。

　ブランシェもレイヴンの家が小さな酒場を経営していることは事前に聞いていた。宿屋も兼かねているため空あき部屋はあるので、しばらく置いてもらおうという心づもりだったのだが……

「……大丈夫ですか。お母様は、私たちのことを……」

「案の定、ラーラベルがどうこう、っていう話はまだこっちには来てねえらしい。田舎様さま々さまだな」

　いったん笑顔でブランシェを安心させてくれたレイヴンだが、すぐに渋じゆう面めんに戻もどった。

「だが、俺が女連れて帰ってきたと知って、なんつーか、誤解してる。どうにかするから、ちょっと待っていてくれ。やっぱり先に一報入れとくべきだったかな……」

　ぼやくレイヴンに、サーナキアが意外なことを言った。

「いや、誤解を解く必要はないのでは？」

「え？」

　ブランシェは当とう惑わくの声を上げ、レイヴンはこんな時に、という顔をした。

「サーナキア？　おい、何言ってやがる」

「おやおや、分かりやすい誤解抜ぬきで、わたくしたちの関係をどう説明するのですか？」

　冗じよう談だんのつもりではないのだと、サーナキアは真ま面じ目めな顔で質問してきた。

「それは、道中打ち合わせしただろ。まず俺は、元々病気療りよう養ようっていう触れ込みで神殿にいたんだ。本格的に体を治すために、こっそり田舎に帰ってきたとお袋には話した。あんたと姫さんは神殿勤めをしていた縁えんで知り合った、と言った。もちろん、身分はちゃんとごまかしてある」

　王家と聖せい界かい騎士団が起こした醜しゆう聞ぶんの犠ぎ牲せいとなり、処しよ刑けいの憂うき目に遭あった「悲劇の英えい雄ゆう」レイヴン。

　現在は「救国の英雄」の座に返り咲いたものの、体調を崩くずして神殿で療養中というのが公式に発表された彼の物語だ。

「ええ、完かん璧ぺきな筋すじ書がきです」

　ブランシェにはなんの問題もないように感じられたが、サーナキアは肩かたを竦すくめるだけ。

「世間知らずの神子姫様は納なつ得とくするでしょうがね。性別を超ちよう越えつしているとはいえ男のわたくしはまだしも、神子姫様はなんの理由で連れてきたと聞かれるに決まっているでしょう。大体それでご納得いただけていないから、追いかけられたのでしょう？」

「……いや、それは、ほら、治ち療りよう術じゆつを使えるとか……」

　レイヴンも、設定に無理があることは薄うす々うす分かっていたらしい。苦しい反論を試こころみるものの、サーナキアの追い打ちは容よう赦しやなかった。

「そんな演技力を、この方に求めますか？」

「だ、だだ、大丈夫！　私……やり遂とげてみせます!!」

「……分かったよ」

　かつてブランシェが放った「おねだり」攻こう撃げきを思い出したのか、うそ寒い表情でレイヴンは匙さじを投げた。あまり彼女のほうを見ないまま、口の中でぼそぼそ言う。

「アレだろ、アレ。その……将来を誓ちかった仲で……故郷を見せたい、とかいう」

「すいません、わたくしにそういう趣しゆ味みはありませんので」

「てめえじゃねえよ、姫さんとだよ!!」

　条件反射で思い切り突っ込んだレイヴンの顔が赤くなる。途中まで意味が分かっていなかったブランシェの頰ほおも、一いつ拍ぱく置いて同じ色に染まった。

「わっ……私が、グレイドル様と、将来を誓った仲……？」

　とんでもない。それは「普通の女の子」が目指す至高のゴールではないか。そんな、畏おそれ多い。

「あっ、やっ、だだだ、だめ、だめっ!!　そんな……そんなことをしたら、ますますアルシェイラ様に誤解されてしまいます!!」

「ですが、英雄殿のお母様に誤解していただかないと、匿かくまっていただけないかもしれないですよ？」

　会話の内容が気になるのか、さっきからそわそわしているアデルをサーナキアは振り返ってみせた。

「それにあなたには、当面神子姫は封ふう印いんしていただきますから。きっとアルシェイラも見み逃のがしてくれますよ」

「封印？」

　思わず、茶色く染まっている髪に触れてしまう。

「てめえ、さっきから何を勝手に」

「そうですね、美しき兄サリアの平へい々へい凡ぼん々ぼんな妹、シュリーということでいいでしょう」

　口を挟はさむ機会を窺うかがっているレイヴンをさえぎり、サーナキアは独走態勢だ。

「わたくしたちの正体が露ろ見けんすれば、何も知らずに匿った英雄殿のご家族にも迷めい惑わくがかかります。幻術である程度は手助けしますが、限度がありますからね。はい、あなたはたった今から英雄殿の恋人、『普通の女の子』シュリーです」

「てめ、さっき姫さんに演技を期待するなと、っ!!」

　白い指先が、眼にも留まらぬ速さでレイヴンの額ひたいを弾はじく。しぐさとしては可か愛わいくさえ見えたが、衝しよう撃げきは全く可愛くなかったらしく、レイヴンは危あやうくひっくり返りそうになった。

「何しやがる!!」

「早速だめですね、英雄殿。わたくしの妹の恋人として、相応ふさわしい態度をよろしくお願いします」

　額を押さえてわめくレイヴンに、サーナキアはちっちっと指を振ってみせた。

「どうせここにも長居はできないでしょうから、ほんの少しの辛しん抱ぼうです。お二人とも、よろしいですね？」

　言われてブランシェとレイヴンは、思わず顔を見合わせた。

　神殿の外には顔が売れていないサーナキアはまだしも、ブランシェとレイヴンは美しい偶ぐう像ぞうとして世間に広く知られすぎている。遅かれ早かれ追っ手はかかるだろうが、少しでも危険を減らすためにも、関係性を偽いつわっておいたほうが安全だという理り屈くつは分かる。

「で、でも」

「あのな、それはちょっと」

「言っておきますが、代だい替たい案あんのないただの嫌いや々いやは聞きませんよ？　英雄殿もお疲つかれのご様子ですが、わたくしもラーラベルを離れると吸きゆう精せいの精度が落ちます。いつまでも幻術頼だよりでは困りますからね」

　無論、代替案などある訳がない。

「結構。ではわたくしが、英雄殿のお母様に状じよう況きようを説明いたしましょう。大丈夫、『染せん心しん』は使いませんのでご心配なく」

　明確な否定が出ないことを肯こう定ていとみなしたサーナキアは、極ごく上じようの笑えみを浮かべてアデルに近づいていった。

「大変失礼いたしました、アデル様。息子さんにはいつもお世話になっております。まあ、その分相当お世話もしておりますが……」

　毎度の調子でサーナキアがしゃべりだしたが、あまり耳に入ってこない。いつの間にかじっとりと汗がにじんだ手の平を、ブランシェは何度も握にぎり締めた。

「え、あ、あの……えーと」

　レイヴンの顔を見上げ、眼が合う瞬間逸そらした。この空気の中、一体何をしゃべればいいのか分からない。

　神子姫として、騎き士しと会話をすることにはある程度慣れたつもりだった。だが現在のブランシェは「普通の女の子」で、シュリーで、レイヴンと将来を誓った仲で。

「か、髪、結んだり、しましょうかっ!!　そうしたら、印象がもっと変わるかも!!」

　何かにすがりたくて思わず摑んだ自分の髪を、ブランシェはとっさの話題に選んだ。

「あの、好きな髪型とか、ありますっ？　どうせなら、グレイドル様のお好みに合わせます!!」

　勢いで見上げた途と端たん、今度はレイヴンにさっと眼を逸らされる。混乱と興こう奮ふんで汗ばんだ体が、一気に冷たくなった。

「……あ……そ、そうですよね、ごめんなさい。サーナキアならとにかく、私などでは迷めい惑わく……」

「レイヴン」

　遠い星へと視線を投げたまま、レイヴンが急に名乗った。

「え？　私はブラ……いえっ、シュ、シュリーです!!　『普通の女の子』です!!」

「……いや、そういうことを言いたいんじゃなくてな」

　ブランシェの演技力を試すため、引っかけようとしている訳ではなかったらしい。苦笑が聞こえたが、彼は相変わらず遠くを見たままだ。

「だったらどうして、こちらを向いて下さらないのですか……？」

　サーナキアには口答えこそしなかったが、今の反応を見る限り、不満を表に出さないだけなのだろう。悄しよう然ぜんと肩を落として尋たずねると、ややあってレイヴンが大きなため息をついた。

「あんた本当に、そうやって『染心』を使ってくるの、いいかげんにしてくれよ……」

「え？　そんなつもりは……でも、申し訳ありません、グレ……、！」

　唇にあたたかな感触。

　瞬間、二度の口づけの記き憶おくが脳のう裏りを過よぎった。だがそれは早とちりだった。

　ブランシェの口元を手の平で覆ったレイヴンは、開き直ったようにまっすぐ彼女の眼を見ている。

「グレイドル様は、『普通の女の子』の呼び方じゃねえから。だから、レイヴン。……前に何度か、呼んでくれたことがあったろ。な、シュリー？」

　サーナキアに「どうしても相手に気持ちを伝えたい、ここぞという時にだけ、名前で呼ぶのです」と何度か指導されていたことは覚えている。

　だが最近は特に伝えようとしなくても、レイヴンとブランシェの気持ちは同じだった。名字で呼びかけても問題なかった。

　それなのに、「普通の女の子」になると常に名前で呼びかけなくてはならないのか。恐ろしい！　これ以上気持ちを伝えたら、余分なことまで伝わってしまいそうなのに。

　しかし、「普通」に振る舞えずぼろが出たら、アデルにまで迷惑が波は及きゆうするのだ。……山刀を振り回して追いかけてくるぐらい、息子の身を案じていた母に。

「は、ははは、はい、覚かく悟ごを決めます……!!」

　悲ひ愴そうな決意を固く握った拳こぶしで表現すると、レイヴンは小さく笑ってくしゃりとその髪を撫なでた。

「!?　グレイ……いえ、あの、レイヴン、様、いえ、レイヴンさん……？」

　突然の事態に、ブランシェは先日一人称が迷走していたトーマの二の舞を踏ふんだ。茶色く染まった頭をレイヴンはさらに軽くひと撫でして、

「それと、髪型はそのままでいい。あんたは銀髪が一番だとは思うが、茶髪も悪くねえよ、シュリー」

　そして、何やらアデルと歓かん談だんしているサーナキアに苦々しい顔で近づいていった。

　ブランシェはといえば、草むらにへたり込みそうな自分を支えるので精せい一いつ杯ぱいだ。

「……レイヴン……さん、こそ、連続『染心』、やめて……」

　向こうでは「人のお袋に色目使ってんじゃねえよ！」「人の妹に色目を使うからでしょうが！」「あんた、サリアさんの悪口は許さないよ！」と罵ののしり合う声がかしましいが、ブランシェの心はレイヴンに染められている。他のことは何も入ってこなかった。







　ヒルデン高地の中ではあまり目立たない小さな集落の中、常連客とたまに来る旅人相手に堅けん実じつな商売をしている「烏の止まり木」。そこの一室に間借りさせてもらい、情報収集をしながら反はん撃げき態勢を整える。

　その前提は「烏の止まり木」に来て四日目の夜、大おお賑にぎわいの宴えん会かいの席で完全に崩れ去っていた。

「……やっぱ、他の手を考えるべきだったんじゃねえかな……」

　古びた木製の椅い子すに腰こし掛かけたレイヴンは、エールが入ったグラスを形だけ抱えてうなり続けている。向かい側でブランシェは、好意的だが無ぶ遠えん慮りよな視線を浴あびながらひたすら身を縮めていた。せっかくのアデルお手製の蜂はち蜜みつ酒しゆも、満足に味が分からない。

「レイ、お前、すげえべっぴんさん引っかけてきたなあ!!」

　エールで満たしたグラスを片手に近づいてきたのは、昔レイヴンと一緒に野山を駆かけ巡めぐって遊んでいたという幼おさな馴な染じみの青年だ。二十席しかない「烏の止まり木」は、椅子はもちろん酒さか樽だるの上にまでレイヴンの知り合いたちで満杯である。

「……本当に、とんでもねえべっぴんさんだ……やべえぞ、これは」

「おや、なかなかの審しん美び眼がんをお持ちではないですか」

　ブランシェの隣に座ったサーナキアは、朝あさ摘づみの香り青葉のサラダをつつきながら華はなやかに微笑んだ。

「眼ぇ腐くさってんのか、そいつは男！　俺の恋人はこっちだ!!」

　どいつもこいつも、とかんかんのレイヴンに合わせ、ブランシェはぴんと背筋を伸ばして立ち上がった。

「そうです……私がっ、レイ、レイヴンさんの恋人を務つとめております、シュリーでございます!!」

　一瞬、流しの楽団が奏かなでる賑やかな音楽以外の音がぴたっと止まった。次の瞬間、どっと笑い声が上がる。

「やー、本当、レイは意外な子を選んだな？」

「そうでもないんじゃない？　ほらあいつ、お嬢じよう様さまとかに弱かったし」

「普段男としかつるんでねーから、そこそこもてるのに免めん疫えきがないんだよなあ」

　好き勝手な選評を述べるのは、いずれも近所の住民だ。中にはレイヴンが恋人連れで戻ってきたと知って、わざわざ出で稼かせぎ先から戻ってきた者もいるとか。

「はっはっは、田舎には格かつ好こうの娯ご楽らくを提供してしまったようですねぇ」

　サーナキアは面おも白しろがっている様子であるが、レイヴンの機き嫌げんは下降の一いつ途とだ。この状況でも酒に逃にげられないのだから、無理もないが。

　レイヴンは一応、母に口止めしたのである。療養のために帰ってきたというのは気き恥はずかしいし、恋人とその兄まで連れてきたことをからかわれるのも嫌だから、黙っていてほしいと。

　だからアデルは、「あたしからは言わなかったよ」と胸を張った。「でも、ここは酒場だよ？　人の出入りが激しい場所なんだし、変化がありゃ分かるだろ。あんたが体を壊こわしたって話は、なんとなく聞いてたしね。みんな心配してくれてたし、だからしょうがないじゃない？」

　要するに酒場として使われている一階に来た客が、普段は人ひと気けのない二階の宿屋に気配を感じ、アデルに尋ねたらあっさり口を割ってしまったのである。都会で一ひと旗はた揚あげたレイヴン、しかも恋人付きとなれば放っておく手はないという訳で、物見高い人々が連日詰つめかけているのだ。

「う、うう……」

　顔から水蒸気を噴ふき出しそうな思いで、ブランシェは声もなく椅子に沈んだ。それすらも、気はいいが遠慮はない人々の格好のおもちゃである。

「真まっ赤かになって、可愛いなあ」

「都会にも垢あか抜ぬけない子ってのはいるもんだねえ。あはは、悪口じゃないよ、すれてなくていいって話だから!!」

「あ、あの、あのあの、私」

「うっせえうっせえ、散れ散れ！　全く、だから田舎は嫌なんだよ……!!」

　苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔で叫んだレイヴンは、喉が渇かわいたのかエールに口をつけた。途端にその目元が歪ゆがむのが見えてしまい、ブランシェはいたたまれない気持ちになる。

　ラーラベルから遠く離れたこの地の暖かな雰ふん囲い気きにより錯さつ覚かくしそうになるが、こうしている間にも事態は確実に悪化しているのだ。

　ラーラベルを出しゆつ立たつしたあの日、騒そう動どうに紛れて一度王城に侵しん入にゆうしたというサーナキアによれば、トーマは術で眠りに落とされた状態だったという。イグナシアスに見つかりそうになったのですぐに取って返したそうだが。

　まだ人間でしたよ、と言われて、レイヴンは心底ほっとした顔をしていた。だが兄も弟もすでに「魔族」である上に、ギルディアスは王族の「魔族」化に肯こう定てい的てきだった。トーマと対等な目線で話し、ブランシェたちに独り言で助言をくれた彼に、どこまで期待していいのだろう。

「シュリー、気分でも悪いのか？　無理もねえよな。酒臭いわ、うるさいわ」

　暗い顔に気付いたのか、まるで中身の減っていない杯さかずきを置いてレイヴンが話しかけてきた。

「いえ、大丈夫です。最初は確かに戸と惑まどいましたが、もうだいぶ」

「いや、気分が悪いよな」

「そんなことはありません。自家製の蜂蜜酒、とってもおいしいですし！　本当です、もう味が足りないなんて思っておりませんし!!」

「いやいや、気分が悪いよな？　外に連れ出してほしいよな？」

「シュリー、空気を読んで下さい」

　サーナキアのほうが空気を読んで助け船を出したところ、さっきの幼馴染みの青年が話しかけてきた。

「ところで、レイ。ラーラベルで何かあったのか？」

　そのひと言で、一気に場が緊きん張ちようした。気付かないのは言った本人だけだ。

「……へえ、なんでそう思うんだ？」

「山の上の、王家御ご用よう達たしの連中がさ、訳の分かんねーこと抜かしてやがったんだよ。なんだっけな、帝てい王おう様が化け物になって、手下の化け物を増やしてる？　とか？」

　話が荒こう唐とう無む稽けいすぎて、現実のものと思えないのだろう。あいつら酔よってんのかな、と朗ほがらかに笑う酔っ払いに、サーナキアが微笑みながら尋ねる。

「しかし、手下の化け物が増えているにしては、何も混乱がないですね？　『魔族』というのは見境もなく、まるで人間を憎にくんでいるかのように襲おそいかかってくるものでは？」

「だっろー!?　発注だっていつもどおりだし、何が起こってるってんだよなあ。あいつらラーラベルのお偉えら方がたとつるみすぎて、おかしくなっちまったんじゃねーの？」

　ラーラベルとの繫つながりの濃のう淡たんにより、同じ地域内でも微び妙みような階級意識が生じているようだ。ついでのように鬱うつ憤ぷんを吐き出す彼に、レイヴンはぼそりと言った。

「……そりゃ、今回は味覚操そう作さなんかしないだろうからな」

「レイ？」

「なんでもねえよ、面白い話だと思ってな……」

　物もの憂うげな眼でグラスの縁ふちを弾くレイヴンが、落ち込んでいると勘かん違ちがいしたようだ。幼馴染みの青年は、明るい笑顔を作ってみせた。

「お前は俺たちの誇りなんだからさ。さっさと前線に戻って、ばんばん活かつ躍やくしてくれねえと困るぜ。じゃあな!!」

　エール片手に彼が他の卓たくに移動したのを皮切りに、レイヴンが立ち上がった。

「シュリー、部屋に戻ろう」

「え……」

　周囲にはまだ、レイヴンに話しかける機会を窺っている人々が大勢いる。今の話ももっと詳くわしく聞くべきでは、と思って戸惑うブランシェの耳元に、レイヴンがささやいた。

「下へ手たに印象を残すと、まずいだろ。それに、俺も……あんまり長い間、大勢に囲まれていると、やばい」

「──ごめんなさい！」

　神子姫神殿付近に比べれば、ヒルデン高地の大地から得られる精せい気きは濃のう度ども総量も段違いに少ないという。レイヴンの飢き餓が感かんは日に日に増しており、そんな状態で大勢の人間に取り囲まれていては、情報収集どころではあるまい。

「苦しそうですね、英雄殿」

「ここじゃ、神殿みたいにはいかねえからな……」

　ぼやくレイヴンは早くも苦い顔だ。サーナキアの嫌味に付き合える精神状態ではないらしい。

　だがサーナキアは、白い指先で優しく彼の肩を押した。

「なら、これ以上辛しん気きくさい顔をして、お母様の商売の邪魔をすべきではありませんね。シュリーと一緒に、さっさと部屋に戻りなさい。わたくしはもう少し、ここでみなさんとお話ししております」

　言い口は相変わらずであるが、そこに込められた意図は明白だ。レイヴンはびっくりした顔をして聞き返した。

「……大先生、酔ってるのか？」

「そちらが酔っているようですね、物理的に眼を覚まさせてあげましょうか？」

　慌てて身を引くレイヴンに、彼は猫ねこでも追い払うようにしっしっ、と指を振った。

「病気療養の真実味は増しますが、酒場にいていい顔色ではないですよ。さ、シュリー、支えてあげなさい」

「は、はい」

　言われるまま、ブランシェはレイヴンの側に寄り添そった。ただし彼が身を硬かたくしたことには気付いたので、接せつ触しよくはしないように努つとめる。

「申し訳ありません、レイヴンさんがその……体調を崩したようで」

「ああ、本当だ、真まっ青さおだな」

「悪いなレイ、体調が悪いってのに騒さわいじまって」

　ばつが悪そうな人々をかき分け、ブランシェとレイヴンは二階に上がっていった。







　二階に上がりきる頃には、階下の騒ぎはまた復活していた。そのことに安心しているブランシェから、レイヴンがすばやく距離を取る。

　彼はそのまま、よろよろといくつか並んだ部屋の一室に入り、寝しん台だいの上に座り込んだ。こざっぱりとした室内に置かれた調度品は高価ではないが趣味が良く、一部は五年ほど前に亡なくなったレイヴンの父の手作りだそうだ。

　ここは元々、実家で暮らしていた頃のレイヴンの部屋だった。ただし彼がラーラベルに出て来た後、アデルが宿泊客用に勝手に解放してしまっていた。その事実を知ったレイヴンは「何が帰って来いだ、俺の部屋ねえじゃねえか!!　散々仕送りさせておいて!!」と、しばらく怒おこっていた。

「苦しいのですか……？」

　あえて戸口に留とどまったブランシェが尋ねると、レイヴンは気け怠だるげに首を振った。

「……そうだな。吸血衝しよう動どうもきついし、ここで待ってるだけってのもつらいな」

　思わぬ、ではない。ブランシェも感じていた焦しよう燥そうを口にして、彼はやるせなく笑う。

「分かってるさ。サーナキア大先生さえ、様子見しかできねえ相手だ。今俺が突とつ撃げきしたって、死に急ぐだけだ」

　階下から漏れ聞こえる騒ぎがもの悲しさを増していた。本来ならレイヴンは、晴れて故郷に錦にしきを飾かざった英雄として、あの輪の中で気持ちよく酔っ払っていられたはずなのに。

「大々的に発表したって話だろ？　なのに、物流なんぞに乱れが出てねえのが逆に怖いぜ。もっともそろそろ、こっちに避ひ難なんしてくる連中がいてもおかしくないが……人間性を損なわない『魔族』化を、あいつが完全にモノにしてるってことだよな」

　伏ふせたまつげの陰かげで、瞳ひとみがなげやりな赤を帯びた。

「いっそ、『神しん魔ま』とやらにしてほしいもんだな。そうすりゃあの入いれ墨ずみ野や郎ろうと、渡り合えるかもしれねえ……」

「──レイヴン様!!」

　反射的に、ブランシェは叫んでいた。一瞬眼を丸くしたレイヴンが、はかなくも苦く笑う。

「……『染心』、か」

「えっ、あ、あ、ご、ごめんなさい!!」

「いや、いいんだ。助かった。弱よわ音ねを吐いて、悪い」

　騎士の誇りを自ら手放すところだったと、彼は謝罪してくれた。

「ごめんなさい……私がちゃんと、立派な神子姫として、あなたを嫌えなかったから……」

　かえって身の置きどころがなくなったブランシェの耳に、床ゆかが軋きしむ音が聞こえた。

　レイヴンが立ち上がって、こちらに近づいてきている。

「グレ……いえ、レイヴン、さん……？」

「今はグレイドル様でいい」

　互いの領域を守った堅かた苦くるしい呼称。今こそそれが必要だと言うくせに、レイヴンは距離を詰めてくる。守るべき境界線を、踏み越えて。

　構えを取りかけて、迷った。「普通の女の子」はたぶん、ここで回し蹴げりは放たない。

　ならば「噓うそ泣なき」か、「可愛いおねだり」か。判断がつかないうちに、気がつけばレイヴンとの距離は一歩分ほどしかなくなった。

「だめ、です！」

　いったん逃れようと廊ろう下かに出ようとした間際、手首を摑つかまれてしまう。ぐっと引き寄せられて、心臓の鼓こ動どうの音が重なるぐらいまで体が密着した。

「ふ……『普通の女の子』とは!?」

　混乱のあまり哲てつ学がく問答めいた言葉が口を衝ついたが、レイヴンはかすかに笑っただけだ。そしてさらに、混乱させるような願いをささやいた。

「悪いついでに……一瞬だけ、神子姫に戻ってくれねえか」

「え」

「あんたの血の匂においが甘すぎて、これ以上もちそうにない。この間みたいに……俺を、突き放してくれ」

　耳じ朶だを舐なめるように吐と息いきが這はう。神子姫としても「普通の女の子」としても、なんらかの対処をしなければならないと、心臓が最大限の警けい鐘しようを鳴らしている。

　だが、魔の飢うえと人の誇りの間で震ふるえる声には、その警鐘を飛び越えて心を揺ゆさぶる力があった。……これは「染心」とは違うものだと、不意にブランシェは気付いてしまった。

　おそらくは今の自分がシュリーだからだ。神子姫ではない、母が望んだ、「普通の女の子」。

　しかしレイヴンは、神子姫の正しさを欲している。

　少し考えたブランシェは、震える手を上げ、レイヴンの背中に回した。

「姫さん!?」

　狼ろう狽ばいしたレイヴンのほうがブランシェを突き放そうとしたが、逃がさない。ブランシェだって神子姫として成長するために、アルシェイラの好物を食べてばかりいた訳ではない。水準以上の戦せん闘とう能力を求めるサーナキアの教えに従い、鍛たん錬れんを積んできたのだ。

　今必要なのは、「普通の女の子」の進化形、恋人を得た女の子の持つ力。

「シュリーは、応おう援えんします」

　強こわ張ばった背を確かめるように撫でながら、レイヴンの眼を見上げる。驚きのあまり緑へ戻ったその瞳に、自分の顔が映うつっていた。

「負けないで。あなたは、あなたの理想とする騎士でいて」

　神子姫の正しさで彼をたしなめることはできる。突き放すこともできる。

　だがそれでは、同じことの繰くり返しではないか。頭を押さえつけて言うことを聞かせたところで、しょせん一時しのぎにしかならない。事実一時しのぎにしかなっていないから、レイヴンは以前と同じことを求めてきたのだ。

　これは彼の戦いだ。苦しくても、彼が勝たなくてはいけないのだ。

「……シュリー」

　かすれた声で名前を呼ばれた。その眼は初対面の時から変わらぬ色。

　ほっと息を吐いたブランシェは体を離そうとしたが、今度は逆にレイヴンの手に力がこもった。

「いや、ブランシェ」

「え」

　あえてシュリーとして対応した。レイヴンの様子から、確かに心は通じたと思ったのに、予想していた展開と違う。

「あ、あの、ちが、私、シュリー、『普通の、女の子』」

「そうだ」

　今度は片言になったブランシェを強く抱だき締めて、レイヴンは笑った。階下の人々ならきっと誰もが知る、照れくさそうな少年の笑顔だった。

「あんたは神子姫だけど、普通の女の子だよ。少なくとも、俺にとっては」

　神子姫と「普通の女の子」。その両立を認みとめてくれた唇が、ゆっくりと被かぶさってくる。
















「レイ、あんたに客だよ」

　出し抜けに声がして、二人は飛び上がった。いつの間にそこにいたのか、階段の上がり口に立ったアデルは特に表情を変えずこちらを見ている。

「ごごご、ごめんなさい！」

　ブランシェは思わず部屋の中に駆け込んで上うわ掛がけを被った。レイヴンは勢いで近くの壁かべにぶつかってしまい、反射的に吸血鬼の腕わん力りよくを発はつ揮きしそうになってもっと慌てながら怒鳴る。

「へ……、部屋に来る時は声ぐらいかけろよ！」

「思春期のガキでもあるまいし、何言ってんだか。大体ここはもう、あんたの部屋じゃないの！　それよりお客さん、待たせていいのかい？」

「今さら知るか！　他の連中と一緒に、勝手に盛り上がってりゃいいだろ!?」

　本日詰めかけている連中だって、別にレイヴンが招まねいた訳ではない。わざわざ呼びに来なくても、と愚ぐ痴ちる息子に、アデルは意外な客の正体を明かした。

「でも、ここらじゃ見ない顔だし、騎士団の人だって言ってるよ？　ダンティス・セイブルって人。知り合いなんだろう？」

「──ダンティスのおっさん？」

　覚えのある名を聞かされ、ブランシェも思わず上掛けの下から顔を覗のぞかせた。レイヴンの表情がたちまち引き締まっていくのが見える。

　ダンティス・セイブル。あごひげが似合う伊だ達て男おとこ。閑かん職しよくで楽をしたかった、などとブランシェの前でも平気でうそぶくような彼が、どうしてここにやって来たのか。

「分かった、そいつは確かに俺の客だ」

「今サリアさんと飲んでるよ。早く行きな」

「……ああ」

　促うながされ、レイヴンは今度は素直に階下へ向かった。ブランシェも急いで寝台を下りる。

「私も！」

「おっと」

　レイヴンを追いかけようとしたブランシェは、アデルにいきなり抱き留められて仰ぎよう天てんした。

「え、ええっ？」

「シュリーちゃん、あんたはこっち」

　そのまま、元レイヴンの部屋に引き戻される。ブランシェがついてくると思っていたレイヴンも、階段半なかばで立ち止まって眼を丸くした。

「お袋!?　よせよ、シュリー、こっちに来い！」

「だめだめ、あんたはあのちょっといい男と話してきな。女は女同士、話があるんだよ」

「ああ!?　まさかあのおっさん、お袋に色目使ったんじゃねえだろうな!?」

「買い被ってくれてありがたいけど、そんな訳ないだろ!?　全く、余計な心配してないで、さっさと行きな!!」

　頭の上から思いきり怒鳴ったアデルは、ふんっと鼻を鳴らして踵きびすを返す。レイヴンもダンティスの訪問は無視できないらしく、不安そうながらも階下に降りていった。







「あの、あの、違います、さっきのは……違います!!」

　レイヴンがいなくなり、アデルと二人になったブランシェは、少々今さらの感がある釈しやく明めいを始めた。

　実は「烏の止まり木」に来て以来、アデルと一対一で話すのはこれが初めてだ。きちんと挨あい拶さつしようと思っていたのだが、レイヴンは気を遣ってブランシェの側を離れようとしなかったし、仕入れだ接客だと忙いそがしいアデルに時間を作ってほしいとも言えなかったのである。

　それなのに、最悪の場面を見られてしまった。

「泥どろ棒ぼう猫ねこ？　お宅の息子さんを私に下さい？　違うわ、こういう時、こういう時は、なんて言えば……!!」

　ひとりで泡あわを食っているブランシェと違い、アデルはさばさばしたものである。

「別にいいんだよ、あんたはあの子の恋人なんだろ？　気持ちが盛り上がれば、口づけぐらいするさね」

　あっけらかんとした物言いに拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。サーナキアに聞いた話では、恋人の母親というのはどんな「魔族」より怖いものらしいのだが。

「そう、です、よね……『普通の女の子』、なら……」

　複雑な気持ちで言い淀よどむブランシェに、アデルが苦笑する。

「そう警けい戒かいしなさんな、取って食いやしないよ。馬鹿息子め、あたしのことをどう吹ふき込んだんだか。確かに山刀を持って追いかけたのは、ちょっとやりすぎだったとは思うけど」

「とんでもありません！　グレ……イヴン、さんのことを心配していたからこその山刀でしょう!?　私、感動しました!!」

　水色の瞳を輝かがやかせるブランシェに軽く眼を見張ったアデルは、苦笑いしながら肩を竦めた。

「あんたがいい子でよかったよ。……ちょっと頭はアレだけど、お兄さんがその分……いやその、都会で変な女に引っかかったんじゃないかと、あたしゃ心配してたからねえ……」

　気まずい部分をごまかすためか、アデルは痛いぐらいの力でブランシェの肩を叩たたいた。普段サーナキアに鍛きたえられているおかげで、さほどの衝撃ではなかったが。

「心配しなさんな、あの子は昔から近所のガキ大将でね。なんだかんだで、正義感は強い子だよ。きっとあたしに似たんだね」

「ええ、きっとそうですね!!」

　いつも景気よく言い合いをしているが、グレイドル母おや子この間に流れるぶっきらぼうな愛情はブランシェにも感じ取れている。

　神子姫神殿に納められた後、逃げ出したブランシェを母は受け入れてくれなかった。今となっては母の気持ちも分かるのだが、もしもあの時、心配のあまり山刀を振り回して追いかけてくるほどの愛情を見せてくれていたら。

　……そうしたらきっと、母は帝国の方針に逆らった罪でひどい罰ばつを受けていただろう。親子の形はそれぞれで、抱える事情も異なる。羨うらやんでも、詮せんないことだ。

「レイヴンさんには、本当にたくさん、お世話になっていますから。アデルさんがあの方をすてきな男性に育ててくれたのですね、ありがとうございます!!」

　暗い物思いを振り払って笑えば、いきなりわしっと頭を摑まれた。染め粉が移ってしまわないかと不安になるぐらい、わしわしと乱暴に髪を撫でられる。

「ア、アデルさん？」

　油断させておいて叩く、これが姑しゆうとめの恐ろしさ……！　と脳内サーナキアは何やら勝ち誇っているが、今のブランシェには分かった。

　息子と一緒だ。照れているのだ。

「大丈夫だよ、なるようになるし、あんたのことはレイヴンが絶対守ってくれるから。安心おし」

「──はい!!　私も、レイヴンさんをお守りします!!」

　神子姫は帝国の守護者。「普通の女の子」は恋の力で無敵になれる生き物。いずれにしろ、守られるだけの存在ではない。

　意気込むブランシェを見て、アデルは頼もしそうに微笑んだ。

「頼りにしてるよ、お姫様」

「え？」

　ぎくりとしたブランシェに、アデルは素そ知しらぬ顔で一階を指し示す。

「おっと、そういやさっきの旦だん那な、シュリーちゃんも一緒にって言っていたんだ。さ、行った行った」

「あの、今、なんて！」

「さあねぇ」

　肝きもの太い笑みを浮かべたアデルは、ブランシェの背中をぐいぐい押して彼女を階段まで押しやってしまった。







　混乱を引きずりつつも階下まで降りた時、いつの間にかそこに残っているのは四角い卓を囲んだ三人だけになっていた。レイヴン、向かい側にサーナキア、そしてその横にあごひげが特徴的な三十代の男性。

「他の連中には帰ってもらったからね。あたしももう上がるよ、おやすみシュリーちゃん」

　階段の途中まで降りてきていたアデルは、それだけ言って二階に戻っていった。

「おーう、来た来た、シュリーちゃーん」

　レイヴンに当てつけるような笑顔でひらひら手を振るのは、いつぞや神子姫神殿で顔を合わせたダンティスだ。胸むな元もとを開いたシャツ姿がいかにも遊び人風だが、どことなくあの軽けい薄はくな明るさが薄いように感じられた。

「姫……じゃない、シュリー、こっちに来な」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのレイヴンがブランシェを自分の隣となりの席に誘さそう。この場にいるのは関係者だけだと分かっていても、念には念を入れて、ということらしい。

「シュリーちゃんが来たんで、ざっと状況のおさらいといこうか。まず、現在ラーラベルの事実上の支配者は、真っ赤な髪のおかしなにいちゃんだ」

　誰のことを示しているかぐらい、ブランシェにも分かる。にわかに緊張を覚えながら、一応確認した。

「あの、イグナシアスさんという『神魔』ですね」

「らしいな。要するに、『魔族』の強化版だろ？　こちらにおわす、麗うるわしの教育係サマと同じ」

　ためらいを感じたが、すでにそのことは発表済みの話だ。何か言いかけたサーナキアより先に、ブランシェはまっすぐダンティスを見つめて小さくうなずいた。

「……そうです」

「それをあんたは知ってて、黙ってた。レイヴンの奴やつが、『魔族』になってるのも」

「……はい」

「大した面つらの皮だ。可愛い顔して、やるもんだな」

　レイヴンが怖い眼でダンティスを睨にらんでいるが、口を挟むことなく状況を見守っている。それがありがたかった。謂いわれなき非難ではない以上、ブランシェが対処すべきと任まかせてくれているのだ。

「弁解はしません。発表したところで、大混乱に陥おちいるだけだと思って黙っていました。それに……サーナキアは私を含めてこれまで神子姫を育ててくれていた『神魔』です。数百年間人を害したことなどありませんし、レイ……いえ、グレイドル様たちを人間に戻す方法は、なんとかして見つけ出したいと思っています」

「なるほど、ご高説どうも」

　一向に感じ入った様子もなく、ダンティスは素そっ気けない相あい槌づちを打つ。さすがにレイヴンが何か言おうとした矢先だった。

「ま、俺は薄々、そんなことじゃないかと思ってたんだけどな」

「え？」

「ああ、やはりですか」

　ダンティス以上に素っ気なく言ったのはサーナキアである。するとダンティスはにやりと笑って、

「さすが『神魔』サマ。ま、そういうことだよシュリーちゃん、レイヴン」

　展開が読めず、呆あつ気けに取られている二人に再度笑ってみせた。

「あんまり人間サマを舐めてもらっちゃ困るねえ。俺は世渡りだけで司令官殿の副官まで上り詰めた男だぜ？　王家や騎士団に世間の眼から隠されている部分があることぐらい、大体見当はついてたさ」

　そういえば初対面の際も、ダンティスはレイヴンの「病気療養」の件について探さぐりを入れてきていた。やはり彼は、トーマも渋しぶ々しぶ認めざるを得ないとおり、高い能力を持った男なのだ。

「だが、さすがの俺も、この事態は予測していなかった。イグナシアスの奴も書類で見る限り、口くち封ふうじに殺されたとばかり思っていたが……まさかあいつが、人間を次々と化け物に作り替え始めるとはねえ」

　ダンティスの言葉に触しよく発はつされ、ブランシェの脳裏に挿さし絵えで見たアルシェイラが蘇よみがえる。冷れい徹てつな表情で人間から「魔族」を生み出していた彼女。

「……どんな具合なんだよ。まだこの辺には噂うわさ程度しか届いていないが、ラーラベルはどうなっている？」

　ラーラベルの現状には話が及およんでいなかったらしい。レイヴンの質問にサーナキアも若じやつ干かん表情を改めて、ダンティスの返事を待った。

「王城内にいた連中は、軒のき並なみ『魔族』化の術を受けたようだな。失敗して死んだ奴が大勢。逃げようとして殺された奴も大勢」

　簡かん潔けつな言葉で語られる現実は重い。ブランシェは思わず口元を押さえた。

「だが、うまく適合し、中には重い病やまいから回復したようなのも何人か。そういう奴にとってはイグナシアス様々だな。特に帝王陛へい下かの心しん酔すいぶりはすごい。おかげで今では、あの赤毛が帝国の事実上の王さ」

　酒の肴さかなとして用意された干し肉をぶちりと嚙みちぎって、ダンティスは吐き捨てた。

「『魔族』化した騎士団連中が門を閉じちまったせいで、ラーラベルの人間は誰も逃げられない。今後は円周街の人間も順次、『魔族』化されていくだろう」

　さらに救いのない話をしてから、皮肉っぽく笑う。

「中には率そつ先せんして『魔族』化してくれ、と志願してる奴もいるらしいけどな」

「あんたは？」

　間かん髪はつを容いれず、レイヴンが尋ねた。刃やいばのようなその瞳を、ダンティスは飄ひよう々ひようとした笑顔で躱かわす。

「俺は見たとおり、ぴちぴちした人間のおっさんだよ」

「こんな時にふざけてんじゃねえ。素養がないとでも言われたから、逃げてきたのか？」

　イグナシアスの「魔族」化に失敗すれば、最悪死に至るのだ。それが嫌で逃げてきたのかとすごまれて、ダンティスは首を振った。

「逆だ。素養があるのですね、優ゆう遇ぐうしてやるのですねとあのにいちゃんに言われた」

　イグナシアスの特徴的なしゃべり方を真ま似ねしてから、また肉を引きちぎる。

「だが、冗談じゃねえよ。『魔族』になったら成長が止まるんだろう？　俺は若さに固こ執しつするようなちっちぇえ男じゃねーのよ、大人の渋しぶみってやつをもっと極きわめたいと」

「……あのなぁ」

「大体、俺だって一応騎士団の人間だぜ。『魔族』退治で飯食ってきたってのに、今さら奴らの仲間になんかなれねえよ。それに、名もない下したっ端ぱ貴族でしかないこの俺が、世渡りだけでのし上がったからかっこいいんじゃねえか」

　干し肉を嚙み嚙み、ダンティスは事もなげに言い切った。意外な理由を聞き、レイヴンが当惑したように彼を呼ぶ。

「……おっさん」

「水くせえな、お義と父うさんでいいぜ」

「てめえやっぱりお袋を口く説どいてんじゃねえか!!」

　一転して怒鳴ったレイヴンを、瞳を潤うるませているブランシェを、無言のサーナキアを、ダンティスは順じゆん繰ぐりに見た。いつになく真剣な眼まな差ざしだった。

「で、どうなんだよ。お前ら、どうにかできるのか？」

　楽隊も帰ってしまっている今、全員が黙れば室内は完全な無音になる。胃が痛むような沈ちん黙もくを、最初に破ったのはブランシェだった。

「──どうにかします。すぐには無理かもしれませんが……必ず、どうにかします」

　まだ、アルシェイラが望む神子姫の水準に辿たどり着けたとは到とう底てい思えない。根こん拠きよも手がかりもないに等しいが、諦あきらめてはいない。希望は捨てていない。

「……ああ。どうにかするさ。どうにか、な」

　少し間を置いて、レイヴンも彼女に同意する。悲愴な顔に先ほど「神魔」にしてくれれば、と言っていた姿が重なり、不安を感じたが、口には出せなかった。

「まあ、どうにもならなきゃ、俺はとりあえず帝国外に逃げるわ。ぼちぼちこの辺もやばくなってくるだろうよ、事を起こすなら早めにな」

　自分で振っておきながら、あっさり話を投げ出したダンティスが立ち上がる。レイヴンがまた怒鳴ろうとするより早く、サーナキアが声をかけた。

「ギルディアス殿でん下かに報告しなくていいのですか？」

「はは、案の定それもお見通しか。なに、会えれば話をしてくれと言われただけなんでね。ちなみにレイヴンの家に逃げた、と見当をつけたのは俺の勘かんだから褒ほめてくれていいぜ。じゃ、運が良ければまた会おう」

　閉へい鎖さされているというラーラベルからここまで、ダンティスがどうやって来たのかブランシェも不思議だったが、ギルディアスがこっそり手を貸してくれていたらしい。ひらっと手を振って外の暗闇に消えていった彼を見送ってから、レイヴンと顔を見合わせる。

「……どうにかするしか、ないですよね」

「だな。ここはやっぱり、ギルディアス殿下を一いちか八ばちか頼るしかねえか」

　イグナシアス抜きで「魔族」化していたせいか、ギルディアスの行動は彼に心酔しているものとは思えない。それが罠わなだという可能性はあるが、今のところ他に手を思いつけないのだ。

　ところが真剣に話し合う二人を尻しり目めに、サーナキアが突然立ち上がった。

「ではそろそろ、事を起こしましょうか」

「え、あ……そうね、セイブル様も事を起こすなら早いほうがいいとおっしゃっていたし」

　ひとまずギルディアスと内外で呼応する、という方針が定まったためかと思ったが、サーナキアは「何をおっしゃいますやら」と呆あきれてみせた。

「ギルディアス殿下を頼みにするのは危険ですよ。たとえ味方してくれたところで、あの方の素養は『神魔』にまでは届かない、とわたくしは見ております」

「じゃあどうするんだ、大先生の力で俺を『神魔』にするのか？」

　皮肉に問うレイヴンへ、サーナキアは静かに首を振る。

「そろそろいいでしょう。アルシェイラを、もう一度喚よびます」

　思わぬ言葉に、ブランシェとレイヴンは揃そろって絶句した。







「烏の止まり木」の裏に広がる、なんの変へん哲てつもない草原をサーナキアはアルシェイラ再さい召しよう喚かんの舞台として選んだ。

　真円からわずかに欠けた月が美しいが、それだけだ。用意らしい用意は何もなく、夜の散歩にでも出るような気安さで、彼は二人をこの場所に連れてきた。

「サーナキア、あの……大丈夫なの？」

　着替えもせず、手助けも請こわず、自然体で草原に立っただけのサーナキアにブランシェは恐る恐る尋ねた。

「ええ、神子姫を喚べないというのは、もちろん噓うそですし。わたくしほどの力があれば、大おお袈げ裟さな陣じんなど必要ありませんから」

「そうだと思っていたけど……そうじゃなくて！　わ、私……私はまだ、アルシェイラ様の眼にかなうような神子姫じゃないのに!!　むしろ……」

　つい先ほど、レイヴンと三度目の口づけを交かわしかけていたことを思い出す。レイヴンも似たような場面を思い出したのか、二人一緒に黙り込むと、サーナキアはゆっくりと首を振った。

「大丈夫ですよ。何度も言ったでしょう？　素養だけなら、あなたはアルシェイラ以上」

「だけど……」

「あなたはそのままで問題ありません。むしろ、わたくしの心の準備のために時間が必要だったのですから」

　意味が分からず、眼を見張るだけのブランシェにサーナキアは優しく微笑んだ。そして白い指先を、夜空に向かってかざす。

「アルシェイラ」

　能力の増ぞう幅ふく術じゆつまで使ったトーマが気の毒になるぐらい、簡素な呼びかけだった。

　だが、変化はすぐに訪れた。

『──サーナキア』

　きらめく月光を紡つむいだような銀髪。長い髪を結ゆい上げたアルシェイラの姿が、暗闇に音もなく像を結んだ。

「一度で来て下さいましたか、よかった。もっとも、あなたの気配は、ずっと感じておりましたが」

『一体なんの真似ですか』

　詰きつ問もんの声には苛いら立だちがにじんでいる。ブランシェは前回同様きゅっと心臓が縮こまるのを感じたが、反面、違い和わ感かんも覚えていた。

　最初の召喚の際の彼女は、ひたすらに神こう々ごうしく、格の違いを見せつけるような存在だったと強く記憶している。

　しかし前回と違って、妙みようにアルシェイラから受ける印象が人間臭いような……子供っぽい、ような。

「本日はあなたに、子供っぽい真似をやめてほしくてお喚び立ていたしました」

　サーナキアの唇から、奇くしくもブランシェが抱いだいた違和感と同じ言葉が漏れた。

「前回あなたは、神子姫様にはあなたの後こう継けい者しやたる資格がないと言いました。理由はそこの吸血鬼に、惹ひかれているからだと」

　白しら魚うおのごとき指先が、端たん的てきな表現と共にレイヴンを指し示す。銀ぎん杭くいでも向けられたような顔でレイヴンは硬こう直ちよくしたが、サーナキアの視線は不思議に柔らかい。

「ですが、あなたがブランシェに術を教えなかった理由は別です。あなたはブランシェに嫉しつ妬としているだけです」

　ブランシェは大きく眼を見開き、中空のアルシェイラも同じ表情になる。

『何をっ……、馬鹿な!!　私が、何を理由に!?』

「吸血鬼と心を通わせている彼女が羨ましかったのでしょう？　あなたとわたくしは、結ばれませんでしたから」

　月明かりが、長い金の髪にまぶしいばかりの輝きを与えていた。かつて「神魔」として畏れられていた時を思わせる黒い衣装で、サーナキアは何百年も封印していた想いを告げる。

「わたくしも認めます。あなたを愛していると」

『わ……』

「だからあなたも、わたくしを愛していると認めなさい」

『私は……、馬鹿な!!』

　ぐらぐらと心が揺れているのは明白ながら、最後のところでアルシェイラは踏みとどまった。

『ふざけないで、サーナキア。私には夫も子供もいます。あなたのような化け物など……!!』

　そう、マリアンデール以降数代の神子姫は、アルシェイラの血けつ縁えん上じようの子孫である。

「でも、この化け物が好きだったのでしょう？」

　今さらだと、サーナキアは曇くもりなき笑みを浮かべた。

「わたくしも、自分を滅ほろぼす可能性を持つあなたなどをと思いながら、どうしようもなく惹かれていました。……あなたが悪いのです。神子姫としても完璧な上に、『普通の女の子』としての魅み力りよくも兼ね備えていた」

　すねるような調子が混じった声は、まるで別人のような響ひびきを持っていた。アルシェイラはその声に「染心」を受けたかのように、呆ぼう然ぜんとしている。

「わたくしがわざと負けたことも、気付いていたでしょう」

『……それは』

「わたくしを完全に滅ぼさなかったのも、わざとですよね？」

『だから、それは……!!』

　泣きそうな声で、アルシェイラが首を振る。それでもサーナキアは動じず、ひたむきな情熱をもって語りかける。

「恥はじることはない。あなたは完璧な神子姫でした。あなたがいたから、わたくしはこの帝国を地図から消さずにいた。全てはあなたの功績です。だから……もう、自分の想いを、許してあげて下さい」

　この上なく優しい声こわ音ねが、震えるアルシェイラの全身を包む。やがて少しずつ少しずつ、その震えは収まっていった。

『……ごめんなさい、ブランシェ』

　わずかな震えを残した声で、アルシェイラがブランシェに頭を下げた。

「い、いえ、そんなっ!!」

　二人のやり取りに完全に聞き入っていたブランシェは、やや遅おくれて大きく首を振る。だがアルシェイラの表情からは威い圧あつ感かんも子供っぽさも消え失せ、妹を見守る姉のような穏おだやかさだけがあった。

『サーナキアの言うとおり。私は、あなたに、嫉妬していた……』

　己おのれの醜みにくさを直視するその眼は美しい。ブランシェがあこがれてやまない初代神子姫の瞳は、今や恋を成じよう就じゆさせた女の子の強さを内包していた。

『ブランシェ。私の、魂たましいの子孫』

「は、はいっ！」

　これ以上なく背筋を伸ばして答えたブランシェに、アルシェイラは小さく微笑んだ。そしてその眼は、ひどく神しん妙みような顔をしているレイヴンに向けられる。

『その男に惹かれていると認めますか。ならば、私の持ちうる限りの知識をあなたに授さずけます』

「えっ!?」

　ぎょっとするブランシェだが、レイヴンにはあまり驚いた様子がない。まるで、この展開を途中から覚悟していたかのように。

　──それとも勘のいい彼は、とうにお見通しなのだろうか。レイヴンと触れ合うたびにみっともなく一いつ喜き一いち憂ゆうする、己の情けなさを。

「私……」

　先ほどまでのアルシェイラ以上に、かたかたと声が、肩が震えた。それでも、これが初代神子姫に与えられた試練。

「私……ごめんなさい、グレイドル、様。あなたのことが……」

　あえぐように口を開いた途端、怒ど濤とうのように申し訳なさが押し寄せてきた。草原に髪が触れそうなほど頭を下げて謝罪する。

「ごめんなさい、本当にごめんなさい！　容色も冴さえない、神子姫としても発展途上の私が、『普通の女の子』みたいなことを言って……!!　だけど、だけど私は、きっとあなたの『染心』にかかってしまって、それで……！」

「『染心』じゃねえだろ」

　ぶっきらぼうな声にはっと顔を上げれば、レイヴンはやはり、あまり表情を変えないでこちらを見ている。ただし馬鹿にしたり相手にしていない、という訳ではなさそうだった。

「いや、ある意味『染心』なんだが……俺もずっと、そのせいにしたかったが」

　緑の瞳を固く閉じたレイヴンが、大きく息を吸って、吐く息と共に断言する。

「好きだ」

「──！」

「俺はあんたが好きだ、ブランシェ。ある意味サーナキア大先生以上に、いろいろ面倒な点があるのは分かってるが……それもひっくるめて、好きだ。初対面の時あれだけ嫌っておいて虫がいいとは自分でも思うが、好きなんだよ!!　言っておくが、あざとすぎるあんたが悪いんだからな!?」

　最後のほうは完全にやけくそだった。ほとんど怒鳴りつけるような告白を終えてから、どすの利きいた声で問う。

「あんたはどうなんだ」

「ご、ごめんなさ……」

　涙声でブランシェがつぶやいた。彼女が言わんとしていることが、レイヴンには正確に伝わっていた。

「断り文もん句くに聞こえるぜ、それ。こういう時はごめんなさいじゃねえって、前にサーナキアに言われてたろ？」

　いつだってブランシェの指針である、美しく賢かしこい教育係。

　思わず彼を振り向けば、サーナキアは小さく笑って首を振った。

「わたくしに聞かなくても、もう答えは決まっているのでしょう？」

　一いち抹まつの寂さびしさをまぶした微び笑しようは、切ないほどに美しい。

「ブランシェ。あなたは、アルシェイラの魂の子孫であり……わたくしにとっても、魂の娘むすめです」

　紅あかの瞳が、ちらりとアルシェイラを見た。見られたアルシェイラが気恥ずかしそうにうつむくほど、その眼には穏やかな愛が満ちている。

「……あなたの変化が、わたくしにも変化をもたらしてくれました。ですから、まあ、諦あきらめますよ。仕方がないのです、箱入り娘はいつだって、悪ガキに弱いものと相場が決まっておりますからね……」

　魂の家族であるサーナキアの言葉が、そっと背中を押してくれた気がした。声もなくうなずいたブランシェは、改めてレイヴンを見つめる。

「……ありがと、う、ございます……」

　レイヴンの姿は視界が水に溶けたようでよく見えないが、構わない。今のブランシェにはもう分かっている。

　初対面の際から「神子姫」ではなく「ブランシェ」を見ていた瞳。互いに理想を求めすぎ、相手を見ているようで見ていなかった視線がやっと、正しく嚙み合ったことを。

「私……神子姫としても、『普通の女の子』としても、レイヴン様のことが、だっ、大好き、です……!!」
















　寝入ったはずのアデルにまで聞こえそうな声で、ブランシェは泣きながら高々と宣言した。

「……お、おう、俺もだ……」

　つられて声を震わせるレイヴンを、すかさずサーナキアがからかう。

「英雄殿、さすがです。教えてもいない泣き真似が上手になりましたね？」

「ち、違う馬鹿、これは本当の……、てめえ引っかけてんじゃねえ!!」

　まんまと罠わなにはまったレイヴンが、潤んだ瞳をごしごし擦こすってごまかした。

『お見事』

　面白そうな表情で、アルシェイラもブランシェの告白を認めてくれた。

『では、約束どおり、私の持ちうる限りの知識をあなたに授けます』

　ところが彼女は、そこで少々決まりが悪そうな様子を見せた。

『ですが……期待させて申し訳ないのですが、私にも「魔族」化された人間を元に戻す術は使えませんでした』

「え!?」

「お、おい、ここまでさせておいてそれはねえだろ!?」

　ブランシェとレイヴンが悲鳴のような声を上げたが、アルシェイラはどこかサーナキアを思わせる笑みを浮かべ、

『大丈夫です。作成した術が、私の力では扱あつかえなかっただけ。サーナキアも認めたあなたなら、やり方さえ分かれば、きっとできる』

　月光を透すかした指先がブランシェに向けられた。清らかな銀色の光が全身を包み込んでいく。茶色く染まった髪さえも、全てが神子姫の色に輝き出す。

『オリオロンを頼みますよ、神子姫』

「はい……、はい、はいはいはいッ!!」

「神子姫様、はいは一回でいいですよ？」

　あこがれの神子姫の期待に全ぜん身しん全ぜん霊れいで応じようとするブランシェを、サーナキアが笑ってたしなめた。
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　初春というのが信じられないぐらい肌はだ寒ざむい夜だった。ラーラベルの下町、建物が密集した円周街では、狭せまい隙すき間まを抜き抜ぬけることにより夜風はさらに速度を上げる。

　イグナシアスの黒い長ちよう衣いの裾すそも風に煽あおられ、不ふ吉きつな鳥の羽のように広がっていた。小さな井戸を中心とした水みず汲くみ場ばに立つ彼の容姿は、ごみごみとした風景から完全に浮いていたが、赤い髪かみをした「神しん魔ま」に群むらがる人々はささいな違い和わ感かんなど気にしていない。

「ありがとうございます、イグナシアス様……！」

　たった今人間を辞やめたばかりの若い娘むすめが、瞳ひとみを潤うるませて彼を見上げる。素そ朴ぼくな茶色だったはずの瞳は「魔ま族ぞく」の赤に染そまり、月明かりに生き生きと輝かがやいていた。

「感謝は必要ないのですね。元々君に、素そ養ようがあったのですね」

　彼女に向けてかざしていた入いれ墨ずみだらけの腕うでを引っ込めて、イグナシアスは淡たん々たんとつぶやく。

「ふざけないで!!」

　その背に向かって叫さけぶのは、五歳ほどの子供を抱かかえた母親だ。ただし子供はぴくりとも動かない。小さな体と同じほどの長さに肥ひ大だいした右手には、強こわい毛がびっしりと生はえていた。

「あ、あたしの子を、こんな化け物にした挙あげ句く殺しやがって……！　人殺し、化け物！　人殺っ」

　決死の叫びは途中で周囲の悲鳴に取って代わった。イグナシアスが軽く空中を撫なでたと思ったら、先の母親の喉のどがぱっくり裂さけたのだ。

「恨うらまれる筋合いはないのですね。君たちに素養がなかった、それだけなのですね」

　眉まゆひとつ動かさず言ってのけたイグナシアスは、自分を取り囲む赤い眼たちがそわそわしていることに気付いた。

「今の君たちには必要なのですね。食べていいのですね」

　わっと歓かん喜きの声を上げ、生まれたての「魔族」たちが新しい血肉にむしゃぶりつく。この中から何人かは「神しん魔ま」にまで育つかもしれないが、現在の彼らは生まれたての雛ひな。生きたまま精だけを吸い取るような、上品な真ま似ねはできない。

　まだ人間である者、あるいは「試す価値もないのですね」と言い渡された者たちは必死に逃とう走そう経路を探しているが、周りは「魔族」化した騎き士したちに囲まれている。少しでも生きる時間を長引かせたければ、吐はき気を堪こらえながら身を硬かたくしているしかないのだった。

「人間は本当にみじめで、弱くて、かわいそうなのですね」

　自分と見た目の歳が近い青年の蒼そう白はくな顔を見ながら、イグナシアスはひとりごちた。

「だから素養のある者は、みんな強くしてあげるのですね」

　帝てい王おうベルモントの相談役として臣しん民みんたちに紹しよう介かいされたイグナシアスは、まず王城で働く者たち、続いて聖せい界かい騎き士し団だん員いんたちを次々と「魔族」化していった。現在は地域ごとに区切って管理されている円周街に繰くり出し、各地域の住人たちを一ひと所ところに集め、それぞれの素養を見た上で「魔族」化する、を繰り返している。

　地位が高ければ、高貴な生まれであれば、金持ちであれば、賢かしこければいいという訳ではない。過去のイグナシアスがそうだったように、むしろ王おう侯こう貴族よりも円周街に暮らす人々のほうに素養が高い者は見受けられた。

　アルシェイラが自分に対して使った術について研究を重ね、ようやくそれらしいものを使えるようになった喜びのままサーナキアに会いに行き、仲間になることをけんもほろろに断られてから約百年。帝国内外を放ほう浪ろうしてさらに腕を磨みがき、クリスティアンやレイヴンといった貴き重ちような献けん体たいを踏ふみ台にして、ここまできた。

「ようやく、来たのですね」

　珍めずらしく微笑ほほえんだイグナシアスへ周囲の人々が問いかける前に、彼は駆かけ出した。壁かべを走り、屋根を蹴けり、深しん紅くの髪を鮮せん血けつのようにきらめかせながら、決戦の地へと。







　ラーラベル全土をぐるりと取り囲む外がい縁えん壁へき。汚よごれ、傷つき、物言わぬ盾たてとして多くの人々を守ってきた壁は、今や内部でぞくぞくと数を増していく「魔族」たちのため、餌えさを閉じ込める生いけ簀すの役目を果たしている。

「まあ、なんつーか結局、お袋ふくろは大体お見通しだった訳だよな」

　その壁に向かってひざまずくような姿勢を取ったレイヴンは、乾かわいた大地に手をついてじっと動かない。この後に備そなえ、若じやつ干かん着き崩くずしてはいるものの、聖界騎士団の制服に身を包んだ姿には「救国の英えい雄ゆう」に相応ふさわしい貫かん禄ろくがあった。

「『普通のお母さん』は、すごいのですね……」

　感かん嘆たんするブランシェの髪は、降り注そそぐ月光に負けないほど清らかな銀色だ。神み子こ姫ひめ装しよう束ぞくとも言える白い衣い装しように戻っているせいで、全身が同じ色に輝いて見える。

「……山刀振り回して追いかけてくる母親は……いや、まあ、すごいのは間ま違ちがいねえか」

　赤く変じた瞳を彼女からまぶしそうに逸そらし、レイヴンはつぶやいた。二人の間に入ってきたサーナキアが簡かん潔けつに評する。

「単にあなたの噓うそが下へ手たなだけでしょう？　アデル様も最初はそうでもなかったらしいですが、あなたの挙きよ動どう不ふ審しんぶりで気づいたとおっしゃっていましたよ？」

「うるせえよ、ほっとけ！　どうせ俺は演技が下手だよ!!　あと、無む闇やみにお袋と仲良くすんな!!」

　ひざまずいた姿勢のまま怒ど鳴なったレイヴンは、ふと声の調子を落とした。

「……けど、そうだよな。噓が下手なくせに、変に自分の気持ちをごまかそうとして、失敗した。ごめんな、姫さん」

「い、いいえっ!!　それを言うなら、私も……」

　気持ちを伝え合った時のことを思い出し、ぶんぶんと大きく両手を振り回したブランシェはしんみりした表情になった。

「でも……グ、じゃない、レイヴン様のお母様は、やっぱりすごいです。私たちのことを分かっていて、それでも置いて下さっていたなんて……」

「俺の部屋は置いといてくれなかったけどな」

　まだわだかまりが残っているらしい。恨うらみがましくつぶやいたものの、レイヴンの眼は優しい。

「姫さんのお袋だって、あんたのことが大好きで、大切だから、反動がでかかったのさ。そうでなきゃ、髪を染めて隠かくしたりはしねえだろ」

　声も、優しい。彼の言葉は「染せん心しん」抜きで、たやすくブランシェの心を塗り替える。

「……親おや父じさんはちょっと分からねえが、そこを言っても仕方がねえよな」

「……いいんです。私には、レイヴン様も、サーナキアもいてくれますから」

「おや、わたくしは英雄殿どのの次ですか？」

　またも横からサーナキアが茶化してきた。軽い口く調ちように一いち抹まつの寂せき寥りようを感じ取ったブランシェは、はっとして謝る。

「ご、ごめんなさい、サーナキア！　私、世界一美しいのは今でもサーナキアだって」

「構いませんよ。人間の女の子はまたたく間に変化するものだと、わたくしは何度も何度も思い知っておりますからね」

　遠くを見るような瞳は紅あかく、その身を包む衣装は夜よりなお艶つややかに黒い。神子姫の教育係の仮面を脱ぬぎ捨て、「神魔」の本ほん性しようを露あらわにした彼は、ある種イグナシアスとも似た退たい廃はい的てきな黒い衣装を身にまとっていた。

「悲しいこともありますが、嬉うれしいこともたくさんありましたから。アルシェイラに出会う前は、両方ありませんでしたからね。ですから、仕方がないのです」

　澄すんだ表情を見上げ、レイヴンが小さく笑う。

「大先生が殊しゆ勝しようだと、こっちの調子が狂くるうじゃねえか。いつもみたいに偉えらそうにしててくれよ、こっからが本番だってのに」

「水くさいですね、お義と父うさんと呼んで下さってもいいのですよ？」

　早速いつもの調子に戻もどったサーナキアに対し、レイヴンはわずかに間を置いてニイ、と牙きばを見せて笑った。

「むしろお義に兄いさんと呼ぶべきかもな？　なあ、姫さん」

　え、と声を詰つまらせたブランシェの前で、レイヴンは膝ひざを払って立ち上がった。

「だが、今はまず、あの入いれ墨ずみ野や郎ろうを片付けねえと。……さあ、これで、俺も腹はら一いつ杯ぱいだ」

　ヒルデン高地では満足に吸きゆう精せいできず、難なん儀ぎしていたレイヴンである。だがラーラベルまで戻った今、神子姫神しん殿でんには劣おとるものの、多少時間をかければ十分な大地の精せい気きを得ることができた。

「行こうぜ、姫さん、大先生」

「はい!!」

「そうですね。大英雄殿のおかげで大変、殺やる気が出てきました」

　気合いのあまりブランシェはその場で回し蹴りを放ち、サーナキアはどす黒い笑えみを浮かべた。

「あちらも出で迎むかえの準備は万全のようです。まいりましょうか」

　三人が動き出したのを待っていたかのように、閉ざされていた門が重々しい音を立てて開いた。門の開閉機構を操あやつるのは、赤い瞳を闇に光らせている数人の聖界騎士団員たち。

「……この世の終わりみてぇな光景だな」

　外縁壁から円周街までは、元々常じよう駐ちゆうの聖界騎士団以外の人間はほとんどいない。「魔族」を防ぐ最初の壁の向こうに、すぐ居住区があっては危ないからだ。

　ちなみに迷路のような作りの円周街もまた、中央街を守るための人間の盾であるのだとか。しかし現在、円周街まで続く道程には、騎士団員も一般人も誰だれもいない。

　どう考えてもイグナシアスの仕し業わざだろう。はるか遠くで一ひと際きわ光る、初代神子姫と同じ名を冠かんした城までまっすぐに来いと、言っている。

「終わりにはさせません」

　決然とつぶやいたブランシェを、レイヴンが当たり前のように抱だき上げた。

「ひゃっ!?」

「頼たのもしいな、俺の神子姫様は。さあ、急ぐぞ。しっかり摑つかまってろよ？」

「……はい！」

　いきなりの触ふれ合いにはまだ慣れないが、強い腕がしっかりと体を支えてくれている。その安心感と裏腹の緊きん張ちようを感じながら、ブランシェは言われたとおりレイヴンにしがみついた。

　次の瞬しゆん間かん体が浮き上がる。ブランシェを抱き上げたレイヴンとサーナキアは、少し前にイグナシアスがしたように、建物の屋根を蹴って夜空を駆け出した。







　オリオロン帝国の王城アルシェイラは、満月の光を独ひとり占じめしたように神こう々ごうしい輝きを発している。

　その最上階で揺ゆれる深紅の髪。王族の私室が並ぶ区画の露ろ台だいで、イグナシアスはブランシェたちを待ち受けていた。

　背後にはギルディアスと、彼と同い年ぐらいの男がもうひとり。ブランシェの記き憶おくよりぐっと若いが、造ぞう作さくには見覚えがある……何度か拝はい謁えつしたこともある義父、帝王ベルモントだ。その気になれば私的な宴うたげが開ける広さの露台の中央で、城壁を駆け上がってくるブランシェたちを待っている。

　もっとも現在、オリオロンの事実上の帝王は、ベルモントをかつての容姿に戻したイグナシアスだ。事実、ブランシェたちが露台に降り立った途と端たん、真っ先に口を開いたのも彼だった。

「皆さんお揃そろいなのですね。ようやく、分かっていただけたのですね」

　ほとんど表情を動かさないイグナシアスにしては珍しく、その口元には自然な笑みが浮かんでいる。彼は真っ先にサーナキアへ眼を向けたものの、いきなりブランシェへと急角度で首を動かした。

「ひっ!?」

　下手な人形師による操り人形のような動作に怯おびえるが、イグナシアスはブランシェを見つめたまま動かない。

「嬉しいのですね。アルシェイラ様まで、連れて来て下さったのですね……」

　一瞬眼を見張ったブランシェは、ぽっと頰ほおを染めた。

「まあ……アルシェイラ様と見間違えて下さるなんて！　やはり恋を知ると『普通の女の子』がきれいになるのは、本当」

「神子姫様、さり気ないのろけでわたくしを殺る気にさせて下さるのはありがたいですが、こいつはあなたの能力のことを言っているのだと思いますよ」

　面おも映はゆそうにしているレイヴンに冷ひややかな一いち瞥べつをくれつつ、サーナキアが突っ込む。勘かん違ちがいに気付いたブランシェは、そっと眼を伏ふせた。

「……ええ、アルシェイラ様は確かに、私に大いなる教えを与えて下さいました」

　その後のことを思えば、どうしても声が小さくなってしまう。ブランシェの表情は憂うれいを帯おびるが、イグナシアスはなぜか、うっとりした眼をしていた。

「いいえ、あなたがアルシェイラ様なのですね……アルシェイラ様以上なのですね」

　彼にとっては、それは最上級の賞しよう賛さんだろう。子供のようににこにこして、背後の二人を振り返る。

「ギルディアス、よかったのですね。この方なら君の弟も、『神魔』にしてもらえるかもしれないのですね」

　トーマの存在を匂わされて、レイヴンが全身を緊張させた。

「……トーマはまだ、人間なんだな」

「あまり素養もなさそうなので、まだ手をつけていないのですね。でも、もう大丈夫なのですね」

　踊おどり出しそうな勢いで、彼は大きく両手を広げてみせた。

「みんな死なずに、永遠に一緒にいるのですね。すばらしい世界なのですね！」

　無む邪じや気きな笑み、無邪気な言葉。危あやうく流されそうになるのを自覚しながら、ブランシェは一歩足を踏み出した。

「あなたのおっしゃる『みんな』とは、『神魔』の素養がある方のみ、ということですか？」

「当然ですね。人間の寿じゆ命みようは短いのですね。ずっと一緒には、いられないのですね」

　普段の調子に戻り、イグナシアスは非情につぶやく。

「ですがあなたの力は、本当にすばらしいのですね!!　あなたさえいれば」

「『神魔』に期待しすぎだろ」

　横から口を挟はさんだのはレイヴンだ。

「寿命が同じ人間同士だって、散々内うち輪わ揉もめしてるってのに。全員仲良く『神魔』になったって、結局諍いさかいが始まるさ。精神構造まで変化する訳じゃねえなら、なおさらだ」

　赤く輝くその瞳は、無機質な琥こ珀はくの瞳を怯ひるみもせず睨にらみつけている。

「……いや、どう考えたって悪いほうに変化してるだろ。人間のみじめさと引き換えに、てめえは神にでもなった気でいやがる」

「神ではないのですね。『神魔』なのですね」

　なじられても、イグナシアスには動どう揺ようする様子がない。

「『神魔』が万能ではないことぐらい、私にも分かっているのですね。でも、私を無理やり『魔族』化し、戦わせ続けた人間よりは、ずっとずっと優すぐれているのですね」

　ブランシェが息を吞のんだことが伝わったのだろう。彼はすぐにこう付け足した。

「勘違いしないでほしいのですね。アルシェイラ様のことは、恨んでいないのですね。あの方も結局、いいように使われたのですね。むしろ人間を辞めさせてくれて、感謝しているのですね」

　アルシェイラが人間の「魔族」化を決して望んでいた訳ではないのは、イグナシアスも理解しているようだ。落ち着いた態度に噓はなさそうだった。

「人間のことも恨んでいないのですね。力がないのが悪いのですね。だから、人間を辞めればいいのですね」

　彼の思考はいつも必ず、そこに行き着くようである。そうであるからこそ、今回のようなことをしでかしたのだろうが。

「……そういう理屈で、クリスを改造した訳か。てめえとあいつは、確かに気が合ったかもな」

　親友を「魔族」化された恨みも、レイヴンの中からまだ消えた訳ではない。嚙かみ締めた牙が、がちっと嫌いやな音を立てた。

「彼は元々、人間を辞めたがっていたのですね。最初は嫌がりましたが、途中からはあまり素養がないと教えてやっても、協力的になったのですね」

「失敗すりゃ死ぬだけだ。行き着くところまで行くっきゃねえんだから、協力的にもなるだろうよ。だが……」

　唾つばでも吐きそうな顔で言い返し続けていたレイヴンの勢いが、ふと弱まった。

「だが……分かってるさ。あいつはある程度、満足して死んだ」

　それは、ブランシェも分かっている。神子姫として、騎士として、抜きん出る夢を果たせなかったクリスティアン。最後には名脇役としてではなく、悪の華として散ることを彼は選んだ。

「だから許せねえんだ。弱みにつけ込んで、あいつに戻れない道を選ばせたてめえらも……散々親しん友ゆう面づらしておいて、人間として満足させてやれなかった馬ば鹿かな俺のこともな」

　ギルディアスも含めてひと睨にらみするレイヴンに、イグナシアスはことり、と音がしそうなほど首を傾かしげた。

「勝手にお友達の気持ちを代弁したりしないところだけは、褒ほめてあげるのですね。ですが、私とサーナキア様のおかげで『神魔』に近づきつつあるというのに、君は恩知らずなのですね」

「……サーナキア？」

　眉根を寄せるレイヴンに、イグナシアスは事もなげに言った。

「君を改造する際に、触しよく媒ばいとしてサーナキア様の髪を使ったのですね。とっておきだったのですね」

「はぁ!?」

「……おやおや」

　仰のけ反ぞるレイヴンと、さすがに驚おどろいているサーナキアの狭はざ間まで、ブランシェは散々読み込んだ資料の数々を思い出していた。今考えれば王家から提供された資料の中には、イグナシアスが残したものも含ふくまれていたのだろう。

「魔族」にするには向き不向きがある。ただし、触媒や他の生物との組み合わせによりある程度補おぎなえるという記き載さいが、確かにあった。

「まあ、では、レイヴン様は『魔族』としては、サーナキアの息子むすこさんのような……」

「やめてくれ姫さん、これ以上お義父さん候補はいらねえ!!」

「お義父さんと呼んでいただいても構いませんよ？　返事はしませんが。なるほど、道理で気に食わない訳です……」

　ますます殺る気をみなぎらせたサーナキアの顔は、鳥肌が立つほどきれいだ。

「ですが、イグナシアス。やはりあなたのほうが、わたくしは気に食わない。残念ですが、お互い意見は変わらないようですし」

「ブランシェ様も、そう思っていらっしゃるのかですね」

　不意に水を向けられたブランシェは、わずかな沈ちん黙もくの後、迷いなくうなずいた。

「……おっしゃることの一部は、分かります。賛さん同どうする方も多いでしょう」

　ブランシェだっていっそ吸血神子姫にでもなろうか、と思ったことがあるのだ。人外の能力をほしがる者はクリスティアンだけではなく、この場にもいる。

　浮うき世よ離ばなれした繊せん細さいな性格が、元々帝王の重責には相応ふさわしくなかったとささやかれるベルモント。彼が「魔族」化に失敗した後、全ての秘密を背負って帝王代理を務つとめ続けたギルディアス。

「それでも、あなたは神子姫様だから、賛同できないとおっしゃりたいのかですね」

　言葉を先取りしようとするイグナシアスの挑ちよう発はつにも、ブランシェは乗らない。

「そうですね。神子姫としても、『普通の女の子』としても……あなたの考えを、認められません」

　神子姫という立場による判断は、その恩おん恵けいを受けてきた身としてもちろん必要だ。

　だが、立場としてはこれが相応しい態度だからと、紋切り型に判断している訳ではない。レイヴンと出会ったことで多少なりとも世間の風に触れた、その上での判断だ。

「生まれてすぐはとにかく、十年近く神子姫神しん殿でんで育ったあなたは、『普通の女の子』ではないのですね」

　これまではやたらとあっさりしていたイグナシアスが、執しつ拗ように食い下がる。

「眼を覚ましてほしいのですね。あなたは『普通の男の子』に、偏かたよった考えを植えつけられてしまったのですね」

「男の子」呼ばわりされたレイヴンが、二重の意味で渋い顔をした。

「人間のままではいずれ、死によって引き離されることになるのですね。それでいいのですね？」

　一瞬、サーナキアのほうを見たいという誘ゆう惑わくを振り払い、ブランシェは強く首を振った。

「仮定の話をしても、意味がありません。今の私が……『普通の女の子』として生まれ、神子姫として育ち、『普通の女の子』としても神子姫としてもレイヴン様を好きな私の、判断です!!」

「おい、姫さん!?」

　渋い顔から一転、赤くなったレイヴンが慌ててサーナキアの手刀を受け止めた。

　イグナシアスはしばし無言になって、ブランシェを見つめている。琥珀の瞳に見る者をぞっとさせるような寒気が、ひたひたと満ちていった。

「──本当に、残念なのですね」

　ブランシェ以上に空気を読めなそうなイグナシアスであるが、今回ばかりは真意が伝わったようである。

「仕方がないのですね。最悪、サーナキア様さえ、もう必要ないのですね」

　月明かりを溶とかした金色の瞳は、酔よったようにブランシェを見ている。強さを求めるイグナシアスの価値観からすると、現在最も関心が高いのは初代神子姫以上の力を手に入れたブランシェであるようだ。

「ブランシェ様。あなたさえいれば、私の望みは達成されるのですね」

　崇すう拝はい者しやの眼をしたイグナシアスが歩いてくる。構えを取りかけたブランシェを庇かばうように、レイヴンが立ち塞ふさがった。

「レイヴン様！」

「あんたの力は、こいつを蹴り飛ばすためのもんじゃねえからな」

　ブランシェの価値はあくまで神子姫の素養であり、肉体的に「神魔」とやり合えるはずがない。言外にそう告げたレイヴンは、とがった牙をひらめかせながら不敵に笑った。

「姫さんを口く説どく気なら、まずは俺と大先生の相手をしてもらわないと困るぜ」

「そのようなのですね」

　無言のまま殺気だけを振りまいているサーナキアをちらりと見て、イグナシアスもうなずいた。

「ならば、ギルディアス。加勢するのですね」

「……承知いたしました」

　帝王を護ご衛えいする騎士のごとく、斜ななめ後ろに控ひかえていたギルディアスが前に進み出る。いまだひげが復活していないため、そういう立場も似合って見えた。

「お待ち下さい、イグナシアス様、私は！」

　指名されなかったベルモントが焦あせっているが、イグナシアスは素そっ気けない。

「ベルモント、君が勝てる相手ではないのですね。ブランシェ様を見習って、おとなしくしているのですね」

　全身の入れ墨から淡あわい燐りん光こうを発しているイグナシアスは、近寄りがたいような闘とう気きも一緒に発している。おとなしく静観して見えるブランシェを眺ながめ、ベルモントは渋しぶ々しぶうなずいた。

「さて、じゃあ始めるか。ギルディアス殿でん下か、言っておくが、以前のようなおかしな術は俺には通用しないぜ？」

　軽く手首を振りながら、レイヴンが挑発する。その全身に満ちた力を感じ取り、ギルディアスはうっすら瞳を細めた。

「……そのようだ。神子姫様の力かね？」

「ある意味な。全てを終わらせて、本当の意味で姫さんの騎士になるためなら、『神魔』になってもいいと思った。……サーナキアからもらった力かと思うと若干抵てい抗こうも感じてきたが、ま、しょうがねえだろ」

　レイヴンの改造に関わったギルディアスは、同時に彼の力に限界も設定したはずだった。

　ところがイグナシアスはギルディアスが望んだ以上の力をレイヴンに与えていたため、前回戦った際はギルディアスが劣れつ勢せいに陥おちいったものの、特定の術による極きよく端たんな弱体化作用により、危機を脱だつした。作られた「魔族」にはあらかじめ首輪が用意されていたのだ。

　しかし今のレイヴンに、そんなものは通じないようだ。人の身でも「魔族」と戦える戦せん闘とう能力を持っていた彼は、「魔族」化されても優秀だったが、今やその力は「魔族」の域すら超えつつある。

「一いち途ずなことだ。あれほど私が人間を辞めることをなじっていたお前が、理想の騎士であるためには、人間の尊厳すら捨てられるのか」

「……そいつはどうかな？」

　謎なぞめいた返答をしたレイヴンは、ギルディアスの追及を躱かわすように話を変えた。

「生あい憎にくと、俺は頭が悪い突とつ撃げき馬ば鹿かなんでね。単純に行こうぜ。負けたほうが、相手の言うことを聞く」

「結構。その言葉、忘れないことだ」

　単純明快な言葉に、ギルディアスがうなずいた。

　同時に彼の全身から竜たつ巻まきのような風が吹き出して、サーナキアとレイヴンに激げき突とつする。

「うおっ!?」

「っと」

　油断していたせいもあり、サーナキアでさえ一瞬足をすくわれそうになった。彼らより数歩しか後ろにいないブランシェは、長衣の裾がわずかに揺れただけだったのに。

「……ギルディアス殿下、あんた、その力は……」

　元々ギルディアスは、強力な吸きゆう血けつ鬼きの能力のひとつ、風の元素を操る力を持っていた。しかし単純な攻こう撃げき力りよくはもちろん制せい御ぎよ力りよくも、以前とは比べものにならない。

「トーマの改造を、待ってもらっているのでね」

　赤く瞳を輝かせたギルディアスが、優ゆう雅がなしぐさで胸に手を当て一礼する。

「その分を私が引き受けた。さあ、お相手願おうか？」

　その横でイグナシアスが、いつもの抑よく揚ようのない口調で言う。

「当然、彼を改造した私は、それ以上の力を持っているのですね」

「……だろうな」

　無意識にか軽く唇くちびるを舐なめて、レイヴンが緊張した声を出した。ただし、その唇にはどこか嬉うれしそうな笑みが浮かんでいた。







　四人の人外による戦闘は、基本的に前線に出ることのないブランシェではまともに眼で追えないぐらい激しいものだった。

「だ、誰か倒れても、私には分からないかも……!?」

　打だ撃げき音おん、爆ばく発はつ音おん、鋭するどい風の音。

　イグナシアスがいつもの口調ながら、やや語気を強めて叫ぶ声。

「腕わん力りよく以外の能力は持たせていないはずですが、なかなかやるのですね！」

「変身だの動物支配だの、細こま々ごました能力がなくて逆に助かってるよ！　人間の時の戦い方が、そのまま活かせるからな!!」

　嬉き々きとした声はレイヴンのものだ。遠えん慮りよなく力を振るえることで、彼も昂たかぶっているようである。ギルディアスやサーナキアの応おう酬しゆうも続いたが、爆発音と破は砕さいされた石の欠片かけらが床ゆかに散る音にかき消されてしまった。

　一連の戦いの音だけは間断なく聞こえてくる。だが今、誰がどこにいるのか、勝っているのか負けているのか、ブランシェには見当もつかない。

「きゃっ!?」

　いきなり足元に亀き裂れつが入り、転びそうになったところをレイヴンが支えてくれる。

「もっと離れてな、姫さん！」

　制服の胸元をばっさりと切られた姿に血の気が引いたが、彼から血の匂いはしない。服だけ切らせて致ち命めい傷しようを避さけたようだ。ブランシェを露台の端はしにある手て摺すりに寄りかからせた後は、すぐ戦場に舞い戻っていった。

　いずれの陣じん営えいもブランシェを傷つけまいという配はい慮りよがあるため、ブランシェ自身は完全な傍ぼう観かん者しやである。彼女を単独で放り出しておくこともできないため、ここまで連れて来たとイグナシアスたちはみなしているだろう。

「そう思われているうちに……」

　静かに、意識を集中させる。「天てん眼がん」を使う時と同じだ。世界は一枚の真っ白な紙、そこに散らばった黒い点を……

「ブランシェ」

「──帝王陛へい下か!?」

　焦しよう点てんを結びかけていた力が散っていく。気がつけば眼の前に、ベルモントが立っていた。

「水くさい。義ち父ちと呼んでいいのだよ、ブランシェ……私の娘」

　そんな呼び方をされたのは、初対面の時以来である。神子姫が帝王の養女になることは帝国の習慣であり、そこに両者の意志はない。王城にて儀ぎ礼れい的てきな契けい約やくを取り交かわした後、ブランシェはそのまま神殿に納められたので、顔を合わせたのは数えるほどだ。

　水くさいも何もあったものではないが、ベルモントの眼は真剣だ。心から義理の娘を、その力を、望んでいる。

「さあ、私も『神魔』にしてくれ」

「てめえ、姫さんから離れろ!!」

　再びレイヴンが姿を見せた。だが彼はすぐ、後ろから伸びてきた入れ墨だらけの腕に捕つかまってしまった。

「ちょうどいいのですね。やってみてほしいのですね」

　レイヴンをがっちりと羽は交がい締じめにした状態で、イグナシアスがつぶやく。

「ふざけるな、負けたら言うことを聞くっていう約束だろ!?」

「もう私たちが勝ったのですね」

　優ゆう越えつ感かんすらない、ただの事実を述べる言葉に、ブランシェは愕がく然ぜんとしてあたりを見回した。

　レイヴンに仕返しされたのか、軍服のあちこちを引き裂かれたギルディアスが床に倒れた状態で顔をしかめているのが見える。

　他の人影は見えない。

「……サーナキアは……？」

　そこでブランシェは気付いた。いつからか、サーナキアの声だけが聞こえなくなっていた。

　誰よりも美しく華はなやかなその姿を、ブランシェが見落とすはずがない。いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくな「神魔」は、一体どこに行ってしまったのか。

　──吸血鬼は滅ほろびる際、灰と化して崩くずれ落ち、跡あと形かたも残らない。

　先せんだって彼は一度、半なかば自死を望むような形でブランシェの手にかかった。まさか、あの時のように、すでに。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態に陥っていたブランシェの手が、ぐいっと引っ張られた。義理の娘の無反応に業ごうを煮にやしたベルモントだ。

「いたっ……！」

「ブランシェ、頼む！　私を『神魔』に……そして王おう妃ひも生き返らせてくれ。私たちに、永遠の幸せをくれ!!」

「そ、そんな、無茶な……」

「神魔」にしてくれ、はまだ分かるが、亡なくなって十年近く経たつはずの王妃を生き返らせろとはどういうことだ。イグナシアスの言葉ではないが、ブランシェは神子姫であって、神ではないのだ。

「お前やお前の親を、高い金を払って養っていたのは誰だと思っている!?　言うことを聞け!!」

　聞く耳持たず、ベルモントは半はん狂きよう乱らんでわめいている。王妃を亡くした衝しよう撃げきで「魔族」化に傾けい倒とうするぐらい、幼児性の強い性格だ。自分に力を与えてくれたイグナシアスが明らかに息子のほうをひいきにしていることが、彼に焦しよう燥そう感かんを抱いだかせていた。

「そこの田舎いなか者ものの力は、お前が引き出したのだろう!?　できるはずだ。さあ、私も『神魔』に!!」

　細かな経けい緯いまではブランシェには分からなかったが、はっきりしていることはある。

　……たとえ本当に、サーナキアがイグナシアスかギルディアスに滅ぼされたとしても、これはまたとない好機。逃のがす訳にはいかない。

「分かりました。恩を返します……、お義父様」

　決意したブランシェは、なおも暴れているレイヴンにひとつうなずいてから、水色の眼を閉じた。

　最初に、「天眼」を開く。「魔族」の黒い点だけが散らばる異様な世界に、今はまるで虹にじのように目まぐるしい光を放つ点が追加されている。

　もっとも目立つのは「神魔」イグナシアス。次いで、似たような輝きを放ちつつあるレイヴン。

　サーナキアはこの検けん知ち網もうの中にはいないが、「神魔」は「魔族」と違って自ら気配を殺すことができる。また、ブランシェ自身、力の無む駄だ打うちをしないために検知網をこの露台だけに限定させている。

　……だめだ、今はサーナキアのことを考えてはいけない。今も必死の演技を続けてくれているはずのレイヴンのためにも、意識を研とぎ澄すまして……眼の前の「魔族」、ベルモントのことだけを考えなければ。

「おお……」

　五感を閉ざし、第六感と七感だけの世界にいるブランシェ自身には分からないが、この時彼女はまるで月光の化身のような銀色の光を放っていた。感嘆の声を上げたベルモントが、光に集まる虫のごとく彼女に近寄っていく。

「──やめるのですね、ベルモント!!」

　魅み入いられたように動けないでいたイグナシアスが、不意に制止の声を上げた。琥珀の瞳が強く光っている。やはり彼も、根こん幹かんは眼まな差ざしに「染心」の力を持つ吸血鬼であるようだった。

　だが、ベルモントは止まらない。炎ほのおの魅み力りよくに捕まった虫は、自らを待ち受ける運命に気付かないまま突き進む。

　やむなくレイヴンを放り出そうとしたイグナシアスだったが、その瞬間、無ぶ様ざまにもがくばかりだったレイヴンの表情が変化した。

「行かせねえよ」

　低くつぶやくなり、あっという間に体勢を入れ替える。ブランシェに注意を奪うばわれていたイグナシアスは、逃げ損そこねてその場に組み伏せられた。

「……！　演技が苦手な、突撃馬鹿ではないのかですね……!!」

「根こん性じよう曲がりの触媒が入ってるらしいんでね。おかげでちょっとは、演技力にも自信が持てたって訳さ」

　イグナシアスの上に馬乗りになったレイヴンが、どこかサーナキアを思わせる笑みを見せた。するとイグナシアスは、ぐりっと首をひねるようにしてまだ倒れたままのギルディアスを見やる。

「ギルディアス!!」

「……」

「それほどの消しよう耗もうではないはずなのですね、早く起きるのですね!!　弟がどうなってもいいのかですね!!」

　ギルディアスが心から臣しん従じゆうしているのではないことぐらい、イグナシアスもお見通しのようだ。重ねられた脅おどしに、ギルディアスは静かに奥歯を嚙かみ締しめた。

　しかし、のろのろと起き上がろうとした足元に歩み寄る影がある。ひとりではない。ひとりが、二人を抱えている。

「大事な弟君は、両方とも無事ですよ」

「サーナキア!?」

　ぎょっと眼を見開いたギルディアスの側に立ったのは、優美な黒い衣装をずたずたにしたサーナキアだった。

　右腕と左腕に、それぞれ意識のないトーマとルーベランを抱えている。劣勢に陥ったふりをして撤てつ退たいし、ギルディアスの憂いの種と思われるものを摘つんできたのだ。

「サーナキア……よかった！　無事だったのね!!」

　レイヴンが隙すきを見てわざとやられたふりをし、イグナシアスを押さえ込む。そこまではブランシェにも説明されていたが、サーナキアまで姿を消すとは思わず、本気で心配してしまった。

「言っておきますが、わたくしの戦略的撤てつ退たいは英雄殿の指示ですからね？　気を付けなさい、あの男は意外に意地が悪いですよ」

　ほっと安あん堵どの息を吐くブランシェに、サーナキアが澄ました顔で忠告する。

「……本当に俺の演技力も進化したもんだろ、姫さん。脅かして悪かったけどな」

　サーナキアとの事前打ち合わせに従い、ブランシェも含めてまんまと一同を引っかけることに成功したレイヴンが小さく笑った。一方サーナキアは、二人の王子をギルディアスの手に渡しながら、

「あなたに散々一いつ張ちよう羅らを台なしにされたのに、弟さんたちを助けてあげたのですよ？　閣かつ下か。帝王としてぜひ、誠意を見せていただきたいものですね」

　父が表舞台に姿を見せなかった間もずっと、ギルディアスは「帝王代理」であり「帝王」ではなかった。それが今あえて「帝王」と呼ばれた理由は、彼も分かっているようだった。

「……どうだろうな。私は果たして、耐たえられるか」

「さあ、どうでしょうね。そこはあなたの人間としての素養と、神子姫様次し第だいでしょう」

　そうだな、とうなずいたギルディアスは、吸血鬼の腕力で軽々と抱えていた弟たちを床に下おろした。その肩を抱くようにして支え、ルーベランの滑なめらかな頰ほおに額ひたいを押しつけるようにして、静かに眼を閉じる。

　一方、オリオロン三さん兄きよう弟だいの父親は、なおも制止するイグナシアスに耳を貸さず、ブランシェが放つ光の圏けん内ないに入った。

　次の瞬間、時間が加速したようにレイヴンには思えた。

「っ!?」

　ブランシェがこの力を振るうのを見るのは、初めてではない。アルシェイラから力を譲ゆずり受けた後、イグナシアスたち相手にぶっつけ本番は危険すぎるということで、ラーラベルへ戻る道すがら見つけた「魔族」を捕まえて何度か試してはいた。

　オリオロン王家が作成していた「魔族」なら、効きき目は抜ばつ群ぐんだった。元の術が稚ち拙せつだからだ。だが、ベルモントはイグナシアスほどの強力な「神魔」が「魔族」化し、サービスまで加えている。

　人間へ戻っていくその過程で、彼は急速に本来の年ねん齢れいに近づいていった。四十代、五十代、六十代……

　止まらない。

「……父上！」

　ギルディアスの悲鳴が飛んだが、集中しきっているブランシェには聞こえない。情け容よう赦しやのない神子姫の力は、ベルモントを確かに人間に戻した。

　同時に彼の肉体は、細かな灰となって夜風に吹き飛ばされていった。

「……やっぱりか」

　予測されていた事態ではあったが、レイヴンの背筋に冷たい汗が流れた。

　元々ベルモントは「魔族」化に失敗し、生ける肉にく塊かいとなって何年も経っていた。その時点で生体組そ織しきに過大な負ふ荷かがかかっていたはずなのに、ご丁てい寧ねいに肉体年齢を戻してまで再「魔族」化された結果、また人間に戻るという負担に耐えきれなかったのだ。

「……ふう」

　ブランシェを包んでいた銀光が弱まる。小さな吐と息いきを吐いたブランシェは、今すぐ座り込みたいような脱力感と戦いながら、レイヴンの下した敷じきになっているイグナシアスを見つめた。

「アルシェイラ、様……」

　彼女の眼差しに「染心」を受けたかのように、イグナシアスは呆ぼう然ぜんと初代神子姫の名を呼んだ。

「アルシェイラ様は、もういません」

　再び、五感が消しよう滅めつしていく。半ばうわごとのように、ブランシェはつぶやいた。

「神子姫も、たぶん私で最後」

「魔族」はもういなくなる。神子姫はこの世界に必要なくなる。

「『神魔』も……ここで、最後です」

　夢見るように語尾が溶けて、全てが銀色の光に包まれる。アルシェイラにはついぞ成し得なかった「人間」化の術が、露台全体を、いや王城全てを押し包まんばかりに広がっていく。

　肌が粟あわ立だつような感かん触しよくを覚えたイグナシアスは、全身を這はう入れ墨を見た。帝国外をさまよった際に肌に刻んだ、「神魔」の力を増ぞう幅ふくさせる術。

　細かな針で肌を傷つけ、そこに特とく殊しゆな染せん料りようを流し込んだものである。皮ひ膚ふごと剝はがなければ消えないようなものが、銀の光に溶けていく。

　数百年前から時を止めていた肉体ごと。

「嫌いやなのですね」
















　最も早はや逃げても無駄と悟さとったか、イグナシアスはレイヴンを突き飛ばそうともせず、駄だ々だをこねる子供のように首を振るばかりだった。乱れた深紅の髪先さえも、ほろほろと崩れ落ちていくのを見ながら、

「人間は、人間は嫌なのですね。嫌なのですね……!!」

「嫌でも、てめえは人間だろ」

　その上からゆっくりと起き上がったレイヴンは、ぽんと彼の頭を叩たたいた。昔よく、泣きじゃくる近所の子供にそうしたように。

「安心しろよ、俺たちも一緒だ。もっとも……」

　銀光に何かが洗い流されていく。力が抜ける。意識が変わる。

　離れても忘れられない故こ郷きようへの道を辿たどるような、なつかしさと厭いとわしさ、奇き妙みような寂さびしささえも混じった感覚に身み震ぶるいしながら、レイヴンは光の中心に近づいた。

「……レイ……？　あ」

　体力をほぼ絞しぼり尽つくしかけていたブランシェは、ふらりとよろけてレイヴンの胸に倒れ込む。

　少し前のレイヴンは、彼女を抱え王城まで軽々と夜空を疾しつ駆くできた。だが今は、ひどい脱力感と倦けん怠たい感かんにさいなまれ、仲良く一緒にその場へ倒れ込むのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　一抹の後こう悔かいと、それを上回る安あん堵どと喜び。込み上げた全ての感情を嚙み締めて、レイヴンは背後を振り返った。

「俺たちは、この後も生きていくけどな。なあ……みんな」

　ギルディアスは意識を失って床に崩れている。ルーベランも健康的だった頰をこけさせており、いつの間にか目覚めていたトーマが横で早くも大泣きしている。

　サーナキアも、ぐったりとその場で横になっている。ただし彼には「さすがわたくし、疲ひ弊へいした姿も絵になります……」とうめく程度の余裕は残されていた。

「勝手ながら、仇かたきは取らせてもらったぜ、クリス」

　誰にも聞こえない大きさの声で、レイヴンはそっとつぶやいた。







　世界を浸ひたしていた銀光は消え去り、広い露台の上を照らすのは月明かりのみ。

「レイヴン、様……」

　最早自力で自分を支えられない状態のブランシェに、レイヴンは簡潔に状じよう況きようを教えてやった。

「……大丈夫だ。帝王陛下と、イグナシアスは灰に還かえった」

　一番の目的は達成できたと伝えてから、己おのれの体を見下ろして続ける。

「だが、俺も、ギルディアス殿下も、ルーベラン殿下も……人間に戻って……ちゃんと、生きてる。やっぱりギルディアス殿下が、一番後こう遺い症しようが深そうだけどな」

「魔族」化して年数が経っている上に、イグナシアスの改造まで受けたと言っていた。果たしてどれほど後を引く羽は目めになるかは分からないが、差し当たって、死んではいない。

　その時異変を聞きつけたか、数名の騎士と従じゆう僕ぼくが露台に顔を覗のぞかせた。

「ギルディアス殿下!?　トーマ殿下、これは一体……帝王陛下はどうされました!?」

「……く、詳くわしくは後で説明する。まずはギル兄様とルーベランを運んで……それにレイの兄貴たちにも休息を！」

　涙を拭ふいたトーマがすばやく彼らに命じ、ギルディアスとルーベランを運ばせ始める。

「ああ、トーマ、先に行っていいぜ。俺たちは、もうちょっとしてから行く」

　こちらの様子を伺うかがうトーマへと笑ってみせるレイヴンに、ブランシェは恐おそる恐おそる聞いた。

「サーナキア、は……？」

「わたくしは最初から、人間ではないですからね」

　声こわ音ねに疲ひ労ろうをにじませつつも、それなりに元気そうなサーナキアが話しかけてきた。

「そこそこ痛い目を見ましたが、さすがに『人間』化はされませんでしたよ。わたくしを滅ぼしたいなら、やはり伝統的な銀ぎん杭くいのほうがよろしいかと」

「……よかった」

　まだ夢の中にいるような心持ちのブランシェは、へにゃりと微笑ほほえんだ。

「やっぱりサーナキアは、そのままが、いいもの……」

「そうだな。大先生は大先生のまま、俺は俺のままが一番だ」

　力の入り具合を確かめるように、レイヴンは右手でブランシェを抱きかかえ、左手を握にぎったり閉じたりしている。

「そうですね、たとえ総合順位で英雄殿に負けたとしても、世界一美しくて賢いという座は譲れませんから。それより、この後が大変ですよ」

　のんびりと微笑むサーナキアに、ブランシェも身が引き締まるのを感じた。

「そうね……まだ、せいぜい王城内の人たちの『魔族』化を解いた程度だし……」

「イグナシアスお気に入り、要するに素養が高そうな奴やつはここに集められていたみたいじゃあるがな。なんにせよ、一休みしたらまた相当働いてもらうことになりそうだぜ、姫さん」

　頼むぜ、と言うように軽く背を叩かれるのが嬉しい。出会ってから一年弱、やっと、やっと、神子姫と騎士としてここまでの絆きずなを紡つむげたのだ。

　そして、普通の男女としても。

　頰に上る血を意識したブランシェは、サーナキアの視線を感じて彼を振り仰あおいだ。見慣れた紅あかの瞳を見つめ、尋ねる。

「アルシェイラ様がいなくなった今、もう神子姫は生まれなくなるでしょう。でも……サーナキアは人間ではないから、このまま生き続けるわよね。寂しくないの……？」

　ブランシェに全ての力と知恵を譲り渡した後、空に溶けるようにしてアルシェイラは消えた。

　彼女が教えてくれた術をもってしても、サーナキアは人間にはならなかった。

　百年も経たないうちに、ブランシェもレイヴンもこの世を去るだろう。その後もずっとずっと、「神魔」は生き続ける。

　ならばいっそ、サーナキアも人間になったほうがいいのではないだろうか。

「わたくしは『神魔』だからこそ、アルシェイラと心を通わせることができたのですよ」

　ブランシェの考えなどサーナキアにはお見通しだ。あっさりと、拒きよ否ひされてしまった。

「……そうよね。人間は人間であるのが自然であるように、『神魔』も『神魔』であることが自然なのだもの」

　自分たちの価値観を押しつけてはいけない。すぐに意見を引っ込めたブランシェを、サーナキアは優しい眼で見ながらうなずいた。

「それに終わりがあるから、恋は美しいのです。わたくしと彼女の心はもう結ばれました。人間のように、やたらめったら肉体を絡からめるような下品な真似は、趣しゆ味みではないですしね」

　レイヴンと半ば四し肢しを絡めた状態にあるブランシェははっとしたが、脱力感が激しく力が入らない。何より、レイヴンが放してくれない。

「うっせえな、人間には人間の恋のよさがあるんだよ!!」

　ブランシェを抱え、舌でも出しそうな調子のレイヴンにサーナキアが氷の微笑みを浮かべる。

「人間の恋、ですか。神子姫様から終わらせるのは構いませんが、英雄殿のほうが終わらせようとしたらぶっ殺しますよ」

「俺の扱あつかいも言葉遣づかいもますます雑になったな、てめえ!?」

　そのまま言い合いに突入するかと思いきや、レイヴンは途中で何かを悟ったような顔になった。

「……ま、でも、俺もだんだんお義父さんの性格が分かってきたからな。今の段階でぶっ殺されねえってことは、お許しが出たってことなんだろ？」

　にっと笑うその顔を、サーナキアはしばし無言で凝ぎよう視しした。視線に「染心」能力を持つ「神魔」の眼を、レイヴンは怯ひるまず見つめ返し続ける。

「二人とも、どうしたの？　こ、これが母子とは違う、父子間の緊張というもの……？」

　間に挟はさまれたブランシェは何やら誤解しているが、正しくは「父子」になる前の緊張の中にあるサーナキアが口を開いた。

「改めて言うまでもないと思いますが、世間知らずの箱入りですよ」

「知ってる」

「家事など何ひとつできませんよ」

「必要がないから、やらなかっただけだろ。俺は別に家政婦がほしい訳じゃねえし、身の回りのことは自分でできるから気にしねえよ」

「わたくしのほうが美しいですよ」

　微び妙みような間が空いた。腕の中のブランシェに一瞬視線を落としたレイヴンは、否定の言葉を考える素振りをしてから、すぐに投げ出した。

「……大先生が美しいのはもう十分に分かってるが、別に見た目だけで選んだ訳じゃねえよ」

「いえ、あなたよりわたくしが美しい、と言っているのですが」

「それも知ってる！　分かってるよ、俺はたぶんどの分野でもてめえには何ひとつ勝てねえよ!!」

　わめくレイヴンに、サーナキアは高飛車な笑みを漏らす。

「ふふん、分かればよろしい」

　畜ちく生しよう、とかなんとか愚ぐ痴ちって髪をかき回すレイヴンを見る眼が、不意に優しくなった。

「……ですが、最後の最後で、結局わたくしの負けですね」

　いつになく穏やかな声に驚いて顔を上げたブランシェにも、優しい眼差しが等ひとしく配られる。

「本当は分かっていました。あなたがブランシェの前に現れた、あの日から」

「──サーナキア」

　驚いたようにレイヴンが呼んだ瞬間、しなやかに伸びてきた指先がそのあごを摑んだ。

「てて、何しやがる!?」

「それはこちらの台詞せりふです。いくらわたくしが美しいからといって、いつまでもじろじろ見ない！　あなたが今、熱意を込めて見つめるべき方はこちらでしょう？」

　筋を違えそうな勢いで首を曲げられたレイヴンとブランシェの眼が、かちっと合った。

「えっ、いえっ、私よりサーナキアを見たいと思うのは、全人類にとって当然のことですから……!!」

　いきなり視界一杯に彼の顔が飛び込んできてブランシェは動どう揺ようするが、元よりレイヴンの腕の中だ。逃げられるはずもない。

　逆に、抗こう議ぎを発しかけていたレイヴンは冷静になったようだ。サーナキアの手こそ振り払ったが、視線はブランシェに据えたまま、おもむろに華きや奢しやな肩を摑む。

「姫さん、いや、ブランシェ」

「は、はい」

　かしこまって呼ばれ、思わず背筋を伸ばせば、緑の瞳が月明かりを弾はじいて輝いている。

　出会った頃と同じ色。人間の、騎士の、レイヴンの瞳の色だ。

「こういうのは後になると言えなくなりそうだから、勢いがあるうちに言っておく」

「はい……」

　なんだろう。胸がどきどきしてきた。心なしかレイヴンの息も荒あらいし、顔も赤いような。

「ブランシェ。お互い当面は、立場に基もとづいた責任を果たさないとならねえだろう。だが、全てが終わったら……お、俺の故郷に、来てくれねえか！」

　これは。

　もしかして、伝説の。

「……はい……!!」

　レイヴンの顔がぼやけてにじむ。ぽろぽろと涙を零こぼすブランシェを見て、サーナキアは

「さすがわたくしのブランシェ、これまではちょっとアレでしたが、『普通の女の子』の最重要場面では最高の反応ができましたね……!!」と盛せい大だいな拍はく手しゆを送ってくれた。
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　驚おどろいたことにイグナシアスは、一部はセルファデスなど近きん隣りん地域の人々まで「魔ま族ぞく」化を推おし進めていた。また、ヒルデン高地のようなラーラベルから離れた地域の人々はのんびりしていたが、それ以外の地域では国外へ逃にげ出そうとする者が続出していたようだ。

　正式に帝てい王おうとなったギルディアスが大々的な発表をし、ようやく混乱が収まってきたとはいえ、いまだ避ひ難なん先さきから戻もどって来られていない者も多い。空あき家やとなった場所にこれ幸さいわいと他の者が住み着くなど、火事場泥どろ棒ぼうのような犯罪も数多く起こっていて収拾がつかないのだ。

「だから言っただろうが、『魔族』だの『神しん魔ま』だのに期待しすぎだって。心は人間である以上、結局持った力をどう使うかは……ああくそ、台帳が全っ然、合いやしねえ!!」

　神み子こ姫ひめ神しん殿でんの談話室にて、細かな文字や数字が並んだ住民台帳を睨にらんでレイヴンが切れている。向かい側で次に赴おもむく地域の資料を読んでいたブランシェも、はあっと大きな息を吐はいた。

「……人間に戻りたがっていない方も、いらっしゃいますし……」

　素そ養ようが高く、後こう遺い症しようなどなしの「魔族」化に成功した者の中には、与えられた力を手放したがらない者が多い。自力で「魔族」化できないかと、怪あやしげな研究に手を出す者も増えていると聞く。

　……先日父から、自分を「魔族」化できないかという連絡が来た時には、正直眼の前が真まっ暗くらになった。だがまず父の無事と、父からの連絡をそのまま伝えてくれたレイヴンに感謝して、自分で断りの手紙を書いた。

「不老不死を得たい、というだけならお断りも簡単ですけど……お体が悪い方の藁わらにもすがる思い、撥はねつけるのは難しいですね」

「だめだぜ、姫さん。イグナシアスに『魔族』化された奴やつは攻こう撃げき衝しよう動どう自体は埋うめ込まれちゃいねえが、その力を使って暴れる奴が後を絶たたねえからな」

　習慣で「姫さん」呼びをしたレイヴンが口元を覆おおうが、遅かった。

「はい、本日二回目ですよ？　英えい雄ゆう殿どの」

　教育係の白い衣い装しように戻ったサーナキアが、べしりと音を立ててレイヴンの頭をはたく。

「ってえな、ちょっとは手加減しろよ！」

「あなたがちゃんと神子姫様をお名前でお呼びしないからでしょう？」

　笑顔のサーナキアが「神魔」であることは、今や帝国全土に知れ渡っている。人間に戻ったレイヴンはまだしも、彼は排はい除じよすべし、という声は当然ながら上がった。

　だがサーナキアは「してみればいいではないですか？　できるものなら」と平然たるものだった。王家は「魔族」作成をやめており、イグナシアスも滅ほろびた現在、疫えき病びようを操あやつる力を持つ「神魔」に太た刀ち打うちできるような者は誰だれもいない。

『あれは本人も言ってるとおり、災さい厄やくだよ。人間がけんかできる相手じゃねえ』

　怯おびえた部下たちに取り囲まれたレイヴンは、額ひたいを搔かき搔かき言ったものである。

『だがまあ、俺か姫さんが生きてる間は、よほどのことがない限り暴あばれ出しやしねえよ。……たぶん。その後のことは、後の世代の奴らでがんばってくれ』

　無責任だという声もあったが、実際のところ、ブランシェにもレイヴンにもどうしようもない。気まぐれという名の好意を保てるかどうかは、神以外の誰にも分からないだろうから。

『じゃあ司令官が、次の世代を早めに残して下さいよ！』

　必死の部下の訴うつたえには、『それができりゃ苦労しねえんだよ!!』と怒ど鳴なり返したとか。

　ちなみに王家と騎き士し団だんの暗部も公開されてしまった訳だが、イグナシアスの事件が派手すぎたのか、意外に糾きゆう弾だんの声は少ない。帝てい国こく評議会にてギルディアスは散々責められたが、ここまでの図ずう体たいに育ってしまった帝国を、では現王家以外の誰が統とう治ちできるかという問題もあった。

『貴き殿でんたちも、叩けば埃ほこりが出る身であろう。互いの国に密みつ偵ていを放ち合っている我われらだ。この帝国を維い持じするため、あえて口をつぐんでいたと、私が告発したらどうなると思う？』

　復活した口ひげの先をひねりながら、ギルディアスは優ゆう雅がに言ってのけたという。この間神殿に遊びに来たトーマが、感かん涙るいにむせびながら話してくれた。

『時々傷が痛んでいらっしゃるようですが、それ以外はむしろ以前より精力的に、政務をこなしていらっしゃいます！　さすがすぎます、ギルの兄貴!!』

　結局のところ、彼も弟馬ば鹿かなのである。ちなみにレイヴンは最近ギルディアスから、「いかにしてひげを生はやすのをトーマに思いとどまらせるか」という相談を受けていた。

「サーナキア、あまりレイヴン様をいじめないで……、きゃっ！」

　その途と端たん、サーナキアの手がブランシェに向かって振り下おろされた。レイヴンよりはずっと加減された力ではあったが、呆あきれた眼まな差ざしは彼に向けられたものより温度が低い。

「神子姫様は五回目です。全く、成長しないですね……」

「ごめんなさい、もう一回……レ、レイ、様！」

「お、おう、なんだよ、ブランシェ!!」

　普通の恋人なら当たり前のことですからねと、強制された名前呼び。まだあまり口に馴な染じまない呼称を繰くり返すたび、やたらとどきどきしてしまうが、もちろん不快ではないのが救いだ。

　もっとも、イグナシアスの事件が終わってからもう二ふた月つき以上経たつのに、それ以上の進展は皆かい無むと言っていい。とにかく細かな後あと処しよ理りが終わらなさすぎて、二人顔を揃そろえるのも三日ぶりなのだ。

「で、いつになったら、故こ郷きように連れて行ってくれるんですか？」

「てめえは呼んでねえよ！」

　サーナキアとレイヴンのこのやり取りも、すっかりお約束と化している。この調子では何年先のことになるか分からないが、がんばらなければいけない。

「レ……レイ様の故郷に戻ったら、アデル様にお会いできますものね!!」

　そのご褒ほう美びが激げき務むの中、ブランシェを支えてくれているのだ。

　ところが向かい側のレイヴンは愕がく然ぜんとしている。

「……姫さん、もしかして、俺がただ単にお袋ふくろに会わせるために、故郷に連れて行くと思っているのか……？」

「え、違ちがうのですか!?」

　びっくりしたブランシェが聞き返すと、サーナキアが思い切り噴ふき出した。

「さすが！　さすがわたくしのブランシェ!!　やっぱりあなたは、わたくしの最高傑けつ作さくです!!」

「笑ってんじゃねえ！　ああ、くそ、嫌いやだ、やっぱりああいうのは勢いがいるんだ、今さら説明するのは嫌だ……!!」
















　台帳を引きちぎらんばかりにして、レイヴンが葛かつ藤とうしている。二人の反応を疑問に思いながら、ブランシェは己おのれに活を入れた。

「だって私はまだ、アデル様に『泥どろ棒ぼう猫ねこ！』ともなじられていないし。『お宅の息子むすこさんを私に下さい』とも言っていないし!!」

　気持ちは伝え合ったものの、そんなものは始まりに過ぎない。サーナキアに習った道みち程のりは、まだまだ長いのだ。

「『普通の女の子』の道は険けわしいのよね、サーナキア。レイヴン様が白い馬にまたがって求婚して下さるまで、私、がんばるわ!!」

　ひとりで気合いを入れるブランシェの向こうで、結局レイヴンとサーナキアは怒ど鳴なり合いを始めている。神子姫神殿の日常は、今日も変わりなく過ぎていくのだった。











終　
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　お待たせしておりましたが、どうにか無事に完結となりました！　小お野の上がみ明めい夜やです。「天てん眼がんの神み子こ姫ひめ　気け高だかき乙女おとめは宵よい闇やみに帰きす」をお読みいただきましてありがとうございました！　語感が似てるけど「キス」じゃないですよ!!







　今回はクリスティアンが言っていた「神しん魔ま」こと、イグナシアスが楽しそうで、その分他の人が大変そうな巻でした。不思議ちゃん系は書いていて楽しいです。彼のせいでボケ順位が一気に入れ替わり、突っ込むサーナキアが書けたのもよかったですね。それにしても、挿さし絵えのおみ足が実に美しい。

　前巻まで存在だけ出ていた人たちも、ようやく登場させることができて嬉うれしいです。アルシェイラはブランシェとはまた違う、正せい統とう派はの銀ぎん髪ぱつ神子姫様でしたね。彼女とサーナキアの詳くわしいお話も、機会があれば書いてみたいものです。

　帝てい王おうベルモントは今まで名前すら出てきてなかったかわいそうな人で、基本的に終始かわいそうな感じでしたが、挿絵が美形だったのでそこに救いがあったような気がしています。それにしても息子むすこさん、○○がないと本当に若いなあ。

　ひそかにお気に入りなレイヴンのお母さんとダンティスおじさんは、暗くなりがちな話を明るくさせてくれるのでありがたかったです。しかし今回、お義と父うさんがたくさん出てきすぎだな……。







　ちなみにイグナシアスの服ふく装そうを当初、「ファ、ファンタジー世界に紛まぎれ込んだヴィジュアル系みたいな感じで……！」と指定していたのですが、最終的に「T.●.●evolution」で理解を得られたようです。「●.M.Revolutio●」は偉い大だいだ……。

「神魔」さんたちの衣い装しようは全体的にああいう感じなので、最終決戦時にはサーナキアも衣装替えしました。いっそ全員でお揃そろいの衣装を着て、バンドでも組めばいいんじゃないでしょうか。たぶんボーカルはブランシェ（決して上手ではないが、やる気はみなぎっている）だろうと思うのに、結構達たつ者しやなギターのレイヴンの（突っ込みの）声が一番よく聞こえそうですね！







　前巻ではブランシェとレイヴンの仲がぎくしゃくしたまま話が終わってしまっておりましたが、いろんな人の善意や悪意が作用した結果、落ち着くべきところに落ち着いたかな、と思っております。

　ブランシェは基本的に熱意が空から回まわりするタイプのヒロインでしたが、目的意識がはっきりしていたので、彼女の中の指針が決まっている時は率そつ先せんして動いてくれました。反面、迷うとぺたっと座り込んで動けなくなるようなところもありましたが、最後には自分の意志で動けるヒロインになってくれたかと。

　レイヴンは今まで書いたヒーローの中では一番「いいやつ」で、男同士でわちゃわちゃしてるほうが気楽そうではありますが、そういう人が恋愛沙ざ汰たで右う往おう左さ往おうする様は可か愛わいいですよね！　クリスのことはまだ心の傷になっているようですが、まだまだいろんな人の面倒もみないといけませんし、いい意味で大人おとなになってくれることを願っております。次の世代はなかなか作れそうにないですが。

　ちょっぴり大人になったトーマはこのまままっすぐ成長し、兄貴たちを支えてあげてほしいですね。ルーベランの前ではお兄ちゃんぶろうとするところが、可か愛わいくて好きでした。

　サーナキアはなんでもできる器用な人でしたが、だからこそあえて貧びん乏ぼうくじを引いてくれたような、そうでもないような。この話の雰ふん囲い気きを決定したのは、実はサーナキアの存在だったのではないかと思っております。







　愛あふれまくりのイラストをたくさん描いて下さったトリュフ様、二巻よりさらにろくでもないスケジュールを（略）担当・山内様に支えられ、どうにかゴールできました。ここまで読んで下さった読者の皆みな様さま、どうもありがとうございました！　また別の作品でもお会いできることを願っております。





二〇一四年四月　　小野上明夜　



















著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

サーナキアが表紙に出たり突っ込んだり衣装替えしたりと大活躍な最終巻ですが、やっぱりブランシェとレイヴンががんばったからこそのお話でした。神子姫と騎士の物語を、最後までお楽しみ下さいませ!!

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

トリュフ

truffe




トリュフです。

ついに最終巻！

カバーの３人はいつまでもみんなで

面白おかしくすごしてくれたらなって

思いながら描きました。




素敵な作品に最後まで関わらせていただけてとても幸せでした。読者の皆さん

そして小野上先生ありがとうございました！
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天てん眼がんの神み子こ姫ひめ




気け高だかき乙女おとめは宵よい闇やみに帰きす
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